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お見合い婚　俺様外科医に嫁ぐことになりました










突然舞い込んだお見合い




　暦は九月を迎えたばかり。街の幹線道路に面した弁当屋『わたせキッチン』のドアをお客が開けるたびに、夏の名残の生暖かい空気が店内に入り込む。昼時を迎え、一台だけあるレジカウンターの前には客が列をつくっていた。

「いらっしゃいませー！」

　鈴の音色のような千ち花かの声が響き渡る。クーラーの風量を最大にしているが、その額には汗が滲にじんでいた。

「生姜焼き弁当でお待ちのお客様、大変お待たせいたしました」

　千花が店内に声をかけると、二十代後半の男性が「はいはい」と手を上げる。すらっと背が高く優しそうな客は、この頃よく来店する男性である。

「いつもありがとうございます」

　弁当の入った袋を笑顔で手渡す千花を前にして、その客は突然胸もとから名刺を取り出した。穏やかな顔でそれを千花へそっと手渡す。

（……『久く城じょう総合病院』？　お医者様なのかな。でもどうして名刺なんて？）

　千花が小首をかしげて不思議そうにしていると、

「俺、そこの医師なんです。具合の悪いときにはいつでも来てくださいね」

　うしろを指差して、客は愛嬌のある笑みを浮かべた。

　久城総合病院は、わたせキッチンの真向かいにある要塞のような大病院。やはり、そこに勤める医師らしい。

「お気遣いありがとうございます。そのときにはそうさせていただきますね」

　にっこりと笑った千花の大きな目は三日月のように細くなり、やわらかな頬にえくぼが浮かんだ。

（私、よっぽど具合が悪そうに見えるのかな）

　このところ久城総合病院の医師だという客から、名刺を手渡されることが頻繁にあった。眼科や消化器内科、それから整形外科もある。このお客は小児外科に勤めているらしい。

　千花は視力が悪いわけでも、胃腸が悪いわけでも、それからどこかに怪我を負っているわけでもない。

（小児科じゃ、私は診てもらえないんじゃないかな。それとも、両親の仕事を手伝っている中学生の娘にでも見えたとか……？）

　それもありえるかもしれない。二十六歳にもなって千花のメイク技術は、初めてのときからほぼ横ばい。ファンデーションにアイブロウとリップだけのナチュラルメイクが基本で、女子高生の方が数段上手だろう。自慢できる点といったら色白なところだけだ。

　もしかしたら、とふと考える。

（そのせいで顔色が悪く見えるのかな。明日からチークも入れた方がいいのかも。そうすれば、少しは血色がよく見えるよね？）

　明日のメイクのことを想像しながらお客の小児科医を見送っていると、彼は何度も頭を下げて振り返りながら名残惜しそうに店を出ていった。

「お次の方、大変お待たせいたしました。ご注文はお決まりですか？」

「幕の内にしようかな」

「幕の内弁当ですね。白米を無料で炊き込みご飯に変更できますが、いかがいたしますか？」

　四十代のサラリーマンは千花のにこやかな問いかけに顔をほころばせながら、「それじゃ、お願いしようかな」と答える。常連のその男は、「千花ちゃんはいつも明るくていいね」と付け加えた。

「そうですか？」

「うん。ここに来るとホッとするし、気持ちがパッと明るくなる」

　そう言ってもらえるのは千花もうれしい。

「ありがとうございます。でも、それくらいしか取り柄がないんです」

「それが一番だよ。いいお嫁さんになる。かわいいしね」

「え！　私なんて全然！」

　お釣りのやり取りをしながら、はにかんで首を横に振った。千花はこの手のお世辞がちょっと苦手だ。

　かわいいなんていうのは挨拶がわり。おはようとなんら変わらない言葉なのだから、真に受けたら危険だ。もしもそうじゃないとしたら、幼さゆえの〝かわいい〟だろうと、常々思っていた。

「千花ちゃんはお婿さんでももらって、ここを継ぐのかな」

「お婿さんって。結婚なんてないですから」

　わたせキッチンは千花の祖父母から続いている弁当屋で、街は当時とはすっかり様変わりしているが、親子二代にわたる常連客もおり地域に愛されている。両親はそろって厨房で調理し、千花はそれを手伝うかたわら接客担当である。

　千花の父・幸こう助すけは商社勤めのサラリーマンだったが、結婚を機に自身の両親からわたせキッチンを引き継いだ。それと同時に、いつ倒壊してもおかしくないようなおんぼろの店を思いきって建てなおし、倉庫を縮小して厨房と店内を合わせて十坪ほどの広さにした。

　ダークグレーの外観はモダンで一見すると弁当屋とは思えないが、風にはためく〝おいしいお弁当ならわたせキッチン〟と描かれた赤と白のストライプ柄ののぼりが、弁当屋であることをさりげなくアピールしている。

「うちの息子が大きくなるのを待っててよ。千花ちゃんのことをかわいいかわいいって、いっつも言ってるからさ」

「でも息子さん、まだ小学生ですよね？」

　あと何年待ったらいいのだろうか。二十六歳の千花は、十年も経てばアラフォーだ。

「すぐだよ、すぐすぐ」

　クスクス笑う千花に手を振り振り、常連客は目じりに深い皺しわを刻んだ。

（いいお嫁さんか……。私には訪れないだろうな、そんな未来）

「ありがとうございます」と笑顔を返しながら、ある記憶がよみがえり、千花の胸には鈍い痛みが走った。




　客足が緩やかになったのを見計らい、千花が両親よりひと足先に昼休憩を取った午後二時過ぎ。千花はカウンターに入って母・美み幸ゆきとバトンタッチし、接客に戻った。

（急に暇になっちゃったな）

　昼時のピークも過ぎ、数十分前から突然降り始めた雨のせいもあるのか、お客がパタッと途絶えた。オフィスビルが建ち並ぶ一角からは駅ビルの方が少しだけ近いこともあって、この店にとって雨は大敵。大幅に客足が減ってしまう。

（よし。今のうちに片づけちゃおう）

　カウンターの上で乱雑になったチラシを整理し始めたときだった。ひとりの男性客が店に入ってきた。

　その瞬間、店内がどことなく華やいだ感じになる。そのお客の発するオーラなのか、どこか普通の人と違った空気をまとう彼は、昼時から大きくはずれた時間に来店することの多い客だ。

「いらっしゃいませ」

　千花のにこやかな挨拶に一瞬だけこちらを見たかと思えば、切れ長の涼やかな目でメニュー表を追いかける。引き結ばれた薄い唇がほんの少しだけ動いたような気がしたが、声は聞こえなかった。

　小ぶりな白い襟にグレーのストライプシャツ。濃紺のネクタイが全体の印象をより引き締めている。洗練されたデザインのワイシャツや仕立てのいいスーツ姿で来店することから察するに、この近くで働いているのだろう。

　人の目を引く容姿やセンスのよさから、エリートサラリーマンか会社経営をしている社長だろうと千花は勝手に思っていた。

（いつも思うけど、お弁当屋には似つかわしくない人よね）

　この雨の中、傘を差さずに来たらしく、肩先と髪が濡ぬれていた。しかも、それを拭ぬぐおうともしない。

　もしも千花が彼だったら、大事な洋服が濡れちゃう！と慌てて拭くところだろう。

（もしかしてハンカチも持っていないのかな。それなら……）

　引き出しからタオルを取り出し、彼に差し出した。

「よかったら、これを使ってください」

　男が驚いて目を見張る。

「風邪ひいちゃいますから、遠慮なさらずにどうぞ」

　千花が笑顔でさらにタオルを突き出すと、その勢いに押されるようにして男は受け取った。

「悪いな」

　低音でくぐもっていたせいか、男の声はやけに甘く感じた。胸の奥を微かにくすぐられ、千花はなにやら落ち着かなくなる。

（容姿も声もいいなんて、ずいぶんと恵まれた人だな）

　ついボーッと見とれる。

　男はタオルで体を拭きながらメニュー表に視線を注いでいた。

「日替わり」

　男がひと言だけで注文を済ませる。これで愛想があればもっと魅力的だろうにと、千花は日頃から思っていた。他ひ人とより飛び抜けていい容姿なのだから、笑顔でもあれば最強だろう。

（……って、大きなお世話よね）

　千花は心の中で自嘲気味につぶやくと、すぐに頬を引き締めた。

　今日の日替わりはピーマンの肉詰めと肉じゃが。美幸特製のそれは、娘の千花も子どもの頃から大好きなメニューである。千花が何度作ってみても、決して同じ味にならないから不思議だ。

「はい、かしこまりました」

　受け答えをしてから、厨房に向かって「日替わり入りました！」と声をかける。

「では、五百五十円になります」

　男の方に向きなおり、レジを操作する。そして、脇に置いていたチラシをお釣りと一緒に手渡した。

「九月中旬からメニューが一部変わるんです。秋向けのものを取り入れましたので、今度ぜひどうぞ」

　二週間後には、夏場に加えていた冷メニューから秋の食材を使ったものへ変える予定である。

　千花が写真と手書きを駆使して何日もかけて作成したチラシには、栗やイモ、きのこ類を取り入れたお弁当が色彩豊かに掲載されていた。

「間違えてるぞ」

　チラシを凝視しながら、男が突然つぶやく。

「……はい？」

　千花は小首をかしげて男の顔を見上げた。

（間違えてるって……なにが？）

　男はなにを言うわけでもなく、ただ黙ってチラシを指差す。そこを焦って目で追うが、千花にはなにがどう間違えているのかピンとこない。

（どこが間違えているんだろう）

　恥ずかしさと焦りからドキドキと速く刻む鼓動。

　千花がおろおろしていると、男が「棒が一本足りないな」と口走る。ヒントにしては漠然としすぎていた。

（棒が一本？　……あっ！）

　数秒後、ようやく理解した千花が心の中で短く叫ぶ。〝きのこ三昧〟が〝きのこ三味〟になっていたのだ。まさに棒が一本足りない。

「すみません！」

　あたふたしつつ頭を深く下げる。

（私ったら恥ずかしい!!）

　頬がカーッと熱を持ち、今すぐこの場から逃げ出したい気分だった。

「べつに俺に謝ることはないだろ」

　パッと顔を上げて男を見ると、まなざしにどことなく嫌な笑みが浮かんでいるように見えた。簡単な漢字を間違えた千花を馬鹿にしているのかもしれない。

（……たしかに情けない間違いだけど、そんなふうに笑わなくてもいいのに）

　お客に誤字を指摘されたことが恥ずかしくてたまらない。

　パソコンで〝ざんまい〟と打てば、きちんと〝三昧〟と変換されただろう。こだわって手書きにしたことがあだになった。

　手渡したチラシを取り戻し、千花が丸めて捨てようとすると、男はそれを阻んだ。

「これはもらっておく」

「ですが……！」

　誤字だとわかっていて、そのまま自分の手もとから離れていくのは不本意だ。チラシの配布は今日から。すでに五十枚近くはお客に渡り、それはどうにもならないが。

　千花の抵抗も虚しく、男はさっさとそのチラシを折りたたんでポケットに入れてしまった。

「べつに笑いのネタにするつもりはないから心配するな」

　男の唇の端が若干上がる。表情と言葉が合っていないように見えるのは、千花の思い過ごしか。いいネタを仕入れたとほくそ笑んでいるように見えた。




　約五分後、できあがった弁当を袋に入れて男に手渡す。

「……ありがとうございました」

　なんとなくばつが悪い。そんな思いを抱えながら、うしろ姿を見送っていた千花がハッとする。カウンターから出てその背中を追いかけた。

「よかったらどうぞ。まだ雨が降っていますから」

　傘立てに入れておいた千花の真っ赤な置き傘を差し出す。誤字を教えてくれたお礼のつもりもあった。外はまだ雨。それも、さっきより強くなっていた。

「タオルは洗濯して返すよ」

「わざわざそんな。大丈夫ですから」

　返してもらおうと手を出したが、男はまるでその言葉が聞こえていないかのように「傘もありがたく借りていくぞ」と、そのまま外へ出る。開いた傘に、雨がザーッとあたって弾けた。

（なんだかちょっと変な人）

　長い足で足早に歩いていく男を数秒間見送り、店の中へ入る。そして千花は気を取りなおして、引き出しから取り出したボールペンでチラシの〝味〟に一本ずつ棒を付け足していった。




　満面の笑みを浮かべた美幸から「こっちで一緒に紅茶でも飲まない？」と誘われたのは、それから三日後のことだった。

　リスのようにかわいらしい顔立ちをした童顔の美幸は、五十代半ばにはとても見えない。緩くパーマをかけたショートカットの髪に白いものはほとんど見つけられず、張りのある肌には目立つ皺もない。千花の童顔は、美幸譲りだろう。

　木曜日の今日、わたせキッチンは定休日。店から歩いて十分のところにあるマンションの自室でのんびりと本を読んでいた千花は、美幸にリビングへ連れ出された。テーブルには美幸お手製の焼きたてクッキーも並んでいる。

　香ばしい匂いにつられながら、千花はふたりの前に腰を下ろした。

「母さんのクッキー、おいしいぞ」

　幸助が、何枚かつまんだクッキーをいっぺんに口に入れて笑う。

　幸助は背が高く、若い頃は柔道をやっていたこともあり体格もいい。美幸とは正反対で、顔には深く笑い皺があり、髪もシルバーグレー。五十代後半にしては、少し老けて見える方かもしれない。

「ほんとおいしそう。いただきます」

　早速手を伸ばし、千花もクッキーを一枚口に放り込む。

「――ん、やっぱりお母さんのクッキーはおいしいな。レモンの風味が爽やかだね」

　千花が口をもごもごさせながら言うと、「あのね、千花」と幸助と美幸が声をそろえる。やけにうれしそうな顔を見た千花は目を瞬かせた。いったいなんだろうか。

「お見合いしない？」

「――ゴ、ゴホッ」

　突然の提案が千花をむせさせる。クッキーのかけらが喉の変なところに入り込んだ。

「ちょっと大丈夫？」

　美幸に心配されて、千花は紅茶で慌てて喉を潤しながら首を横に振った。唐突に見合い話を持ち出されて大丈夫なはずはない。

「どうして私にお見合いなんて」

　紅茶を飲んでなんとか喉を落ち着かせ、涙目で聞き返す。

　幸助も美幸も、千花の手痛い失恋を目まのあたりにしていた。千花はふたりに、二度と恋はしないと宣言したのだから。

　それは千花が二十三歳のときのことだった。

　大学を卒業して入社した食品メーカーで、千花は同じ商品開発部の三つ年上の彼氏ができた。明るく社交的、誰にでも分け隔てなく優しい彼は、社内でも男女問わず人気があった。

　ふたりが接近したきっかけは残業だった。家の方向が同じ彼と一緒に帰る日が続き、あるとき別れ際に告白されたのだ。社会人二年目となり、彼に対してほのかな恋心を抱いていた千花には願ってもいないこと。すぐに交際がスタートした。

　ところが数ヶ月が経った頃、毎週末のデートを突然ドタキャンされたり、連絡がつかなくなったりすることが増えていく。

　千花は純粋に忙しいだけだろうと思っていた。不審な様子も感じられなかったし、『愛してる』という言葉で体も求められていたから。

　それがある日、決定的な場面に出くわす。

　驚かせようといたずら心が働き、千花は連絡もせずに彼のアパートを突然訪れた。ところが、そこには別の女性の姿が。予期せず彼氏の浮気現場に踏み込んでしまったのだ。

　それだけでもショックなのに、浮気相手は同じ会社で千花が一番仲よくしている同期の女の子だった。

　いつも千花が彼の話をするのをニコニコして聞いていた彼女が。

『おめでとう。ふたりを応援するね』と言ってくれた彼女が。

　あられもない姿で彼とベッドにいるという悪夢。信じていたものすべてが崩れ落ちた瞬間だった。

　その夜から何日にもわたって寝込んだ千花は、結局そのまま退職という道を選んだ。

　毎日のようにふたりと会社で顔を合わせることを考えるだけで、呼吸すらうまくできなかった。彼氏と親友、ふたりをいっぺんに失うどころか、仕事まで手放したのだ。

　これは後で知ったのだが、千花が踏み込んでしまったとき、ふたりの関係はすでに三ヶ月にも及んでいたらしい。つまり恋人として付き合っていた半分の間、裏切られていたことになる。千花はまったく気づきもせず、疑いもしなかった。

　なんて愚かだったのだろうと、自分を責め続けてきた。鈍さも腹立たしかった。

　子どもの頃、通知表には『ぼんやりしていることが多いので気をつけましょう』とよく書かれたが、まさにそれ。彼氏の浮気に何ヶ月も気づかないくらいなのだから、正真正銘のぼんやり人間だ。

　浮気相手の彼女は千花よりもずっと大人っぽくて、誰もが認める美人。落ち着いて考えれば、彼氏の選択にもうなずけた。

　そうして両親が営む、このわたせキッチンで働き始めてから二年が経つ。

　もう彼氏なんていらない。結婚もしない。弁当屋で働きながらひとりで強く逞しく生きていく。千花はそう決意して生きてきたのだ。

「千花が傷ついたのは、父さんも母さんも十分わかってる。でもそろそろいいんじゃないか？」

「そうよ、千花。一歩前に踏み出す勇気も必要よ。小さい頃から結婚に憧れていたじゃない」

「それはそうだけど……」

　仲のいい両親を見て育った千花は、自分もいつか、ふたりのような夫婦になりたいと思ってきた。『パパが一番大事なのはママなんだ』と幸せそうな顔をしてひとり娘に堂々と言える父が、千花は誇りだった。

　そこまで愛し愛される相手と自分もいつかはきっと……。そう夢見ていた千花にとって、現実はとても厳しいものだった。結婚どころか、恋愛すらまともに成就しないのだから。

（それも彼に親友と浮気されたことが原因だなんて。……ううん、彼にしてみれば、私との付き合いの方が一時の気の迷いだったのかもしれないな……）

　苦い思い出がよみがえり、千花は押し黙った。

「あの人に見る目がなかっただけ。こんなにかわいい私たちの娘を選ばないんだから。今頃後悔しているんじゃないかしら。まぁ、そうだとしても千花を二度とあの人のもとには行かせないけどね」

　それはちょっと親バカじゃないのかな？と思いながらも、千花は美幸の言葉がうれしかった。

「過去は過去。千花は絶対に幸せになれる。その権利があるんだよ。千花が父さんたちにどれほどの幸せを届けてくれたかわからない。それを思うと当然なんだから」

　力強い幸助の言葉にも救われる思いがした。

　千花にとってこの二年は、長く薄暗いトンネルの中を歩いているような絶望的なものだった。胸の痛みはずいぶんと和らいでいるが、ふと思い出したときに猛烈な嫌悪感に襲われた。なんとか笑えるのは、誰かと一緒にいるときだけ。明るく振る舞うことで忘れていられた。

　でも、こうして幸助と美幸の言葉が胸に響くようになったのは、いい兆候なのかもしれない。それまではどんな言葉をかけられても、心にふたをして締め出してきた。誰もなにもわからないくせにと。

　そうせずにいられるということは、そろそろ本当の意味で吹っきるときなのかもしれない。

「……お相手って、どんな人？」

「おっ、ようやくその気になったか！」

　幸助と美幸が顔を見合わせて笑う。

「実は、ちょっと前にある人と偶然『一いっ休きゅう』で知り合ったんだよ」

　幸助は身を乗り出すようにして話し始めた。とてもうれしそうだ。

　一休は幸助が好んでたまにでかける焼鳥屋で、千花も何度か付き合って行ったことがある。カウンター席が八席と小上がりの座敷にテーブル席が四つ。決して広いといえない店内は、いつもお客で賑わっている。ＯＬらしき女性の姿もあったが、基本的に男性客が多いように見えた。

　幸助によると、それは二週間ほど前のことだという。

　煙が上るカウンターで隣り合わせたのは、幸助のようにひとりで来店した同年代の男性客だった。人あたりのいい幸助はすぐにその男性と打ち解け、意気投合。酒をくみ交わし、焼き鳥をつまみに話が弾んだそうだ。

　それからも何度か一休で会うようになったふたりは、互いの子どもの話になる。『なかなか結婚の気配がなくて困ったものですよ』と、男性が息子のことをため息交じりに話し始めれば、『うちにも娘がいるんですが、似たようなものです』と幸助がこぼした。

　その言葉に男性が反応し、『それならば、ぜひうちの息子と』と話が急展開。そうしましょうと、その場で安易に見合いの話が結実してしまった。

　ところがよくよく聞いてみれば、その男性はわたせキッチンとは道路を挟んで真向かいに建つ『久城総合病院』の院長・久城智とも弘ひろだと言う。しかも、神の手を持つと名高い心臓血管外科医。数々の難しい手術をこなしてきた、その道では超がつくほどの有名人だ。

　幸助も、最初にどこかで見たことがあると思ったそうだが、それも当然だった。彼が手がける医療を特集したテレビ番組も、過去に何度か放映されていたから。

　そんな有名医師の息子に対して、小さな弁当屋を営む幸助の娘では、釣り合いが取れない。恐れ多いにもほどがある。そう思った幸助は、すぐに見合いの話は白紙にしようと申し出た。

　ところが、幸助の人柄をすっかり気に入った智弘はそれを拒否。実は智弘自身、何度もわたせキッチンの弁当を食べたことがあるらしく、大ファンを公言するほどらしいのだ。

　智弘が人を治す神の手の持ち主なら、幸助は人の舌とお腹を満足させる神の手の持ち主だと。そのうえ、感じのいい接客をする千花ならば、息子の嫁として迎えるには申し分ないとまで言ってもらえた。

　そのまなざしは真剣で、決してお世辞で言っているのではないとわかるものだった。そうなると、幸助も首を横には振れず、『よろしくお願いします』と互いに握手を交わしたそうだ。

「相手がそんなすごい方の息子さんなんて、私には不釣り合いだよ」

　どんな人物なのか千花には想像もつかないが、有名な心臓血管外科医の息子ならば、きっとそれ相応の地位にいる人だろう。そんな人との結婚では、破たんすることが目に見えている。

「あちらはそんなことは気にしないでほしいって言ってくださってるのよ？　会ってみるぐらい、いいじゃない。なんせ身元はしっかりしている方なんだし」

　そこが引っかからないのだろうか。きっと生活レベルも違うはずだ。

　すでに子どもの頃から、その差は歴然としていたに違いない。恐らくあちらは、誕生日には大勢の友達を呼び、広い屋敷で豪勢なパーティーを開くような家庭だっただろう。

「息子さんはなにをしている人なの？」

「長男はデザイン会社を手広くやっている社長で、次男は久城総合病院の小児外科医だそうだ」

（会社経営の長男に小児外科医の次男？　……住む世界が違うんじゃないかな）

　どちらと見合いさせようというのか知らないが、いずれにしても千花とでは格が違いすぎる。ありえないと首を横に振りながら、千花はソファの背もたれに体を預けた。

　近い将来結婚したいと思う気持ちが少しでもあるのなら、真剣に相手を探さなくてはならないことくらい、千花も自覚している。でも、相手との間に天と地ほどの格差があっては二の足を踏む。

「ついさっき久城さんから電話があってね、次男の方との見合いを進めたいとおっしゃっているよ」

「……小児外科医の方？」

　ソファにもたれたまま千花が聞き返す。気が乗らないのは見え見えだ。

「最初の話ぶりだと、長男の方とのお見合いだと思っていたんだがね。まぁ、どちらにしてもしっかりした家庭の息子さんだということはたしかだ。小児外科医というくらいだから、きっとすごく優しく穏やかな青年だと思うよ」

「そんな人なら恋人のひとりやふたり、いるんじゃないのかな。きっと今頃迷惑してると思う」

　親が勝手に取りつけた見合い話。それも庶民を代表するような弁当屋の娘では、鼻で笑われて終わりではないか。

「そんな人がいたら、こんな話にはならないだろう？」

　たしかにそれは言えるが、威厳のある院長の父親から言われて断れなかった可能性もある。もしかしたら、恋人がいながら見合いをするのかもしれない。そんな男がいないとも言いきれない。

　過去の苦い経験が、千花を警戒させる。

「あ、そうだ。さっき送られてきた写真、写真……」

　そう言いながら幸助はスマートフォンを手に取り、操作を始める。そして、「おお、これだこれ」と言いながら、テーブルに身を乗り出して千花に手渡した。

　写真を見るだけなら。そう思ってその画面に目を落とす。

「……これなに？」

「そんな写真しか見つけられなかったそうだよ。直接息子さんを撮ろうとしたら、拒絶されたそうだ」

　何年も前に撮影した写真の現物をスマートフォンで撮影しなおしたような、画像の粗いものだった。しかも手ぶれのため、それが男性であること以外はわからないくらい判然としていない。

「久城さんはなかなかの美男子だから、きっと息子さんもそうだろうよ」

　なんて無責任な。見合いといえば、写真だろう。それもないまま見合いに臨むとは。

「ともかく、一度会ってみたらどうだい？」

「どんな人なのかもわからないのに？」

「だから会うんじゃないか。会ってもいないのに答えを出さなくてもいいだろう？」

　幸助の言っていることもわからなくはない。相手を知らないで一方的に受け付けないのも失礼だとは思う。

「会ってみて千花が嫌だって言うなら、それは仕方がないけれど、会わずに決めるのはどうかと思うわ。もしかしたら最良の伴侶かもしれないのに、その未来を自分から放棄しちゃうなんて」

「そうだよ、千花。父さんの顔を立てるというスタンスでいいから。母さんの言うように会ってみて嫌なら断ればいい。そこは父さんを信頼して」

　父親の面目をつぶすのは、さすがに嫌だった。それも相手は大病院の院長。見合いを断るとはなにごとかと、巨大な力を使ってわたせキッチンをつぶされては困る。

　会ってみて嫌なら断ればいい。両親からそう言われ、千花も多少は気が楽になった。

「……わかった」

「そうか！　お見合いをしてくれるか！」

　幸助の顔がぱっと華やぐ。その言葉を待っていたとばかりに、座ったまま体を弾ませた。隣の美幸も顔を綻ばせる。

「会うだけでいいんでしょう？」

「もちろん、それでいいよ」

　千花の念押しに幸助はうんうんと何度もうなずく。

「それで、お見合いはいつなの？」

「明後日の土曜日だ」

「え!?　そんなに急なの!?」

　千花は目をまん丸に見開いた。いくらなんでも早すぎやしないか。

「こういう話はスピードが肝心だからね」

　そうは言うが、人には都合というものがあるだろう。明後日では準備もままならない。なにを着ていけばいいのか。見合いにふさわしい服を持っていないから、今日これから買いに行くしかないではないか。

「着ていくものなら心配いらないわ」

　千花が頭の中であれこれ心配していると、それを察した美幸がにっこり微笑んだ。

「こんなときのために千花に訪問着を仕立ててあるの」

　なんて準備のいい母親だろう。まさか着物までそろえて、千花の結婚を待ち望んでいたとは。

（それにしても着物で行くなんて、なんだか大ごとだな）

　軽い気持ちで見合いをすればいいと言うわりには、とても気合が入っているように感じる。

「それじゃそういうことでいいかな？　さて、母さんの焼いたおいしいクッキーをいただこうか」

　幸助は満足そうにクッキーを口に運んだ。










傍若無人な俺様ドクター




　二日後の見合いは瞬く間に訪れた。

　結婚は一生しないと誓っていた千花は、見合い当日を迎えてもなお、実感が湧かずにいる。でもそれは無理のないことだろう。なにしろ数日前までは、少しも想像していなかった展開なのだから。

（まさか私がお見合いするなんて……。でも、気に入らない相手だったら断ればいいんだから、気負わずにいくしかないか）

　そもそも相手の小児外科医も、千花と同じような気持ちだろう。親に言われてしぶしぶといった具合に。

　もしかすると千花が断る以前に、あちらから〝このお話はなかったことに〟と言われる確率の方が高いのではないか。

（うん、そうに決まってる。きっとそうだよね）

　千花は庶民の代表のような小さな弁当屋の娘。彼からしてみれば、千花は身のほど知らず。〝見合いの席に足を運んだだけでもありがたく思え〟といった態度を取られても文句は言えない。

　とはいえ、この日本に経済格差があることを思い知るためだけにわざわざ見合いに臨むのかと思うと、ちょっぴりやるせない気持ちにもなった。

「ちょっ、お母さん、苦しい……！」

　美幸の手がじりじりと着物の帯を締め上げていく。

「このくらい我慢するのよ。着くずれしたら見苦しいでしょ？」

　赤あか香こう色の地に吉祥古典柄がちりばめられた訪問着は、晴れの日にふさわしい明るい色調。上品さを兼ね備えたかわいらしい着物を着るだけで、少しだけ淀んでいた気分が明るくなるから不思議だ。

　通常であれば営業しているわたせキッチンも、今日は臨時休業の文字がガラス扉に貼られている。

　自宅マンションの座敷に大きな姿見を置き、千花はどんどん変わっていく自分を不思議な感情で眺めた。

　結婚前まで美容師をしていた美幸は、いまだにヘアメイクも着付けもお手のものだ。

　肩より長い千花の髪は緩く編み込まれてアップにされ、生花をあしらったヘアピンでアクセントをつけられた。いつものナチュラルなメイクも、今日はピンクをベースにしたやわらかい印象に仕上げてもらった。

「どう？　綺麗でしょ？」

　美幸に鏡越しに言われて、千花はこくこくとうなずく。

　普段からスカートを基本にしたフェミニンなスタイルが多いが、着物は成人式以来。着飾った自分がなんとも気恥ずかしい。

　幸助にも「いやぁ、千花がこんなに綺麗な娘だったとはなぁ。魔法をかけられて、どこかのお姫様になったみたいだ」と言われ、千花はちょっと複雑な心境だ。

（いつもの私がよっぽどひどいみたい。……まぁたしかにそうだけど）

　千花は唇を軽く尖らせながらも、変身した自分に心を弾ませた。




　外資系高級ホテル『エステラ』。そこは、これまでの千花にはまったく縁のない場所といってもいいところだ。地上三十七階の瀟しょう洒しゃな建物は空に向かって伸び、ひと際存在感を放っている。さらに最上階のラウンジからの眺望は格別で、まるで都会に浮かぶ天空リゾートにいるようだと、憧れのホテルとしてメディアでもよく取り上げられている。

　そのロビーは、開放感のある高い天井、ブラウンをベースにした落ち着いた色調のモダンインテリアで、とても高級感がある。その一階にある料亭『華はなのれん』が見合いの会場だ。

　タクシーで乗りつけ、エントランスに足を踏み入れたところから、渡わた瀬せ家一行からため息が漏れ続ける。もはやため息が言語の代わりと言っても過言ではない。幸助にいたっては口をぽかんと開けてキョロキョロと視線を泳がせ、完全におのぼりさんだ。

　千花もそうしたかったが、なんとか我慢しておしとやかに足を進める。慣れない草ぞう履りで足の親指と人さし指のつけ根がすでに痛むが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

　モスグリーンの着物を着た華のれんのスタッフに奥座敷まで案内されたときには、千花の鼓動は極限まで速くなっていた。結婚まで進む確率が限りなくゼロに近いとはいえ、格式ばった見合いの席で緊張しないわけがない。

「お連れ様はお見えになっていらっしゃいます」

　スタッフのひと言が千花の胸を張りつめさせる。まるでピンと張った綱の上を歩いている感覚だ。

「千花、そんなに硬くならないで。いつもの調子でいいのよ」

「そうだぞ。いつもの千花が一番だ」

「わ、わかってるけど緊張しちゃうよ……」

　顔は引きつり、心なしか膝が震えた。

　小上がりで引き戸を開け、幸助と美幸に続いて千花も中へ入る。

「お待たせしました、久城さん」

「いえいえ、こちらもたった今来たところですよ」

　幸助が焼き鳥屋一休で知り合ったという大病院の院長が手を上げるのが、千花の視界の隅に映った。なにしろ緊張で顔を上げることもままならない。

「これはこれは、渡瀬さんから聞いている以上の娘さんだ。写真よりずっと美人さんですね」

「本当にかわいらしいお嬢さんね」

　智弘とその妻と思われる女性のやり取りに、千花は恐縮して首を小さく横に振る。心臓の音が耳の奥で大きく反響していた。

「さあさ、どうぞお座りください」

　智弘に促され、千花たちが座布団をよけて正座をする。

「このたびはもったいないお話をいただきまして、誠にありがとうございます」

　幸助の言葉に合わせて、美幸と千花は頭を下げた。

「いいえ、こちらこそ私のわがままな提案にお付き合いいただき、本当に感謝いたします。こちらが妻の美み弥や子こです」

　智弘に紹介された妻が、「美弥子でございます。本日はありがとうございます」と上品な声で挨拶をしたところで、千花はようやくおずおずと顔を上げた。

　千花から一番遠いところに座る智弘は、シルバーグレーの髪をオールバックにしたダンディな男性だ。はっきりとした目鼻立ちをしているが、涙袋がぽってりとしているためか穏やかな印象を受ける。

　真ん中に座る美弥子は、切れ長の目もとが印象的で凛とした雰囲気がある。アジアンビューティーといった感じだ。まとめた髪も艶つややかで美しい。

　ふたりとも幸助や美幸とは同年代だろう。

「千花さんは本当にお綺麗ね」

　小首をかしげて美弥子に微笑まれ、千花は「いえっ、本当にそのようなことは……」と返す。美しい笑みには、同性の千花でもドキッとさせられた。

「謙遜なさることはないわ。修しゅう矢やもこの通り、さっきから千花さんに目が釘づけですから」

　そう言われて初めて、千花は美弥子の隣に座る主役へ吸い寄せられるように視線を投げかける。が、いったん逸らし、また超特急でそれを戻した。二度見だ。

「えっ!?」

　あまりにも驚きすぎて千花から声が漏れる。口もとに手をあて、まぶたを激しく動かした。

　ピークを過ぎたわたせキッチンにたまに現れる、あの〝エリート〟だったのだ。何日か前にチラシの間違いを指摘し、千花が傘を貸したお客。その彼だった。

　目の端にとらえていたときから、この華やかなオーラを自分は知っていると感じていた。どこかで触れたことのある感覚だと。

「千花、どうかしたの？」

　隣から美幸に小声で聞かれ、「あ、ううん」とひとまず首を横に振る。

　まさか彼が自分の見合い相手だったとは。エリートサラリーマンではない。小児外科医だったとは。

　千花が動転しているにもかかわらず、目の前の彼は涼しい顔のまま。まるで今日が初対面であるかのように「久城修矢です」と名乗る。動じた様子はみじんもない。店で見る無愛想な態度そのものだった。

「ほら、千花ったら」

　口をポカンと開けて彼を見ていたことに千花が気づいたのは、美幸に脇腹を小突かれたときだった。慌てて唇を引き結ぶ。

「修矢さんに見とれちゃったのね」

　美幸に突っ込まれ、頬が熱くなった千花は咄嗟にうつむいた。

（ち、違うからっ……！）

　たしかに端正な顔立ちなのは認めるが、そうではない。店に来ていたお客、しかも愛想のない男が見合い相手だったことに驚いたせいだ。

　品よく笑う美弥子の声につられて千花が顔を上げると、そこで修矢とばっちり目が合った。そのまなざしはこちらが怯むほどに強く、真っすぐ千花に注がれている。その視線がまったく揺らがないものだから、千花の方がそそくさと逸らすしかなかった。

（せめてニコッとくらいしてくれればいいのに。子どもを相手にする小児外科医なら優しい人だろうって言ったのは誰？　もうっ、お父さんってば……！）

　心の中で憎まれ口を叩くが、千花自身も微笑む余裕はない。それどころか、修矢の射抜くようなまなざしに鼓動が飛び跳ねる。

　今日の修矢は、光沢のある素材のブルーグレーのスーツ姿。おそらくオーダーメイドの高級品なのだろう。薄いピンクのワイシャツにドット柄の入ったダークブラウンのネクタイが洗練された装いだ。いつもセンスはいいが、今日は輪をかけていた。

「とても素敵な息子さんですね」

　渡瀬家の自己紹介がひと通り終わり、美幸がしみじみと言う。

「いいえ、そんなことはないんですのよ。三十一歳にもなって、恋人のひとりもいないんですから。主人ともいつも話していたんです。そろそろ結婚してもらわなくちゃ困るって。なにしろ久城総合病院を継がなければなりませんから。一日でも早くよき伴侶を見つけて体調管理やサポートをしてもらえるようになるといいのですが」

　大病院の院長を支える妻というポジションから想像していたのは、上から目線で上品ぶる女性だったが、美弥子は決して高飛車ではない。気品こそあるが、むしろ好感の持てる女性だ。

「うちの娘もそうなんです。このままだと一生独身なんじゃないかと心配しておりましてね。久城さんからお話をいただかなければ、きっとそうなっていたでしょう」

　結婚が本決まりのような幸助の言い方には異議を申し立てたかったが、そんなことを言える余裕が千花にはない。ただでさえ緊張する見合いの場なのだから。

「立派な息子と、というわけにはまいりませんが、千花さんが結婚してくださるのであれば、こちらとしては大歓迎ですから。なにも不安に思うことはありませんよ」

　美弥子同様に、夫の智弘も千花に優しく微笑みかける。おごることなく真摯な態度で医療に従事している人柄が短時間で伝わってくるようだった。

　その後、修矢との会話はなく、千花は繊細で美しい懐石料理を少しずつ口に運ぶばかり。しかも緊張と動揺のため、味はなにもわからない。

　会話が盛り上がるふた組の両親との間には、透明の壁でも存在しているよう。なにか話そうと思っても、千花の頭の中は真っ白。ひとつも思い浮かばなかった。

「では、この後は若いふたりで」

　決まり文句で送り出され、修矢とふたりでやって来たのは美しさに定評のあるホテルの中庭だった。

　その庭は有名な空間デザイナーによって造られたそうで、和モダンをコンセプトとした緑豊かな景観だ。目にもまぶしい芝生、立ち並ぶ木々は秋に入ってもまだ青々としている。和傘に見立てられた東屋が点在し、なんとも風情があった。

　都会のど真ん中とは思えない空間が、千花の緊張を和らげていく。おかげで、草履ですれた足に痛みを感じるようになるから厄介だ。

　少し前を行く修矢のすらっとした背中を追いかけながら歩く千花は、この前のこと――雨の日に起きたアクシデントをふと思い出した。

「あの、久城さん」

　千花が声をかけると、修矢は足を止め振り返った。軽く吹いた風が、修矢の黒髪を揺らす。美しい庭園をバックに立つ姿が妙に様になっていた。

「この前、久城さんが誤字を見つけてくださったので、あの後残っているチラシを修正できて助かりました。久城さんのおかげです。ありがとうございました」

　千花は両手を前でそろえて頭を下げた。

「誤字くらいで大げさだ」

「でも助かったのは事実なので」

　少なくとも、あの後からはチラシで恥をかくことは防げたのだから。

　千花がもう一度「ありがとございました」と微笑むと、修矢はそそくさと目を逸らして気のないそぶりだった。

　再びゆっくりと歩きだした修矢の背中を追う。

（どうしよう。なにを話したらいいの？　断る前提のお見合いでふたりきりにされても困るな……）

　時間を持てあまして千花が困っていると、修矢が突然振り返った。

「今回の結婚は、進めていく方向でいいな？」

　思いもしないことをいきなり言われて面食らう。

　疑問形で問いかけているわりに、修矢の言い方には断らせるつもりがないように聞こえた。

「このお話、断らないんですか？」

　てっきりそうされるのだと考えていた。千花が断るまでもないと。

　わたせキッチンでのやり取りでも、千花に笑いかけたりしなかったのだ。つまり相手は、千花には興味がない。もっと言えば、修矢にとって嫌いなタイプなのではないか。無愛想な態度がそれを物語っていた。

　誤字事件の前にも、指先が切れていた修矢に絆ばん創そう膏こうを無理やり貼ってあげたことがあったが、そのときもにこりともしなかった。

　修矢の強い視線に見つめられ、千花は身動きができなくなる。まるで見えない糸が体中に巻きついたよう。

　そのとき不意に強い風が吹きつけ、千花が髪飾りにしていたスイートアリッサムが飛ばされて足もとに落ちた。屈んで取ろうとしたそばから、修矢が拾い上げる。

「すみません。ありがとうございます」

　手を出して受け取ろうとしたが、修矢はそれをそのまま千花の髪に戻した。いきなり修矢が接近し、嫌でも心臓のリズムが狂う。

「断るつもりはない」

「えっ……どうしてですか？」

　恋人はいないと修矢の両親は言っていたが、親に内緒にしているだけで本当はいるのではないか。無愛想なのはともかく、絶対的にモテるであろう容姿と肩書きが千花にそう思わせる。

「キミは結婚に憧れていたんだろう？」

　質問に質問で返された。

（お父さんってば、そんなことまで話しちゃったの！）

　恥ずかしかったが、修矢がそこまで聞かされているのなら、ここで隠し立てしても意味がない。

「そ、そうですね。本音を言えば、ですが。両親のような仲良し夫婦に子どもの頃から憧れがあって、昔から結婚願望がすごく強くて……」

　大好きな人と結ばれて、泣いたり笑ったり、時間をふたりで紡いでいく。そうして過ぎていった時間をときどき振り返って、あのときはこうだった、このときはこうだったと話す愛しさは、幸助と美幸から教えてもらった。

「俺は、キミが憧れるその結婚をしようと言ってる」

「でも、今日は断ってもいいから、と父に頼まれたから来ただけで。私、一生恋愛も結婚もしないって誓ったんです」

　正直に言った方がいいだろうと思い白状した。

「原因は、失恋ってところか」

「なっ……」

　射られた弓矢が的のど真ん中に命中したみたいだった。ズバリと指摘されて、千花は喉の奥をぐっと詰まらせる。

　その様子で図星だと察したか、修矢の目の奥が光ったように見えた。

「今でも忘れられない？」

「そ、そういうわけじゃ」

　元彼のことはもう好きでもなんでもない。ただ二度と傷つきたくないだけ。

「恋も結婚もしないというのは、その男に今でも貴重な時間を割いているのと同じ。キミは過去の男にとらわれたまま、無駄な時間を一生過ごしていくというのか」

「それは……」

　修矢の言葉が千花の胸に突き刺さる。

（元彼に貴重な時間を割いているのと同じ……？　自分を振った相手にいまだにとらわれているの？）

　そんな無駄がほかにあるだろうか。もしかしたらあまりにももったいないことをしてきたのではないか。

　ここ二年間、ぼんやりと霞んでいた心がスーッと晴れ渡っていく感覚だった。

「結婚に相思相愛が必要だと言うなら、これから俺を好きになればいい。俺は、キミと結婚する」

　いろんなことを飛ばして修矢がそんな宣言をするとは思いも寄らず、千花がきょとんとして目を瞬かせる。

「私、まだ返事をしていないんですが」

　結婚するともしないとも。いや、どちらかといえば断るつもりで今日は見合いに臨んだのだから。

「幸せな結婚がしたいのなら、それを俺が叶えると言ってるんだ。異論はないだろう」

　自信たっぷりに言い放った修矢は、刺すような視線を千花に向けた。

　プロポーズまがいのことを言うような目では決してない。それどころか、戦いでも挑まれているかのようだ。

「……それじゃ、私のことも好きになってくれるんですか？」

　千花がなによりも気がかりなのは、それだった。

　幸せな結婚だと、修矢はたしかに言った。それならば修矢も千花を好きでなくてはならない。結婚だけが目的ではない。その先にある未来は、同じ方向を見て歩くのが千花の理想だから。

　真偽を確かめるように見つめていると、修矢の顔が突然近づいてきた。そして――。

（えっ!?）

　息もつかせぬ速さで唇が触れ合う。

「千花、俺を好きになれ」

　間近でそう言われるなり、今度は体がふわりと浮いた。なぜか修矢が千花を抱き上げたのだ。

　キスに続けてお姫様抱っこ。一連の出来事が瞬く間で、自分の身になにが起こったのか、千花はわからなかった。まるで一陣の風に吹かれて舞い上がったよう。

「あの！」

　微かに触れただけの唇がやけに熱い。

「足、痛いんだろう？」

　まさか足のことに気づかれていたとは。

「そ、それはそうなんですけど……そうじゃなくて、今のです……！」

　足が痛いのもたしかだが、それよりも今はこっちだ。

「キスになにか問題が？」

　修矢がとぼけたように言うから、千花の眉間に皺が寄る。

「だって私たち――」

「今日からキミは俺のフィアンセだ」

　千花の言葉を遮り、修矢がきっぱりと言いきる。

「フィアンセって！」

　だからキスも問題ないとでもいうのだろうか。

　千花はもう、なにがなんだかさっぱりわからない。頭の中は糸が絡まったような状態だ。ぐちゃぐちゃすぎて、解決の糸口がどこなのか見つけられない。

「慣れない格好はするもんじゃないぞ」

「えっ……あ、はい……」

　その点については返す言葉がない。着慣れていないのは事実。着物は成人式以来だ。

　修矢はぶっきらぼうに言いながら、片方の口角だけを上げた。

「で、でも、とにかく下ろしてください！　歩けますから！」

　見合い当日にキスを済ませ、相手にお姫様抱っこされる女性は前代未聞だろう。なによりも、自分の体重が気になって仕方がない。着物を着ているぶん、いつもより重いのだから。

「お願いですから！」

　修矢に抱かれながら千花がジタバタともがくが、彼に効いている様子はない。涼しい顔をして、よろけることもなく足を進める。細身に見えるのに逞しい胸板を感じて、千花の頬がどんどん熱くなる。

「少しおとなしくしてくれないか。そうでなけりゃ、もう一度その口を塞ぐしかなくなるぞ」

「ふ、塞ぐって！」

　既成事実があるだけに、修矢ならば本当にやりかねない。さっきのキスを思い出して、千花は今にも顔から火を噴きそうだ。

　修矢はそんな反応を見て、どこかおもしろがるように少しだけ目を細めた。

　悔しかったが、これ以上騒いでは余計に目立つため、千花はおとなしくその腕に収まる。

　痛い思いをしながら歩かずに済んだ半面、ホテルの中を行き来する人たちから好奇の視線を投げかけられた。その中には女性から修矢に向けられる熱いものが交じっていて、千花の肩身を狭くする。

　修矢が人を惹きつける容姿の持ち主なのは、千花も認める。でも、それだけだ。態度は素っ気ないし、眉間に皺を寄せた仏頂面。いくら顔面偏差値が高いからといって、性格が伴わなければ宝の持ち腐れだろう。

「借りたままになっている傘を車に積んであるから家まで送る」

　そういえばそうだった。店で千花の置き傘を貸したきりになっていることを思い出した。

「でも、父と母が」

　三人一緒にタクシーで乗りつけたのだ。どこかで待っているかもしれない。

「おふたりは、うちの親父の車で送るから心配いらない」

　いつの間にそんな話になっていたのだろう。それならそうと、ひと言伝えておいてくれればいいのに。千花はひそかに口を尖らせた。

　きらびやかなロビーを抜けてエレベーターホールに着くと、ホテルのスタッフがいて、扉を開けて待ってくれる。意味ありげな笑顔に見えるのは、千花の勝手な妄想か。千花は目線だけで会釈を返した。

　地下駐車場に停められていた修矢の車は、庶民の千花でも知っている高級セダンだった。パールホワイトの車体はピカピカに磨き上げられ、格の違いを見せつけられたような気になる。

（なにこの高級車は……。ほら、やっぱり釣り合わない）

　そう思わずにはいられない。幸助の愛車は、お手頃なコンパクトカー。高級ホテルに乗りつけるにしては格好がつかないため、今日はタクシーを使っていたのだ。

　車の脇で下ろしてもらった千花は、「すみません、ありがとうございました」と素直に頭を下げ、ドアを開けてもらった助手席に乗り込んだ。と同時に、修矢が足もとに屈み込む。

　なにをするのかと見ていると、修矢は突然、千花の草履と足袋を脱がせ始めた。

「えっ！」

「見せてみろ。これでも一応医者だ」

　咄嗟に引っ込めた足は、修矢に強く掴まれた。

「……すみません」

　素足を見られる恥ずかしさに襲われながら、千花はおとなしく言われたままになる。

　修矢はダッシュボードを開けると、そこに入っていた小さなケースを取り出した。中身の様子から救急セットのようだ。ウエットティッシュで千花の足を軽く拭い、絆創膏を貼ってくれた。

「真っ赤にはなっているが、皮がむけた程度だからすぐに治るだろう」

「ありがとう……ございます」

　修矢は丁寧にも足袋と草履を千花に履かせ、それから運転席へ乗り込んだ。

　低音を響かせてエンジンがかかると、いっせいにブルーのライトが流れるようにしてフロントに灯る。なめらかに走りだした車は音も気にならない。

　すべるようなレザーの肌触り、しなやかなホールド感、心地いいスプリングの座面。その車は、どこを取っても千花が知っている車にはない感触だった。なにもかもが高級感にあふれている。

　やっぱり腕の立つ外科医は庶民と違うのだと、千花は心の中でつぶやいた。

　走りだして数分後、

「大事なことを言い忘れてた」

　信号待ちで車が止まると、修矢がゆっくりと千花の方を見る。

「結婚式は二ヶ月のうちに挙げようと考えてる」

「はい!?」

　千花がシートに預けていた背中を勢いよく起こす。これがもしも立ち話だったら、目め眩まいでも起こして倒れていたところだろう。

「なんだ、それまで待てないというのなら一ヶ月にするか」

　あまりの急展開ぶりに頭がついていけない。そもそも結婚の意思表示をしたのかさえ曖昧だ。逃れられない激流にのみ込まれたような気分とでも言えばいいのか。あっという間に流されていく。

「ち、違います！　早すぎませんか？　もう少し時間はあった方が」

　挙式の準備をするには、期間が短すぎるのではないか。

（でも、どうしてそんなに急ぐ必要があるの？　焦って話を進めているように見えるんだけど……）

「というか、本気で私たち結婚するんですか？」

「何度言えばわかってもらえる？　俺たちは結婚する。それは揺るがない決定だ」

　そうまではっきりと言われると、そうなのかと思えてくる。

　強烈な暗示にでもかけられたか。もしかしたら修矢は、催眠術師かなにかなのか。不思議なことに、千花の望む結婚ができるのなら修矢の言う通りにしてもいいかもしれないと思い始めていた。

「まどろっこしいのは嫌いなんだ。決めたら即実行に移すに限る」

　なんてすばやい決断と行動力なのだろう。もしかしたらそれは一分一秒を争い、ひとつの決断が患者の生死を左右することもある外科医だという立場も関係しているのかもしれない。

　実際、修矢の決断により、千花は見合いを断るどころか結婚まで一気に話が進んでしまった。それこそ深呼吸を一回するかしないかの時間で。

　めまぐるしい展開に、千花はまだ追いつくことができない。気持ちが動き出すよりも早くキスまでしたため、動揺の最中だ。

（私、こんなにあっさり結婚を決めて大丈夫なの？　っていうか、決めたの？　流されるのもたいがいにしないと、後で泣きを見るのは私なんだから。それに相手は、ほとんどしゃべったこともないような人、しかも超をつけても足りないほど無愛想なうえに俺様っぽいような人なんだけど……）

　目の前の信号が青になり、車が再び走りだす。

「まぁ拒否されたとしても認めないけど」

「えっ……」

　それなら聞く意味はあるのかと問いたい。が、下手に反抗して、さらなる砲撃を受けたくもない。

「それから、できるだけ早いうちに一緒に生活を始めようと思ってる」

「結婚前から!?」

「俺たちはお互いのことをよく知らない」

　それはその通り。修矢が小児外科医であること以外は知らないといってもいい。

　修矢だって、千花が弁当屋の娘だとしか知らないだろう。手痛い失恋をした、そんなどうでもいい情報は持っているが。

「だから結婚までに距離を縮めた方がいいだろう」

「でも、住む場所はどうするんですか？」

　すぐに見つけるのは大変じゃないだろうか。ただでさえ結婚式の準備が始まるだろうに。

（……って私、すでに結婚を了承したみたいになってる！）

　自分の思考回路が結婚前提になっていることに気づき、慌ててブレーキをかける。

「いえ、そうじゃなくて――」

「ひとまず俺が今住んでいるところで生活を始めよう」

　千花は、自分の言葉を遮って話を進めていく修矢を止められず、つい彼のペースに流される。

「……久城さんの部屋で？」

「完成したばかりのマンションに先月越したばかりなんだ。３ＬＤＫあれば、ふたりで生活するぶんには問題のない広さだろう」

「さ、３ＬＤＫ……」

　思わず繰り返してつぶやきながら、千花はため息を漏らした。

　さすがはエリート外科医。レベルが違う。千花が両親と暮らしているマンションですら２ＬＤＫだ。たったひとりで暮らしているのに三つも部屋があってどうするつもりだったのだろう。

「まだ荷物の整理もできていないし片づいていないが、かえってちょうどいい」

「……そう、なんですか……」

　もはや千花は、会話にすらついていけない。

　医者というのは、こんなにも行動力があるものなのか。これまでに病院の診察以外でその手の人たちと関わったことのない千花には、未知の世界といってもいい。医者だからといって、全員が全員そうというわけではないのはもちろんわかるが。

「とりあえず千花の身の回りのものを準備しておいてくれ」

「はい。……ってちょっと待ってください！」

　うなずいてから、慌てて修矢を止める。うっかり流されるところだった。

「一緒に暮らし始めるのは結婚してからでもいいと思うんですけど」

　ここでもまた結婚が本決まりのようになっているが、それはひとまず置いておこう。

　千花が反対意見を言うと、修矢はチラッとだけ横目を投げかけてよこした。それがあまりにも鋭いものだったため、千花の背筋が嫌でも伸びる。

（そんな威嚇するような顔をしなくてもいいのに……！）

「本当に小児外科医なんですか？」

　つい失礼なことを直球で言ってしまった。ハッとしても後の祭り。

「……どういう意味だ」

「ごめんなさい。……でも、そんな顔をして診察したら、子どもたちみんな泣いちゃいますよ……」

　ボソボソと言うと、修矢はなぜかクククと肩を震わせた。

（……嘘、どうして？　今のは笑うところじゃないでしょ。やっぱり頭のいい人ってわからないわ）

「やっぱおもしろいな」

「え？　……おもしろい？」

　修矢の声が小さすぎて、千花にはよく聞き取れなかった。でも、おもしろいことを言った自覚はない。

「まぁそれはいいとして、さっき俺が言ったこと、聞いてなかった？」

「さっき？　……結婚前に距離を縮めるって話ですか？」

「ああ」

　その理屈はわからなくもない。でもいろんなことがいっぺんに起きて、千花の頭がついていかない。

　見合いの話をもらったのがほんの数日前。そこからとんとん拍子に展開していき、あまりにも突然すぎる。

「納得した？」

「してはいないです」

「どのみち結婚するんだ。新生活が早めに始まるだけと考えればいい」

　なんて強引な人なのだろうか。

　千花にしてみれば、二ヶ月のうちに結婚するのなら焦る必要はないのにと思ってしまう。ただ、この修矢という男は、どうやら言いだしたら聞かないタイプのようだ。無愛想で俺様なうえ、せっかちだとは。難がありまくりの性格ではないか。

（もしかしたら、なにか重大なことを隠していたりしない？）

　つい疑心暗鬼になる。そうでなければ、そこまで結婚を急ぐ必要はないはずだ。でも、問いただしたところで修矢が白状するとは思えない。言うつもりがあるのなら、最初に結婚を急ぐ理由を教えてくれただろうから。

「それじゃ、こうしませんか？　私は、久城さんのマンションと自宅を行き来するような感じに半分半分の生活で」

　それがお互いの意見をどちらもくんだやり方ではないだろうか。とはいえ、千花の心は結婚に向けてまっしぐらというわけではないが。

「いいだろう」

　修矢はしばらく考えてから首を縦に振った。

「それから、俺のことは修矢でいい」

「そう言われても……」

　会ってすぐにファーストネームで呼ぶのは、かなりハードルが高い。

「結婚すればキミも同じ名字になるだろ」

「それはそうですけど」

「俺は、自分の子どもにも名前で呼んでもらうつもりだ」

　結婚の次は子どもと、驚くほど速いスピードで話が進み、千花は戸惑うばかり。ずいぶんと気が早い。しかも、子どもにまで名前で呼ばせるとは。

「もう一度確認したいんですけど、相思相愛の結婚を目指すんですよね？」

　千花にとっては、それがなによりも気になる点だ。

　修矢は低く「ああ」と答えた。

「俺のことを好きになればいい」

「そんな簡単に言わないでください」

　千花は唇をわずかに尖らせながら、シートにトンと背中を預けた。

　さっきから修矢はそればかりだが、そう言われて〝はいそうですか〟と好きになる人がどこにいるのだろう。

「難しいことじゃない」

「それなら、せめてもう少し優しくしていただけませんか？」

　好きになってもらいたいのなら、修矢の態度は逆効果だろう。無愛想で横暴。自己中心的。どれを取っても女性に好かれる要素はない。いいところをあげるならば容姿だけ。

「俺が優しくないって？」

　なんと、自覚はないようだ。修矢は信じられないといった様子で千花を見た。

「……優しいですか？」

　直球で聞き返す自分もどうかと思うが。

「よし、わかった。できる限りそうしよう」

　修矢はしばらく不快そうに眉をひそめた後、そう言ってうなずいた。




　千花が両親と暮らしているマンションの前に車を停めた修矢は、なぜか運転席から降り立った。

　いったいなにをするのだろう。千花が目で追っていると、回り込んできた修矢が助手席のドアを開けた。しかも手まで差し出している。

（これって……エスコート？）

　ドキッとさせられながら、優しく手を引かれて降り立つ。ほんの数秒だけ触れ合った手はすぐに離れた。

　修矢がそんな気の利いたことをするとは思わず、また、自分がそんな扱いをされるとも思わず、千花は激しく動揺する。

「……いきなりどうしたんですか？」

　千花が聞きたくなるのも当然だろう。

「優しくしなきゃ好きにならないと言ったのはキミじゃなかったか」

　そうは言っていない。せめてもう少し優しくとお願いしたのだ。

　修矢は後部座席のドアを開け、赤い傘と紙袋を取り出した。千花が貸していた傘と、洗濯したタオルだろう。

「長い間悪かったな」

　そう言って修矢が差し出す。

「あ、いえ」

　千花は両手を出してそれらを受け取った。

「式場はどこがいいかも考えておいてくれ。あまり時間がないから、明日の夜八時までに」

「ちょっと待ってください。明日の夜ですか!?」

「二十四時間以上あるんだ、十分だろう。結婚に憧れていたのなら、漠然とでも考えていたところはないか？」

「そんな……」

　無理難題を突きつけられ、千花はおろおろとするばかり。

（二十四時間で大事な結婚式の場所を決めるだなんて……！）

　いくらなんでも時間がなさすぎる。どうしてそんなに焦って結婚しようとするのか。俺様というマイナスポイントはあるにせよ、容姿端麗でスペックもいい彼ならモテるはず。それなのにここまで結婚を急かすのは、やはりなにか重大な欠点があるのではないか。

（なんだろう、気になる……。私、また騙されたりしていないよね……？）

　過去の経験から、どうしたって勘繰る。

　とはいえ、いくら反対意見を言おうが、ことごとく覆されることは目に見えている。今日の短時間で、修矢がいかに俺様な男かわかったから。

「明日の夜、電話するよ」

　修矢はそう言うと、千花の唇にやわらかなキスを落とした。羽毛でふわりとなでられたようだった。

　さっきと同じくらいの早業が千花の動きを封じ込める。千花はその場で棒立ち状態になった。

「五回」

「……はい？」

「五回キスするまでに俺を好きにさせるから。じゃ」

　修矢は唇の端に魅惑的な笑みを浮かべたかと思えばさっそうと車に乗り込み、あっという間に走り去っていった。

「なにそれ……」

　無愛想で俺様な態度をしておいて五回のキスで好きにさせるとは、どれだけ自信があるのだろう。

「……あ、肝心なことを聞きそびれちゃった」

　遠くなったテールランプを見ながら独り言ごちる。

「修矢さんは、私を好きになるつもりはあるのかな」

　自分のことは好きにさせると言っておきながら、修矢自身はどうなのか。千花にとってはそこも大事なポイント。

　千花はキスされた唇を指先でなぞり、慣れない草履の音を鳴らしながらエントランスへ入った。

　千花が玄関のドアを開けて中に入ると、待っていましたといった様子で幸助と美幸がやって来る。ふたりもまだ帰ったばかりなのか、スーツにワンピースとドレッシーな姿のままだ。

「修矢さんはどうだった？　父さんの予想した通りのいい青年だっただろう？」

「素敵な方だったわよね」

　廊下を歩く千花の両脇から、ふたりがウキウキした顔を覗のぞかせる。興味津々といった感じだ。

「……うん、まぁ」

　ぶっきらぼうで俺様な態度を思い出した千花が曖昧に答える。いきなりキスをする男がいい青年かどうかについては疑問が残る。

「それで？　どうするの？　お断りしないでしょ？」

　千花はリビングのソファに大きく息をつきながら腰を下ろした。その両隣を固めるようにして幸助と美幸も座る。ふたりからいっせいに視線を浴びて、居心地がとても悪い。

「お断りはしない……と思う」

　自分の両親なのだから、嫌だったら正直に断ると言えるはずだが、どういうわけか千花は結婚の意思表示をした。それは千花自身にもとても不思議なことで、自分で自分がわからなくなる。

　千花の答えを待っていた幸助と美幸からは、同時にホッとしたようなため息が漏れた。嫌なら断ればいい。見合いは気楽な気持ちで。そう言っていたふたりだったが、結婚を進める前提で考えていたのかもしれない。

「修矢さん、二ヶ月以内に式を挙げたいって」

　これには、さすがのふたりも驚いたようで、「え!?　二ヶ月のうちに!?」と目を丸くした。

　この話にノリノリだった幸助と美幸でさえ、この驚きようなのだ。千花がひっくり返りそうになったのも無理はない。

「ぜひにって言われて」

　こうして口に出して話してみても、自分のことではなく友達のことでも話している感覚。いまだに信じられない思いでいっぱいだ。

「それから、すぐにでも一緒に暮らしたいって」

「……え？　すぐに？」

　ふたりが同時に目を瞬かせる。ここで幸助と美幸が反対すれば、婚前同居は取りやめてもらおう。半ばそれを期待して言ったのだが……。

「そうかそうか！　そんな話にまで」

「お見合いしたてだものね。お互いを知るには、その方がいいかもしれないわ。どのみち結婚すれば一緒に暮らし始めるわけだし」

　なんと修矢と同じ意見を言われてしまった。幸助も美幸も、これ以上ないほどにうれしそうにする。

　結婚もあっさり。婚前同居もあっさり。千花は拍子抜けだった。いくらなんでも早すぎると、少しは引き留めてもよさそうなものだ。それほどまでに娘の結婚を望んでいたのか。

「修矢さん、千花のことが相当気に入ったのね」

「そうなんだなぁ」

「張りきって千花に着付けしてよかったわ」

　美幸は手を胸の前で組んで目を輝かせ、幸助は腕組みで満足げにうなずく。

（私を気に入ったようには見えなかったんだけどな……）

　もしもそうならば、もっと愛想よく接してくれるだろう。

　とそこで、キスとお姫様抱っこを思い出して、千花は頬がカーッと熱くなった。

「ねぇ、あなた、ぐずぐずしている時間はないわ」

「ああ、そうだな。招待客のことも考えねばならんし」

　ふたりは楽しそうに誰を呼ぶ、彼を呼ぶという談義に入ってしまった。

（私は早いところ、この苦しい着物を脱ごう）

　千花は盛り上がるふたりをリビングに残し、自室へ向かった。




　着物を衣紋掛けにかけ、千花はようやく部屋着に着替えてベッドに腰を下ろした。足袋を脱いだ素足には、修矢が丁寧に手あてをしてくれた絆創膏が貼られている。

（愛想はないし俺様だけど、もしかしたら優しいところもちょっとはある？）

　結婚相手に少しでもよさを見い出そうという気持ちが働くのか、些細なことを大げさに考えてみた。

　体が楽になり落ち着いたところで、さっき修矢から手渡された紙袋が目に入る。ベッドから手を伸ばしてそれを引き寄せ、中も確認せず手を入れると、タオルとは違うものが手に触れた。

「え、なに？」

　千花は慌てて手を引っ込め、中を覗き込んでみた。

「嘘、お花……？」

　それは、片手で楽に持てるくらいの小さな花束だった。タオルと傘を貸したお礼のつもりなのか。

「意外と気が利く……？」

　無愛想で俺様な態度とのギャップに、千花はなんだかおかしくなってふふっと笑った。やることと態度が合っていない。

　紙袋からタオルを取り出してみれば、ふわりと柔軟剤のいい香りが舞った。

「私、本当に結婚するんだ……」

　ポツリと口にしてハッとする。

（そうだ。のんびりしている場合じゃない。式場を探さなくちゃならないんだよね）

　その前に、東とう子こに電話をしようと、千花はスマートフォンの連絡先を開いた。

　須す藤どう東子は千花の高校時代からの親友である。高校の三年間を同じクラスで過ごし、文化祭も体育祭も修学旅行も、なにをやるにも彼女と一緒だった。

　明るく活発でクラスの中心的な人物。黙っていても人が集まるタイプの東子は、千花の頼れる親友だ。ショートカットのヘアスタイルは、出会った当時からずっと変わらない。

　千花が結婚することになったと報告すると、東子は耳からスマートフォンを遠ざけたくなるほどの大きな声で『ええーっ!?』と叫んだ。普段から大きな声ではきはきとしゃべる東子だが、限界を振りきったかと思うほどで、喉は大丈夫かと心配になる。

『お見合いの話も今聞いたばかりなのに、二ヶ月後には結婚!?』

「二ヶ月後じゃなくて、二ヶ月以内なの」

　細かいことだが訂正を入れる。なんせ二ヶ月と期間が短い。〝後〟と〝以内〟では全然違うのだ。

『どうしていきなり？　もう恋も結婚もしない！って、ずっと言っていたじゃない』

　一生東子と生きていくの！なんて言っていた時期もあったと千花は思い出した。東子にしてみればはた迷惑な話だっただろう。

「そうなんだけどね……。親にもそろそろいいんじゃないかって。お相手にも、『その男に今でも貴重な時間を割いているのと同じ』って言われてドキッとして」

『相手にも失恋した話をしたの？』

「詳しくはしてないけど、なりゆきで」

『で、なりゆきで結婚するんだ』

　それでいいのか？と、東子の口調は言っていた。

　千花は、自分の心にもう一度問いかけてみる。本当にあの人と結婚していいのか。一生添い遂げる覚悟はあるのか。

　けれど、出てきた答えは曖昧。してみなくちゃわからないという、破れかぶれともいえるものだった。

『どんな人なの？』

「久城総合病院の小児外科医」

　千花がそう答えた途端、東子はそれまでの懐疑的な口調を百八十度転換させた。

『その人と結婚するのよ。絶対に』

　力強く言われ、千花はベッドの上で思わずずっこける。

　そういえばそうだった。東子はハイスペック男子にとても弱い。

　そういった男性と知り合う機会を増やすため、東子は猛勉強の末に一流と呼ばれる大学に進み、さらには日本でも名高い総合商社への就職を勝ち取った。東子いわく、身を置く環境がなによりも大切だそうだ。中小企業勤めでは、一流の男と出会う機会が格段に減るという。

　千花のように実家の弁当屋で働いていては、それこそお目にかかるのは一生無理だと思われていた。

　ところが商社の営業職に就いた東子は、同期の男性顔負けの働きぶり。めきめきと頭角を現し、ハイスペック男性たちがひれ伏すほどの様相を見せ始めているらしい。

　東子に言わせれば、〝思っていたのと違う！〟だそうだ。

『なるほどね。親の交友関係も重要ってわけね』

　父親がもたらした出会いだと聞いた東子は、手帳にメモで残しているのでは？と思うほど真剣に、千花の話に聞き入った。

「それでね、明日の夜までに結婚式を挙げたい会場を決めておいてって、彼が言うの」

『明日の夜までに？　ずいぶんとせっかちね』

　東子の言葉を受けて、千花が「やっぱりそうだよね？」と便乗する。やっとまともな意見を聞ける相手と話せた。

『まぁ、二ヶ月のうちに結婚するとなれば仕方ないかもしれないけど』

「あまりにもめまぐるしくて」

『でも、決断力のある男は嫌いじゃないわ。ぐずぐずしているよりよっぽどいい。決めたら即行動。それはビジネスの世界も同じ』

　もしかしたら、自分よりも東子の方が修矢の花嫁にはぴったりなのではないか。千花はふとそんなことを思った。

　決断力がある者同士、話がすんなりと進みそうである。

「私、彼を好きになれるかな。彼は私を好きになってくれるのかな……」

　相思相愛になる確信をもてず、不安を漏らす。

　修矢は弁当屋のお客として来ていたため顔見知りとはいえ、素性を知ってからはたったの一日。初対面といってもいい間柄なのだ。気持ちよりも先に結婚が決定事項となり、幸せな未来を想像できない。

『結婚すると決めたのなら、迷ったって仕方がないでしょう？　思いきって結婚してみなさい』

　力強い東子の言葉が千花を後押しする。それはほかでもなく、ハイスペックとの結婚を逃すなという東子の思いも含まれているが。

（……そうだよね。結婚を決めたのは、私だもんね）

　激しい流れにさらわれたような感じは否めないが、自分の決断には責任をもちたい。きちんと自分の意思を込めたい思いも千花にはあった。

『それで千花は、どんなところで式を挙げたいの？　昔から結婚願望が強かったんだから、なにかしらあるでしょう？』

　そう言われて、幼い頃からあれこれと夢見てきたことを思い浮かべる。

　どちらかといえば洋装よりも和装に強い憧れがあった。それはたぶん、千花の両親の結婚式が和装だったせいもあるだろう。その写真は今でもリビングに何枚か飾られている。

　厳かな神社で粛々と挙げられる式。ウエディングドレスより白しろ無む垢くを着てみたいと思っていた。

「神前がいい」

『へぇ、ちょっと意外ね。千花だったら、かわいらしいウエディングドレスが着たい！って言うのかと思ってた。綺麗系で攻めたいってわけね』

　そういうわけでもないのだが。

『でもわかった。仕事のつながりでウエディングプランナーがひとりいるから、いくつか候補をあげてもらう。明日の夕方までに千花にリストを送るわ』

　やはり頼るべきは東子。やることが本当に早い。

　頼もしいことを言ってくれた東子との電話を切り、千花は修矢にもらった小さな花束をフラワーポットに生けた。










息をつく間もない恋の始まり




　翌日の日曜日の午後。千花がちょうど昼休憩を取っている最中に、東子からＳＮＳのメッセージが届いた。

　内容は昨夜話していた結婚式場のこと。知り合いのプランナーに教えてもらうと言っていた会場が五つ、ＵＲＬ付きで書かれていた。

　さすがは東子。仕事が早い。

『どうもありがとう』と東子に返信して、早速目を通していく。

　それらはどれも都内近郊にある神社で、近くのホテルなどでの披露宴とセットにして式を挙げることが可能なものだった。ＵＲＬをたどって神社の案内を見てみると、どれも甲乙つけがたいほど素敵だ。

　結婚自体に不安を残してはいるが、式そのものに関しては憧れが先行してつい浮かれる。

（どこがいいかな。迷っちゃう……）

　その場所に白無垢姿で立つ自分を想像して、千花は心が弾んだ。

　悩みに悩んだ末、改めてメッセージを読み返して、千花はプランナーおすすめの神社が書かれていることに気づく。

　都心の一等地にある『友とも坂さか神社』。プランナー自身も神前で挙げるなら、そこがいいと思っているとのこと。結婚式のプロフェッショナルが言うのだから、きっと最高の会場なのだろう。

　千花は休憩時間が終わるぎりぎりのタイミングで、その神社で挙げることを決断したのだった。




　わたせキッチンの閉店は午後八時。千花がその時間まで店に残っていることはあまりなく、幸助に閉店作業を任せて、たいてい七時半には美幸と帰宅して自宅のキッチンに立つ。

　今夜は千花特製のキーマカレー。クミンやコリアンダーなど四種のスパイスを使っただけで手軽にキーマカレーができあがる。下ごしらえは朝のうちにしてあったので、材料を炒め煮するだけだ。

　別のフライパンで炒めたひき肉を投入し、仕上げにかかっているときだった。インターフォンに呼ばれて千花が玄関へ向かう。

「はーい」

　モニターの確認もせずにドアを開けた千花は、その場で固まった。

「……え、どうしたんですか？」

　驚くのも無理はない。修矢がそこに立っていたのだ。

　目を瞬かせて修矢を見る。

「連絡先を聞きそびれた」

「あっ……」

　言われてみればそうだった。お互いに連絡先の交換をしていない。

　修矢は決まりが悪そうに鼻の下をこするが、『連絡するよ』という言葉になんの疑問ももたずにうなずいたのは千花も同じ。

「でも、キミのご両親にきちんと報告していなかったから、いい機会だ」

「……報告？」

「俺たちが結婚すること」

　たしかにそれはそう。でも、互いの両親が持ってきた結婚話なのだから、今さら報告？という思いも千花にはあった。

　修矢は意外にも真面目な性質なのかもしれない。

「もっと早い時間に来られたらよかったが、緊急のオペが入って」

「そうだったんですね」

　今日は日曜日で病院は休診だが、緊急であれば関係ない。オペだと聞いて、修矢の顔に疲れが滲んでいることに気づいた。

「大丈夫ですか？　疲れているならよかったのに」

「いや、こういうことは引き延ばすものじゃないから」

　思い立ったら即行動。修矢らしいといえばそうだ。

「うちはこの時間でも大丈夫です。お店の閉店が八時ですから」

「そうだったな」

「千花？　どちらさまー？」

　なかなか戻らない千花の様子を見にきた美幸は、そこに修矢が立っていることに気づいて「あら！」と声のトーンを上げる。

「夜分に申し訳ありません。こんな時間に失礼だとは承知しておりますが、千花さんとの結婚を進めるにあたり、ご報告がまだだったので伺いました」

「まぁ、ご丁寧にすみません。さぁ、どうぞ上がってください」

　深々と頭を下げる修矢にしきりに恐縮しながら、美幸は玄関フロアにスリッパをそろえた。

「お邪魔します」

「主人も間もなく帰ってきますから」

　パタパタとスリッパの音を響かせて、美幸が修矢をリビングへ通す。キッチンと続きの間になっているため、ほぼ完成したキーマカレーのスパイスの香りが漂っていた。

「お客様かい？」

　キッチンで千花がコーヒーの準備をしているうちに幸助が帰宅した。ソファに座っているのが修矢だと気づき、ハッとして直立不動になる。

　立ち上がった修矢が「夜分遅くに恐れ入ります」と頭を下げると、幸助も「これはこれは！」と挨拶にならない言葉で腰を九十度に折り曲げた。

　突然の来客が修矢だと知って驚いただろう。

　四人分のコーヒーをテーブルに運び、千花は幸助と美幸の前に修矢と並んで腰を下ろした。ふたりの間に人ひとり分のスペースが不自然に空くのは仕方のないこと。客と店員という立場以外で会うのは、これで二度目なのだから。

「急で大変申し訳ありませんが、千花さんとの結婚を進めさせていただきたいと思っております」

　無愛想でぶっきらぼうな修矢の唇から、なめらかに言葉が出てくる。

（そんなふうにしゃべれるんだ）

　千花はつい横目で修矢を見る。玄関先で美幸に対してもそうだったが、千花の前とでは、まるで態度が違う。笑顔こそないものの、口調がやわらかい。

「こちらはもう大歓迎ですよ。二ヶ月のうちに式を挙げたいと伺ったものですから、昨夜から家内とふたりで誰を招待しようかと話し合っておりましてね」

　昨夜はずいぶん遅い時間まで盛り上がっていたようで、千花が眠りにつく頃になってもふたりの話し声が聞こえていた。

「千花さんからお聞きになっているかもしれませんが、すぐにふたりで生活を始めたいとも考えています」

「ええ、伺っております」

「知り合ったばかりですものね。早く打ち解けるにはその方がいいと、主人とも昨夜話しておりました」

　千花を置き去りに、三人でどんどん話が進んでいく。自分のことなのに、いまだに実感がなかった。

（私、本当にこの人と結婚、するんだよね……？）

　昨夜、東子と電話で話しているときには決断した自分を信じることにしたはずなのに、修矢を前にした途端、不安が舞い戻ってきた。

　隣に座る修矢をこっそりと盗み見る。その横顔を見てみても、ふたりの未来は白いもやの中に霞んでいた。

「急がせることになり申し訳ありません」

　修矢が腰を軽く折り、頭を下げる。

「いえいえ、千花には早く幸せになってもらいたいですから」

　幸助と美幸は「ね？」と顔を見合わせてから、そろって千花を優しい目で見た。

　失恋してからの二年間、両親をどれほど心配させてきたのだろうかと、改めて思いを巡らせる。

　大学まで出させてもらって就職した食品メーカーをわずか二年足らずで退職。信じていた友人に恋人を奪われ、しばらく部屋からも出られない状態だった。

　結婚はおろか、恋もしない。暗い顔で何度も繰り返す千花にふたりはなにも言わず、ただ黙って優しく見守り続けてくれてきたのだ。

　千花が結婚を決めたときのふたりは、本当に久しぶりに見た満面の笑みだった。そんな顔を見ていると、見合いをしてよかったと思えてくる。ふたりのために結婚するわけではないが、修矢への恋心が育っていない今の千花には、結婚を進める理由のひとつと言ってもいいだろう。

　幸助と美幸への挨拶が済み、コーヒーを飲み干した修矢が切りだす。

「少しの間、千花さんとお話しさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「ええ、もちろんです。お父さん、先にお風呂に入っちゃいましょ」

「ああ、そうだな」

　夕食は少しお預け。幸助は美幸に腕を引っ張られて立ち、「ごゆっくりどうぞ」とリビングからそろって出ていった。

　ふたりきりになったリビングで、修矢が大きく息を吐き出す。

　クールで何事にも動じないように見える彼でも、こういう場面は緊張するものらしい。肩から脱力するような感じだった。

「昨日は、お花をありがとうございました」

　まずは、そのお礼をと千花が軽く頭を下げる。

　返してもらったタオルと一緒に紙袋に入っていた、小さな花束。修矢がそんな気遣いをする人だとは思わなかったため、千花は意外性に驚かされた。

「いや、べつに」

　修矢は、鼻の下をこすりながら千花から目を逸らす。仏頂面で花を選んでいるところを想像して、千花はついにやけた。

「それで、会場の目星は？」

　口調がいつもの修矢にいきなり戻る。無愛想モード全開だ。

　よくそんな簡単に切り替えができるものだと、逆に感心する。

「疲れているみたいですけど大丈夫ですか？」

「ああ」

　そう言いながら、修矢が眉間を揉むように指先でつまむ。

（やっぱり疲れているみたい。希望を伝えて早く帰してあげよう）

　千花は膝の上に軽く手をそろえた。

「式は、神前にしようかなと思っています」

「神前？」

　意外に思ったのか、修矢は目をほんの少しだけ丸くして聞き返した。東子のように、チャペルを予想していたのかもしれない。

「はい。白無垢を着て神前で挙げたいです。場所は友坂神社がいいかなって。近くのホテルで披露宴もできるそうなので問題はないかと思います。それから、友人の知り合いにプランナーがいるので、その方に相談に乗ってもらうようにしたいと思っていますが、どうでしょうか？」

　なるべく早く帰してあげたい思いから、早口でそこまで一気に言う。とりあえず、式に関する希望は伝えられた。

「わかった。そうしよう」

「……えっ？」

　あっさり決まり気が抜ける。なにか聞きたいこととか、確認したいことはないのか。仮にも自分の結婚式だというのに。

　否定されたわけではないけれど、反応の薄さに肩すかしを食らった感覚だ。

「いいんですか？」

「いいも悪いもない。千花の希望通りにする」

「でも、どんなところか気にならないんですか？」

　千花はネットで検索した友坂神社のウエディング事例を見せる気満々でいたのだ。仮にも新郎なのだから、千花ひとりではなく、修矢にもきちんと見てもらいたい。

「たとえばですね、ちょっとこれを見てください」

　近くに置いていたスマートフォンを手に取り、ブックマークしたページを開く。千花はお尻をずらして、ひとり分空いていた修矢との距離を縮めた。

「この参進の儀というのが、とっても素敵なんです」

　友坂神社の美しい境けい内だいをゆっくりと進む花嫁行列。斎さい主しゅや巫み女こに先導されている写真は、なんとも神聖で荘厳だ。灯とう篭ろうが灯る幻想的な夕刻の式も捨てがたいが、十一月なら澄み渡る青空の下というのも素敵だろう。

「披露宴は神社の近くにある、このホテルはどうでしょうか。車で五分と移動にも便利ですし、お料理の評判もとてもいいんです。それから……」

　そこまで話したところで顔を上げた千花は、修矢があまりにも近くにいることに気づきドキッとさせられた。一緒にスマートフォンを覗き込んでいたのだから、近くて当然だ。

「それから？」

　なにを言おうとしたのか、千花は一瞬のうちに忘れてしまった。

「あ、えっと……」

　ごまかしながら、そろりそろりとお尻を横に移動させる。盗み見た修矢の目にわずかに笑みが滲んだような気がして、決まりが悪い。

　きっと、なにを焦っているんだよとでも思われたのだろう。

「以上です。それだけです。すみません、長々と」

　そう言いながらスマートフォンをソファに置く。早く帰してあげようと思ったくせに、自分から引き延ばしたことにも気づいて焦る。

「わかった。それじゃ、そのプランナーに約束を取りつけてくれ」

「え？」

「できれば明日」

「あ、明日ですか!?」

　いくらなんでもそれは無理ではないだろうか。まだ直接やり取りすらしていない。

「式までに時間がない」

「それはそうなんですけど……。いっそのこと二ヶ月以内と決めないで、準備ができ次第とか、式場の空きがあれば、とかにしてはどうですか？」

　千花の提案に修矢がピクリと眉を動かす。どうやら、それでは納得できないらしい。不満そうな空気が即座に漂ってきた。

「……あの、ひとつ聞いてもいいですか？」

　修矢は目だけで〝どうぞ〟と答える。

「どうしてそんなに急ぐんですか？」

　修矢が片方の眉だけを起用につり上げる。

　そんなことをまた聞くのかと、顔の筋肉だけで反撃された。

「決めたら即実行、まどろっこしいのは嫌い、なんですよね。でも……」

　結婚を急ぐ理由がほかにあるのではないか。いくらなんでも性急すぎる。

「俺が千花と早く結婚したい。それで十分じゃないか」

　最初から用意されていたかのように、いっさい迷いのない言葉だった。

　単刀直入に言われて千花は反論ができなくなる。ただ、それが本心だとはとても思えなかった。なにしろ出会って今日で二日目。たったそれだけで千花と早く結婚したいと思うだろうか。

　千花の質問は新たな疑問を生むことになり、ますます迷宮に入り込む。でも、もう一度尋ねたところで、納得できる理由が聞けるとも思えなかった。

「もしも明日は無理だとプランナーさんに言われたら？」

「そのときは最速の日時で。明日が大丈夫なら、予約の患者が午後二時で終わりだから、その後なら何時でもかまわない。千花は店を抜けられそうか？」

「たぶん大丈夫だと思いますけど……」

　夕方の時間は少し心配ではあるけれど、昼のピークが過ぎれば平気だろう。そう答えて、修矢を見送った。

　帰り際に美幸が「夕飯がまだだったら、ぜひご一緒に」と誘ってみたが、修矢から丁寧に断られてしまった。

　代わりに保存容器にキーマカレーを詰めて持ち帰ってもらったが、なにしろ生活レベルが違うと思われる医者の家庭。千花は修矢の口に合うか不安で仕方がなかった。

　修矢が帰った後の食卓は、修矢や結婚の話題で持ちきり。やっぱり素敵だ、いい青年だ、から始まり、〝お父様〟〝お母様〟と呼ばれる近い将来を妄想したかと思えば、今度は孫の誕生にまで飛躍する。

　千花にはまったく想像もつかなくて、苦笑いをするしかなかった。




　翌日の月曜日、午後三時。千花はわたせキッチンに迎えにきた修矢の車に乗り込んだ。昨日の今日だというのに、幸運にもプランナーの予約が取れたのだ。

　東子たってのお願いということで、なんとか時間をつくってもらうことに成功。一時間という短いものだが修矢の希望通りになり、千花は気持ちが軽くなっていた。

　ちなみに今日から早速、修矢のマンションと自宅との半々の生活が始まるため、車のトランクには千花の大きなキャリーバッグが積まれている。

「料理、得意なんだな」

　唐突に修矢が話を振る。

「得意というか好きって言った方がいい感じです」

　子どもの頃から弁当屋の仕事を手伝うことも多く、料理には自然と慣れ親しんできた。親に『おいしい』と言われることがうれしくて作っていた部分もある。

「キーマカレー、うまかったよ」

「ほんとですか？　よかった」

　思わぬ感想を修矢からもらい、千花は胸をなで下ろす。背負っていた重い荷物を一気に下ろした気分だ。いい反応をもらえなかったら、料理教室にでも通わなければならないところだった。

「ありがとうございます。修矢さんはお母様のおいしい手料理を食べてきたでしょうから、お口に合うか心配だったんです」

「母親の手料理はめったに食べることはなかった」

　想像もしていなかったことを言われ、一瞬返事に困る。

「……そうなんですか」

　見合いの席で会った美弥子は、息子の体を心配するごく普通の優しい母親に見えたが……。料理は苦手だったのだろうか。

「大学教授だから忙しくて、家事は家政婦任せだ」

「大学教授？」

　思わず嚙みしめるようにリピートする。

　父親は神の手を呼ばれる心臓血管外科医で、母親は大学教授。おまけに兄は会社を経営している社長。千花のような一般家庭から見たら、雲の上の存在といえる家族だ。次元が違いすぎる。

「すごいですね」

　そんな感想しか出てこない。

「べつにすごかない」

「そういう家庭に育っているから、そのすごさがわからないんですよ。映画やドラマにでも出てきそう。そんな家族が本当に存在するんですね」

　千花が驚きながら感心していると、どこか憮然とした修矢の横顔が目に入った。

「……なにか怒ってますか？」

　横顔からでも眉間に皺が寄っているのがわかる。

「べつに怒ってない」

「あ、そうか」

　千花はすぐにピンときた。その顔は修矢のスタンダード。怒っているわけではなく、そんな顔の持ち主なのだ。

「なにが『あ、そうか』なんだ」

「あ、いえ、なんでもないです。こっちの話で……」

　さすがにそんなことを修矢に直接言えるわけがない。千花はそこで口を閉じ、おとなしく助手席に体を預けた。




　東子の紹介で訪れたブライダルプロデュース会社『シュプリームウエディング』は、港区の青山通りにある。最先端のトレンドがそろうニューヨークのハイエンドなデパートをイメージした店内は、大きな窓から光が差し込み、明るく開放的だ。

　プランナーの杉すぎ野の美み咲さきは、ブラックスーツに身を包み、長い髪をきっちりとお団子にまとめた清潔感漂う女性だった。一重まぶたがキリリとした印象的な美人だ。

　挨拶代わりに、共通の話題である東子の話でしばし盛り上がり、時間がないため早速式の話を進めることになった。

「えっ、この二ヶ月のうちに挙式を？」

　あたり前の反応だが、美咲が目を大きく見開く。

「ぜひそうしたいんです」

　修矢が強く言うと、美咲は千花へ目を向け、そこからツツツと視線が下りていく。

　そこで千花は息をのんだ。

「あっ、いえ、そういうことではないんです」

　お腹に手をあて、慌てて首を横に振る。美咲は、千花がおめでただと勘違いしたようだ。妊娠したため、なるべくお腹が目立たないうちに挙式をしたいと。

「あ、そうなんですね。そういったカップルの方もこちらにはたまにいらっしゃるので、そうなのかと思ってしまって。失礼いたしました」

　千花の頬がわけもなく熱くなる。

　妊娠どころか、軽いキス止まり。しかも見合いをしてからたったの三日。そう言ったら、美咲はどんな反応をするだろうか。

　そんなことを考えて、千花はなんとなく肩身が狭い思いがした。

　昨日、美咲がリストアップしてくれた中から希望を伝えると、そこは一年前から予約をしないと手配できない人気の神社だったらしい。東子から挙式の時期を聞かされていなかった美咲は、まさかそんなに急いで式を挙げるとは思ってもみなかったのだろう。

（予約が取れないのなら、あきらめてほかの場所にするしかないか……。残念だけどしょうがないよね）

　結婚式に関する修矢のただひとつの希望が二ヶ月以内だというのだから、千花が我慢する以外にないだろう。

「念のため友坂神社に確認してみましょう」

　残念そうに肩を落とす千花を気の毒に思ったか、美咲が問い合わせようと提案する。

「ですが、人気ならきっとダメですよね……」

「いや、確認してもらおう。聞いてみなければわからない」

　無理だと決めつける千花を修矢が諫める。

「すみません、私がリストに入れたばかりに。ちょっと聞いてみましょう。もしかしたらということもあります」

　美咲はすぐにスマートフォンをタップして、友坂神社に確認をし始めた。保留にされているのか、美咲は〝ちょっと待ってくださいね〟と、修矢と千花ににこやかに目で合図を送る。

　そこが無理ならば、ほかにいくつか候補としてあげてもらった神社でもいいかもしれない。千花は早くも、別の式場のことを考え始めていた。どこもそれほど大差はなく、友坂神社は千花のインスピレーションが反応しただけのことだから。

　答えを待っている間にバッグからスマートフォンを取り出し、美咲があげてくれたほかの神社をチェックし始める。

（……ここもいいんじゃないかな。庭に池はないみたいだけど、木々に囲まれた参道が神秘的）

「修矢さん、ここも」

　千花がスマートフォンを修矢に見せようとしたときだった。

「久城様、渡瀬様、一日だけ空きがあるそうです」

　耳からスマートフォンを離した美咲の顔がパッと華やぐ。声もワントーン上がった。

「本当ですか!?」

　修矢と顔を合わせた千花も表情を輝かせる。

　美咲によると、一組のキャンセルが今朝入ったところだという。奇跡的に十一月十日の日曜日に空きができたと。

　早速ふたりはその日に予約を入れてもらい、なんとか希望を叶えられたのだった。




「ちょっと寄りたいところがある」

　そう言う修矢に連れてこられたのは『エンジェル・ウィンストン』。女性なら誰でも憧れる世界的にも人気のジュエリーショップだった。

　きらびやかな店は入るのもためらうくらい格式高く高級感にあふれ、千花ひとりでは店の前ですら足早に通り過ぎたくなる。

　女性スタッフはみな一様に堂々として美しく、「いらっしゃいませ」と言われても目を合わせられない。修矢と一緒でなければ、千花はお客として扱ってももらえないだろう。

　今日の千花はボウタイのブラウスにＡラインのスカートというオフィスカジュアル的なスタイル。ここへ来ることがわかっていれば、せめて綺麗系のワンピースを着てきたのにと残念でならない。

「あの、念のために聞きますが、ここには……？」

　ショーケースの前に立ち止まった修矢の隣に並び、千花は爪先立ちをして彼に小さく耳打ちをした。

「婚約指輪以外になにがある？」

　ほかにはないだろうと暗に含められ、「そうですよ、ね……」とすごすご退散する。

（でも、私にはちょっと高価すぎて……）

　スタッフたちから向けられる視線が針のむしろのよう。被害妄想かもしれないが、〝あなたのような女性が身につけるものじゃない〟と言われている気がしてならない。

　修矢の恋人としても同じように不釣り合いだと思われているだろう。修矢に対するものと千花に対する視線は、あきらかに違っていた。

「どのようなものをお探しですか？」

　早速、修矢の前に女性スタッフが現れた。

「婚約指輪を」

　修矢の言葉にスタッフが優雅な笑みを浮かべる。

「それは、おめでとうございます。参考までにご予算をお伺いしてもよろしいでしょうか？」

「予算はとくに決めていないので、彼女に似合うものをいろいろと見せてください」

「承知いたしました。それでは奥の方へどうぞ」

　そのスタッフはスマートに頭を下げると、千花たちを店の奥へと案内した。おそらくＶＩＰを通す部屋だろう。モダンな革張りの応接セットが千花たちを出迎えた。

「いろいろなタイプのものをご用意してまいりました」

　ベルベット素材でできたプルシアンブルーのケースの上に並んだリングの数々を見て、つい千花が「わぁ！」と声をあげる。ブリリアントカットされたリングは、どのデザインもライトを浴びてまぶしいほどに光っていた。

「こちらなどいかがでしょうか。エンジェル・ウィンストンでは定番のデザインですが、非常に人気の高いお品でございます」

　向かいに座った女性が、白い手袋をつけてケースに手を伸ばす。彼女が手に取ったのは、センターストーンを幾何学的なフレームが引き立てているリングだった。

　ネイルアートはおろか、なんの手入れもしていない千花の指先。それを出すのが恥ずかしくてもたもたしていると、修矢に「ほら、出して」と手を引っ張られた。

　千花の左手薬指に指輪がはめられていく。しかも修矢の手で。

　奥の部屋に案内されたときから緊張に胸を震わせていた千花は、その特別な行為に鼓動を弾ませる。指先を心音が伝ったか、修矢が軽く微笑んだように見えた。

「どうだ？」

「……素敵ですね」

　そう言いながら、千花がほかの指輪が並ぶケースに視線を泳がせると、修矢はそれに目ざとく気がついた。

「別のものがいいのか？」

「あ、いえ」

「いいから言ってみて」

「……えっとそれじゃ、その一番左端の……」

　つい調子に乗って別のものをねだる。憧れのエンジェル・ウィンストン。試しにつけられる機会はこの先きっとない。

「こちらでございますか？　こちらはこの秋に出たばかりの新作でございます。試してみますか？」

「お願いします」

　千花の代わりに修矢が答える。

　センターには一カラットのダイヤモンドが輝き、リング部分にまで贅沢に小粒のダイヤがあしらわれている、とてもロマンチックなものだった。

　実は最初にケースに並んでいるのを見たときに、千花が真っ先に目を奪われたリングだ。先ほどと同様に修矢にはめてもらったその指輪は、言葉ではとても表現しきれない美しさだった。

（すごく綺麗……）

　千花は、角度を変えるたびに美しく光を放つダイヤに、時間も忘れてしばらく見入った。

　ふと視線をケースに移し、そこにある値札が目に留まる。いったいいくらするのだろうかとゼロを目で数えていく。

（嘘！　ゼロが六個も並んでる……！）

　その指輪の価値を思い知った途端、薬指が異様に重く感じた。

「あ、あの、ありがとうございました。とても素敵なのですが、もっとこうシンプルでお手頃というか」

　こんなに高価なものを修矢にねだるわけにはいかない。千花は慌てて指輪をはずして、女性スタッフに返した。

「そうですか？　ではほかのものを……」

　女性スタッフが席を立とうとすると、修矢がそれを即座に引き留める。

「いえ、こちらにします」

「えっ、修矢さん!?」

　スタッフは腰を浮かせたまま、千花たちを見つめた。

「俺はこっちの方が気に入った。それだけだ」

　断固として修矢は言い張った。

（修矢さんが気に入る、気に入らない、じゃなく、それをつけるのは私なんだけど……。もしかして、私のためにそう言ってるの？）

　ひょっとして修矢は、ものすごく不器用な人なのではないか。ぶっきらぼうなのも俺様な態度を取るのも、照れ隠しのようなものなのでは。ふとそんなことを思った。

「でも、私にはもったいないです」

　気に入ったのはたしかだが、高価すぎて使えない。

「それを決めるのは千花じゃない。遠慮は無用だ」

　強い視線でやり込められ、千花は「はい」とうなずくよりほかになかった。




「ありがとうございました。できあがり次第、久城様にご連絡いたします」

　スタッフ総出で見送られ、ふたりは外へ出た。すっかり日は落ち、街は夜の顔に変わっている。

「修矢さん、ありがとうございました」

　店の前にある階段を下りながら、千花は改めて修矢に頭を下げた。

「憧れのエンジェル・ウィンストンで指輪を買ってもらう日が――」

　浮かれていたせいか、はたまた階段の段数を見誤ったか。千花は足をすべらせ、体勢を大きく崩す。ところが次の瞬間には、修矢の腕の中。前のめりになったところで修矢に体を強く引き寄せられ、なんとか転ぶのを免れた。間一髪だった。

「ったく、危なっかしいな。大丈夫か？」

　左半身に感じた修矢の逞しさが、千花の鼓動を速める。うっかりドキッとして、顔まで熱くなった。

「……ごめんなさいっ、ありがとうございます」

　そう言って見上げたすぐそばには修矢の顔があり、さらに大きく胸が弾む。慌てて体を立てなおして、千花はもう一度ペコリと頭を下げた。

「転ばれたらたまらない。手、つなぐぞ」

　ぶっきらぼうに言った修矢は、千花の手を強引に取って歩きだした。なんとなくくすぐったい想いが胸にあふれる。

　そして力強く握られた手は、コインパーキングに止められた車に乗り込むまでしっかりと結ばれていた。










現実味を帯びていく結婚




　修矢のマンションは車で病院から十分、千花の実家から二十分の閑静な住宅街にある。修矢の父親が不動産として所有する新築の低層マンションでもあり、広い庭を有する贅沢な造りとなっている。いわゆるハイグレードマンションだ。

　地下駐車場には想像していた以上に高級車が何台も並び、まるで展示場のよう。

　エレベーターを降りた一階エントランスロビーは、ベージュを基調とした大理石の床が磨き上げられて光輝く。同じく大理石でできた太く豪奢な柱は高い天井に伸び、三階くらいまで吹き抜けになったエレベーターフロアには、上品なシャンデリアがつるされていた。

　二十四時間対応のフロントにはコンシェルジュが待機し、四重のチェックを抜けて、ようやく部屋にたどり着くという万全なセキュリティだ。

「ここはどこですか」

　千花はそう聞かずにはいられない。

　当然ながら、千花の住むマンションとは雲泥の差。天と地。見合い会場だった高級ホテルのように豪華なマンションは、これまで見たことも足を踏み入れたこともない。

「ふたりの新居になるマンションだ」

「そ、それはわかってます」

　あたり前だと言わんばかりの回答に言い返した千花の声は、広く高い空間に響いた。

　キャリーバッグを引いてくれている修矢に続いてエレベーターに乗り込むと、そこもまた黒い壁がシックで洗練された空間だ。

　見るところすべてがゴージャス。千花は口を半開きにしたまま、五階の修矢の部屋にたどり着いた。

　シンプルだけどモダンなダークグレーの玄関扉を開くと、そこに十畳はあろうかと思われる広い玄関フロアが現れる。正面の壁にはガラスタイルとブロンズミラーが貼り分けてあり、左側の壁にはマーブル調のタイルとクリアミラーが貼られている。淡いオレンジのダウンライトが、オフホワイトのフロアをやわらかく照らしていた。そこだけでリビングとして使えそうな気がする。

　通路を抜けて本物のリビングが現れると、千花は胸の奥深くからため息を漏らした。そうせずにはいられなかった。

「すごいですね……」

　そんな感想は陳腐にすら思える。

（二十畳？　三十畳？　ううん、もしかしたら四十畳くらいあるのかもしれない）

　もはや何畳あるのかもわからないくらい広い部屋は、正面に高い天井までの大きな窓が何枚も連なり、その向こうにはこれまた広いインナーバルコニーが見えた。

　越したばかりと修矢は言っていたが、革張りのソファセットやキャビネットなどの家具はだいたいそろっている。それもひと目で高級ブランドだろうと想像できる上質なものだ。

　修矢は部屋の片隅にキャリーバッグをひとまず置き、千花を案内し始めた。

　広いリビングの左手にはアイランドキッチンとダイニング。ワインレッドで統一され、使い勝手がよさそうだ。

　その奥には白でまとめたパウダールームとバスルームがあり、サウナまで完備されている。

「寝室はこっちだ」

　修矢に指先で手招きされ、リビングの右側にある緩やかな螺ら旋せん階段を上がっていく。中央に存在感たっぷりに鎮座するキングサイズのベッドを見て、千花の鼓動がドクンと跳ねる。

（……まさか今日からここで一緒に寝るなんて言わないよね？）

　恐る恐る修矢を見ると、タイミング悪く目が合った。

「その怯えたような目は？」

「あ、いえ、その……」

　妖しく細められた目でじっと見つめられ、視線のやり場に困る。きっと千花の考えていることはお見通しなのだろう。

　なんと言ったらいいのかわからず千花がおろおろしていると、修矢はフフンと鼻を鳴らした。

「妄想が逞しいな」

「ち、ちがっ！　べつに変なことなんて考えていませんからっ」

　そう言っている時点でバレバレだろう。

　修矢はからかうようにニヤリと笑った。それを見ていないふりをして千花が続ける。

「念のために確認ですけど、結婚までは別々に寝るんですよね？」

　恋人同士の期間があれば気にするところではないが、なにしろ出会って三日。結婚を決めたとはいえ、心の準備はまったく整っていない。

「下にもベッドは用意してある」

「そ、そうですよね」

　大きく息を吐き出しながら、心の中で胸をなで下ろす。

（よかった……。取り越し苦労だったみたい）

「千花が一緒の方がいいって言うなら、俺はそれでもかまわないけど」

「なななっ、なにを言ってるんですか！　一緒でいいわけがないじゃないですか。私たち、まだ――」

「婚約指輪も注文したし、両親の了解も得ている。つまり立派なフィアンセだ」

　修矢にいきなり間合いを詰められたため、遠ざかろうとした千花が背中をのけ反らせる。ところが自分の上体を支えるだけの背筋がなかったか、千花の体はそのまま美しくベッドメイクされたカバーの上に倒れていった。

（ひゃあっ！）

　心で悲鳴をあげた瞬間、修矢の腕が千花の腰に巻かれ、強く引き寄せられる。しかしそれでも支えきれず、ふたりそろってベッドへ倒れ込んだ。

　ポフッという音を立てた後、心地のいいスプリングを背中に感じる。きっとこのマットレスも世界最高水準のものなんだろうなぁとのんきに考えるのは、とんでもない事態に陥っているせいだろう。ほかのことで気を紛らわせるためだ。

　腰に回された修矢の腕はそのまま。もう一方の肘を千花の顔の脇に突いているせいで、思いのほか顔が近い。

（お願いだから早く起きて……！）

　そう願いながらも、千花は身じろぎひとつできない。それはどことなく甘いまなざしをした修矢が、真っすぐに千花を見下ろしているからだろう。おかげで心臓は早鐘を打っている。

　激しく瞬きを繰り返しながら千花があぜんとしていると、

「転ぶのは趣味か」

　修矢はあきれたようにボソッとつぶやいた。さっきの熱い視線は錯覚だったのか。

　エンジェル・ウィンストンから出てつまずいたときのことを言っているのだろうが、千花にそんな趣味はもちろんない。

「趣味じゃないです」

　毅然と返すと、千花が眉間に寄せた皺を修矢が指先で弾く。

「いっ」

　急いで額を押さえると同時に、千花は強い力で体を起こされた。

「ったく世話が焼けるな」

「そこまで言われるほど迷惑はかけていないと思うんですけど」

　ちょっと倒れ込んだだけだ。それを言うなら修矢の方ではないかと、千花が憤る。見合いから同居までの期間の短さといったらない。それこそギネス認定も可能ではないか。

「ともかく、この部屋で一緒に寝るもよし、別々に寝るもよし。どっちか千花が決めるといい」

「別々で！」

　千花が即答すると、鳩が豆鉄砲を食らったような顔をしてから、修矢はほんの一瞬だけ微笑んだ。それは気を抜けば見逃しそうなほどのわずかな変化だった。




　部屋のあちらこちらを案内してもらっているうちに、気づけば午後七時半を回っていた。

　外に食べに行こうと言う修矢に「なにか作りましょうか？」と千花が提案する。

　といっても、男のひとり暮らし。調理器具や食材がないかもしれないと、後から気がついた。

　ところが修矢は「それじゃお願いするか」とキッチンへ足を向ける。

「あのっ、材料とかは」

「たいていのものはそろってるはずだ」

　修矢の後を小走りで追いかけていく。

　そろっているということは、修矢は料理男子なのだろうか。

　そんなことを考えながらキッチンに行くと、修矢はワインレッドの大きな冷蔵庫の扉を開けた。美しく整理整頓された中は、飲み物から野菜、果物と、あらゆる食材で埋め尽くされている。パントリーにもいろんな乾物や缶詰がまるでスーパーのように並ぶ。スライド式の収納には、大小様々な鍋やフライパンなどの調理器具が整然と陳列されていた。

「どうしてこんなに？」

　予想を大幅に超えた品ぞろえに、千花は口をあんぐりと開けた。三人家族の千花の家とは比較にならない。

　なによりも驚いたのは、包丁の種類の多さだった。牛刀から中華包丁、鎌型に菜切と、ほかにも名前のわからない包丁が各種そろっていた。

「週に三日、依頼している家事代行サービスが使っている」

「そうだったんですね」

　冷蔵庫にいくつか積まれた保存容器の中身は、そのサービスで作られたものなのだろう。普段はそれらを温めて食べているようだ。

「なにか食べたいものはありますか？　なんでもというわけにはいきませんけど」

「腹減ったし、すぐに食べられるものがいいな」

（すぐに食べられるものといったら……）

　千花はしばらく考えたが、なによりも手早く食べられるものを見つけた。

「それじゃ、この保存容器に入っているものを温めましょうか」

　残しておくのはもったいない。それをお腹に収めるのが一番だろう。

　ひとつ取り出してみれば、鶏肉のソテーらしきものが、イタリアンレストランで出されるように美しい状態で入っていた。

　試しにほかのものもふたを開けてみると、ビーフシチューやパプリカとトマトのテリーヌなど、シェフが作ったような彩りの美しい料理だった。

（こんなものを毎日食べていたの？　だとしたら、私が作るものなんてやっぱり口に合わないんじゃないかな……）

　家事代行サービスの料理の腕前を知り思わず自信をなくしていると、修矢は首を横に振った。

「いや、千花がなにか作ってくれ」

「でも、これを食べた方が早いですよ？」

　このまま置いておくのももったいないと思ったが、修矢はそれでも千花の料理を食べると言い張る。

　もしかしたら修矢は家庭料理に飢えているのでは？　千花はふとそう考えた。母親の手料理もあまり食べたことがないと言っていたのを思い出したのだ。だから、家庭料理っぽくアレンジしたキーマカレーをおいしいと言ってくれたのかもしれない。

　だとすれば、家事代行サービスのプロの腕前に、千花でも勝てるのではないか。

（冷ごはんはないから手っ取り早いチャーハンは無理だし……あ、そうだ）

　千花はそこでパントリーにパスタの麺があったのを思い出した。

「それじゃ、パスタはどうですか？」

　家庭料理の代表格である煮物では時間がかかるし、手早くできる料理といったらそれくらいしか思い浮かばない。

「嫌いじゃないぞ」

「じゃ、パスタにしますね」

　千花はパントリーからパスタ麺を取り出し、収納から出した深めの鍋にたっぷりの水を注ぐ。真新しいクッキングヒーターを前にして迷っていると、修矢がピピッと操作をしてくれた。

「それほどお待たせしないでできると思います。修矢さんはあっちでゆっくりしていてください」

「俺も手伝う」

「……え？」

　意表を突いた申し出に千花の反応が一拍遅れる。

　シャツの袖をまくり上げながら、修矢は千花の隣に並んで立った。

「料理、実は得意だったりするんですか？」

　バリエーション豊かな調理器具も、もしかして自分が使うものだったりするのだろうか。だとしたら驚きだ。

「まさか。生まれてこの方料理なんてしたことはない」

「ですよね」

　忙しいドクターの身ならなおさらだろう。千花がうんうんとうなずいていると、

「ですよねってなんだよ」

　修矢が憮然とした顔で千花を見下ろす。

「修矢さんが料理する姿は想像できないので」

「……ずいぶんと言ってくれるじゃないか」

「ごめんなさい」

　慌てて謝るが、修矢に「謝罪の顔になってない」と突っ込まれた。

　たしかに千花はそんな顔をしていなかったかもしれない。唇は引き結んだものの、口角は上がっていた。

「俺のこと、怖いとかとっつきにくいとか思わない？」

　修矢が出し抜けに問いかける。そんなことを本人から直接聞かれるとは思いもしなかった。

「……はい？　修矢さんを、ですか？」

　千花が聞き返すと、修矢は軽くうなずいた。

「うーん、愛想がないとは思いますけど、怖いとは思わないです」

　店に来るときはいつも気難しそうな顔をしている修矢だったが、かといってそれが怖いわけではなかった。

「愛想がない、か」

　鼻を鳴らして修矢が笑う。

「ごめんなさいっ」

　はっきりと言いすぎたことに気づき赤面する。調子に乗りすぎだ。

　ところが修矢の方はというと、怒る気配がまったくない。

「千花くらいだな。そうやってポンポン言ってくるのは」

「……え？　そう、ですか？」

　修矢の周りには上品で洗練された人たちが集まっていて、千花のようにデリカシーに欠けた人がいないのか。それとも、修矢が周りから怖がられているのか。

（……きっと前者よね）

　生活レベルの違いを考えると、それが妥当だろう。そんな修矢の結婚相手が自分でいいのか、千花は今さらながら不安を覚えた。

「お湯、沸いたぞ」

「あっ、ほんとだ」

　鍋の中にポコポコと水泡ができている。千花は急いで手を洗い、袋から取り出したパスタを投入した。

「それじゃせっかくだから、明太子の中身を取り出してもらってもいいですか？」

　料理をしたことがないとはいえ、外科医だから包丁さばきはきっと華麗だろう。

　冷蔵庫から出した明太子をひと腹分、まな板にのせる。何種類もある包丁の中からペティナイフを修矢に手渡した。

　すると修矢は、迷わずナイフでそれをぶつ切りにしていく。

「ち、違いますよっ」

　千花は慌ててその手を止めに入った。

「は？　なにが違うんだ」

「ぶつ切りにしちゃダメです」

「それならそうと言わなきゃわからないだろ」

　たしかに。相手は刃物の扱いには慣れているが、料理は初心者だ。

「ごめんなさい。えっとですね、こうして薄い皮に切れ目を入れて明太子を開いたら、ナイフの背でスーッと引いていくんです」

「おお、すごいな」

　実演する千花の手もとを見て、修矢が目を丸くする。

　ハイスペックの修矢を驚かせることができ、なんだか自分がとても誇らしい。

「じゃあ、明太子はもうそれで十分なので、のりをはさみで切ってもらえますか？」

「のりをはさみで？」

　千花が手渡した板のりとはさみを持ったまま、修矢が固まる。なにをしたらいいのか、さっぱりという顔だ。

「のりを縦に四等分くらいに切って、その後さらに細く切っていってください」

　指示した通りに真剣な顔をして修矢が切ったのりは、途中で割れたり、思いのほか太く切れたりする。それを見た千花は笑いがこみ上げて仕方がない。

　クスクス笑っていると、修矢は「なんだよ」と不満気に顔を上げた。

「外科医だから手先は器用だと思っていたので……ふふふ」

　笑うのをこらえきれない。

「不器用で悪かったな」

「いえ、なんだか親近感が湧きます」

　料理を完璧にこなすエリート外科医よりも、ずっといい。

　千花の言葉を聞いてか、修矢の耳がほんのりと赤く染まる。いつも鋭い視線をぶつけてくる修矢の目は泳いでいた。

　そんなふうにして照れた表情もするのかと、新たな一面を知った千花は心が躍る。

「人体と食べ物は違うんだ」

　そう言って目を逸らして不機嫌にする様子が、かわいらしくすら思える。

「はいはい、わかりました」

「ほんとにわかってるのか？」

「はい、よーくわかってます」

　何度も念押しして聞く修矢に千花は微笑み返した。




　千花が与えられたのは、ちょうど寝室の真下に位置した十畳ほどの部屋だった。アースカラーの優しい色合いをしたファブリックのベッドがひとつだけ置かれている。

　修矢には寝室の方を使ってもいいと言われたが、千花は頑なに拒否した。すでに修矢の匂いがついたベッドでは、きっと安眠できないだろうから。

　決して修矢を意識しているわけではない。他人のベッドだと眠れないだろうという、純粋な予想だ。そう自分にも言い聞かせるように念じる。

　ゴージャスなバスルームでゆっくりとお風呂につかってきた千花は、ゴロンとベッドに寝転んだ。

　修矢が料理に関しては不器用だという意外な素顔を知り、夕食は思いがけず楽しいものだった。おかげでなんだか気分が弾んでいる。

　ふたりで作った明太子パスタは、予定よりたくさんの明太子を使うはめになったが、舌の肥えた修矢にも満足してもらえる出来だった。

　いきなり始まった婚前同居に戸惑っていたが、これはこれで悪くないとすら思える。

　千花は、白い靄の中にあった結婚が、ほんの少し現実味を帯びてきたような気がしていた。










少しずつ縮まるふたりの距離




「うわぁ、千花、それすっごくいいと思う！」

　シュプリームウエディングの広いフィッティングルームで、東子は興奮して声をあげる。

　純白のウエディングドレスから色とりどりのカラードレスはもちろん、白無垢や色打掛などがめいっぱい展示され、とても華やかな空間になっている。

　今日は千花の衣装合わせの日だが、修矢は仕事の都合がつかず、東子が代役を買って出てくれたのだ。

　憧れのエンジェル・ウィンストンで婚約指輪を注文し、ふたりで暮らし始めたのが十日前。なにしろ式まで時間がない。忙しい修矢に代わって千花がひとりで動くことも多く、この頃はわたせキッチンも手薄状態。千花の結婚に向けて、人を雇おうかという話にもなっている。

　修矢との同居は、当初の約束通り実家との行き来で半分ずつ。幸助と美幸には、修矢のところに行きっきりでもかまわないのにと寂しいことも言われているが……。

　あくまでも結婚前。言い出しっぺの責任があるのだと、きっちりと半々にしているあたり、自分でも少し頑固かとは思う。修矢との同居に嫌悪感を抱かないせいか、幸助たちの言う通り完全に同居してもいいような気さえしてくる。

（嫌悪感よりはむしろ……好ましい？　ううん、違う違う。違うんだから）

　千花が頭をふるふると横に振っていると、東子に「どうかしたの？」と怪しまれた。

「ううん、なんでもない」

　東子にそうごまかして頭の中を切り替え、プランナーの美咲に提案してもらった打掛を次から次へと羽織っていく。

「なんか、こうして衣装を眺めていると、私も早く結婚したくなっちゃう」

「東子なら、望めばすぐでしょう？」

　今は仕事が忙しいみたいだが、綺麗で性格もいい東子なら、いくらでも彼氏に立候補する男性はいるだろう。

「だから無理なんだってば。一生ついていきます！なんて言われることはあっても、女性として見てもらえないの」

　そういえばそうだった。バリバリ働きすぎたと、東子が愚痴をこぼしていたことを思い出した。

「仕事にのめり込みすぎるのも考えものよ。千花みたいに、無理せずゆったり構えているのがいいのかも。いかにもいいお嫁さんになりそうだし」

「……それってちょっと馬鹿にしてる？」

　千花が軽く頬を膨らませると、東子は「違う違う」と慌てて首を横に振った。

「幸せを掴んだ千花に対するやっかみ」

　東子は外国人がする仕草のように肩をすくめて笑った。

　東子からうらやましがられるようなことが、千花の身の上に起ころうとは。就職してわずか二年で会社を辞めた千花は、どんどんキャリアアップしていく東子をいつもうらやむ立場だったから。

「それはそうと、大事な衣装なのに彼に見てもらわなくていいの？」

「うーん、時間的になかなか厳しいみたいなの」

　修矢自身の衣装は、二回目にふたりでここに来たときに即決してしまった。

　修矢は夫となる人。千花も一度は見てもらいたいと思っているが、修矢はどうもあまり衣装に興味がないようだ。自分のものでさえ、パッと見で決められるのだから。

　ましてや千花の衣装となれば、ますます関心があるとは思えない。だったら挙式当日に初めて見てもらうのもいいのではないか。その方が新鮮かもしれない。そう考えて千花は自分を慰めていた。

「ま、千花がそれでいいならいいけどね。今まで着た中で、私はそれが一番かな」

　東子は、千花が今羽織っている打掛をうっとりとした表情で見た。

　イエローベースの上品な輝きを放つ箔地には、優雅に羽ばたく鶴が描かれている。高貴な印象のある打掛だ。

（でも、私に似合ってるかなぁ……）

　素敵なものに間違いはないが、いろいろと着させてもらっているうちに、千花はどれがいいのか正直わからなくなっていた。全部綺麗だから目移りしてしまう。

「また次回にしましょうか？」

　美咲はそう言ってくれるが、時間的なことを考えると千花としては今日決定したい。

「うーん……どうしようかな」

　千花が決めかねて頭を悩ませていたときだった。

「久城様」

　美咲がハッとしたように声をあげる。その声に千花が振り返ってみれば、そこに都合がつかないと言っていた修矢が立っているではないか。

「修矢さん、お仕事は？　病院の方は大丈夫なんですか？」

　打掛を肩からかけたまま、数歩足を出す千花の斜めうしろで、東子が「ちょっと嘘でしょ……」と声を漏らした。

「なんとか時間が取れたんだ。だいたい決まったか？」

「それが迷っちゃって……」

　かれこれ二時間近く、ああでもないこうでもないと悩んでいる。

「迷う必要はないだろ。式場や指輪みたいにパパッと決めればいい」

「そんな無茶なことを言わないでください」

　一生に一度の結婚式の衣装なのだから、悩んで当然だろう。式場や指輪はたまたま。修矢のように即決できるのは、きちんと考えていないからだ。

　こうなったら修矢に決めてもらおうと考えた千花の背中が、ツンツンと突つつかれる。振り返れば椅子に座っていた東子が立ち上がって目を瞬かせ、鯉のように口をパクパクさせていた。幽霊にでも遭遇したような顔だ。

「ちょっと千花、ハイスペックは聞いていたけど、イケメンだなんて言ってなかったじゃない」

　東子は小声で異議を申し立てながら、修矢に対して「どうもー」と笑顔で愛想を振りまく。その切り替えのすばやさには感心しきりだ。

「聞かれなかったから」

「聞かなくても重要なポイントでしょ」

「……そうなの？」

　千花にしてみれば、スペックそのものにもこだわりはない。どちらかといえば、同じくらいの生活レベルの方がよかったくらいだ。

　そうは思ったが、東子には衣装合わせに付き合ってもらった恩もある。千花は「ごめんね」と素直に謝った。

「あの、修矢さん、こちらは高校時代からの私の友人で」

「須藤東子と申します。初めまして」

　東子は千花より前に進み出て、修矢にペコッと頭を下げた。

「久城です」

　修矢がボソッと挨拶をする。

　相変わらずの愛想のなさに千花は苦笑い。せめて友人に対してくらいは真顔じゃなく、もう少しにこやかに対応してもらいたいものだ。

「久城さん、お友達だとかご兄弟とかいらっしゃいますよね？　よろしかったら今度紹介して――」

「ちょっと東子ってば」

　千花が慌てて東子の腕を引っ張る。修矢の周りにならば、東子は望みのハイスペックがゴロゴロいるだろうと思ったのだろう。でも、こんなところで自分を売り込むのはどうなのだろう。

「すみません、修矢さん」

　千花が謝ると、東子は少し不満そうに「はいはい」と座っていた椅子へ戻った。

「それで衣装なんですけど、これはどう思いますか？」

　千花がその場でくるっと回って、着物を修矢に見せる。

　修矢は少し引き気味の体勢をとって千花を眺め、そばにかけてある別の色打掛を物色し始めた。真面目に見立ててくれるようでうれしくなる。

　いろいろと手に取り、じっくりと探った修矢は、その中からひとつを選び出した。

「こっちの方がいいんじゃないか？」

　それは唐織に箔で、優美な雲の下に様々な秋草が咲く様子を表現したもの。十一月中旬の挙式にはぴったりの打掛だ。

　美咲は、修矢が手に取ったものをすかさず千花に羽織らせた。

「渡瀬様、とっても素敵です。さすが久城様」

「うん、千花、似合ってるよ」

　美咲と東子に太鼓判を押され、千花の顔がパッと華やぐ。三人がそう言ってくれるのならと、その衣装に無事決めたのだった。




「こんなことに付き合ってくれる友達は大事にした方がいい」

　シュプリームウエディングを出て東子を見送りながら、修矢がポツリとつぶやく。

「そうですよね。高校生の頃からずっとあんな調子で私の面倒を見てくれてます」

　いつもクラスでは話題の中心。東子はみんなから姉のように慕われていた。

「修矢さんは忙しくて、なかなかお友達とは会えないですか？」

「俺の親友は五年前に亡くなってるから」

　思いもしないことを言われて、千花は言葉をなくす。

（亡くなっているなんて……）

　ハッとして見た修矢の横顔に、影が差した。

「そうなんですね……」

　そう言うだけで精いっぱい。余計なことを聞くんじゃなかったと後悔した。ほかに言葉が見つからず修矢の横顔を見上げていると、彼の顔色が悪いように見えた。

　最初は光の加減かと思ったが、そうでもなさそうだ。

「修矢さん、もしかして体調悪いですか？」

「いや、そんなことはない」

　修矢は首を軽く横に振った。でも、顔は青ざめているし、足取りもどことなくふらついている。

「ちょっとごめんなさい」

　背伸びをして、千花が修矢の額に手をあてる。

（――やっぱり）

　そう思わずにはいられない。

「熱があるじゃないですか」

　触れた感じだけでも三十八度くらいありそうだ。

「このくらいたいしたことはない」

「なに言ってるんですか。医者の不養生って本当の話なんですね」

「……うるさい」

「うるさいってなんですか。もうっ」

　顔をしかめた修矢だが、千花も負けずに言い返す。心配しているのに、そんな態度はないだろう。

　自分の車でここまで来た修矢だったが、美咲の了承をもらい、いったんシュプリームウエディングにこのまま駐車させてもらうことにした。

　美咲に呼んでもらったタクシーに修矢を乗せてマンションへ急ぐ。この後は病院に戻る必要がないというから、ひとまずはよかった。

　修矢はすぐにシートにもたれて目を閉じた。大丈夫だと強がっていたが、やはりつらそうだ。

「大丈夫ですか？　久城総合病院に戻って、先生に診てもらいましょうか？」

「俺は医者だぞ。その必要はない。たまにあることだ」

　修矢によると、一年に一度くらい高熱を出すことがあるという。このところ手術が立て続けにあり、休みを返上したことも影響しているのかもしれない。

　ひと晩寝れば回復すると豪語する修矢とマンションへ戻り、着替えた彼をベッドに寝かせる。体温を測ると、予想より高い三十八度八分だった。

「なにか欲しいものはありますか？」

　ベッドサイドにひざまずき、修矢に顔を近づける。その唇が動くのを真面目に待っていると、

「千花」

　修矢が吐息でささやいた。

（……千花？　え？　私!?）

　一瞬ぽかんとした千花だったが、すぐに大きく目を見開く。

「なな、なに言ってるんですか！　熱で頭までおかしくなっちゃったんですか!?」

　修矢が変なことを言うものだから、心臓が飛び跳ねた。か細い声がセクシーに聞こえたせいもある。

　ところが動揺する千花に、情け容赦のない言葉がかけられる。

「冗談も通じないのか」

「じょ、冗談……」

　緊張が走った体から、ふっと力が抜けた。

（こんなときにからかうなんて……！）

　勘弁してよと思う千花だが、病人を相手に苦情は我慢だと必死にこらえる。

　熱があるというのに、修矢はニヤッと余裕の笑みを浮かべた。

「もうっ、知りませんから」

　立ち上がりかけた千花の手を修矢が咄嗟に掴む。

「水。水をくれ」

「……わかりました。ちょっと待ってくださいね」

　最初から〝水をくれ〟と言えばいいのに。からかわれた悔しさから千花はため息を軽くついて、しぶしぶといった態度を見せつける。

　冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取って戻ると、修矢が上体を起こすのを手伝ってから手渡した。

　修矢はそれを一気に半分ほど飲み干すと、再びベッドに横になり、今度こそ本当に眠りについたのだった。




　その日の午後七時。夕食の時間を見計らって、千花は修矢の眠る部屋のドアをそっと開けた。今夜は満月なのか、カーテンの隙間から差し込む月の光のおかげでぼんやり明るい。

　そろりそろりと足を進めてベッドサイドの明かりをつけると、修矢はまぶしそうに目を開けた。

「ごめんなさい、起こしちゃいましたね」

　熱は下がっただろうかと修矢の額に手を伸ばすと、先ほどではないにしろまだ熱い。目も少しトロンとしていた。

「食欲なんてないですよね？」

　スープくらいならなんとか食べられないかと、一応ポトフを作ってみたのだ。

「千花が作ったのなら食べる」

「それじゃ持ってきますね」

　同居するようになってから、家事代行による食事サービスはストップ。冷蔵庫に作り置きしてあった料理は、捨てると言う修矢に代わって千花が自宅に持ち帰った。幸助は豪華なメニューを喜んで食べてくれ、無駄にせずに処分が完了。

　今はまだ掃除のサービスをお願いしているが、それも結婚して本格的にここで千花が暮らすようになったら完全にやめようと考えているところだ。やはり自宅に他人が入るのは、千花にはあまり気持ちのいいものじゃないし、そんな贅沢は必要ない。

　千花が寝室に戻ると、修矢はベッドに座っていた。

　トレーごと修矢の膝の上にのせ、木のスプーンを持たせる。

「ポトフです。熱いですから気をつけてください」

　ブロッコリー、玉ねぎ、じゃがいも、キャベツにソーセージ。それらをコンソメで煮込み、最後に黒こしょうをかけただけの簡単料理だ。

　スープだけをすくって口に運んだ修矢は、「うまい」と言って、今度は大きなじゃがいもを割って食べる。そうして次々と修矢のお腹に吸い込まれていくポトフ。スープボウルはあっという間に空になった。

「うまかった」

「足りましたか？」

「ああ。体もあったまったし」

　食欲はあるようだ。そんな様子を見て、千花はひとまず安心した。

　修矢から受け取ったトレーをいったんベッドサイドに置き、エプロンのポケットから冷却シートを取り出す。

「これを貼りますね」

　修矢が寝ている隙を見計らってドラッグストアで買ってきたものだ。

　シートから透明シールをはがし、修矢の額に一枚貼る。もう二枚は修矢に手渡して、両方の脇の下に一枚ずつ貼ってもらった。あとは歯磨きだ。

「パウダールームまで歩けますか？」

「そんなに重病人じゃない」

「それじゃ、歯磨きだけはきちんとしましょうね。虫歯になったら痛いですから」

　立ち上がってトレーを手にしつつ、修矢に釘を刺す。昼間、千花をからかった反撃の意味も少しだけある。

　すると修矢はつまらなそうに千花を軽く睨にらんだ。

「子ども扱いするな」

「病人は大人も子どもも一緒です。言うことは聞いてくださいね？」

　笑いたいのを必死にこらえながら、千花は寝室を後にした。




　夕食の片づけを終え、シャワーを浴びた千花が再び寝室へ顔を覗かせたとき、修矢はすでに眠っているようだった。

　起こさないように静かにベッドに近づき、新たに持ってきたミネラルウォーターのペットボトルをベッドサイドに置く。

　修矢の顔を覗き込んでみると、昼間は胸を上下させるほど呼吸が荒かったが、ずいぶん落ち着いて見える。

（修矢さんが言っていたように、明日には下がるといいな……）

　ベッドサイドに膝を突き、千花は薄明りの中、穏やかな顔をして眠る修矢を眺める。

（さすがに眠っているときは、気難しそうな顔はしないんだ）

　そんなことを考えて、千花は笑みをこぼした。

（それにしても、綺麗な顔立ちしてるよね……）

　まつ毛は長いし、鼻は高い。きっとパーツの配置も完璧なのだろう。

　引き結ばれた唇を見て、千花はふと修矢にされたキスを思い出した。その瞬間、胸は高鳴り耳が熱くなる。

（やだな、私ってば。こんなときにそんなことを思い出さなくてもいいのに）

　その残像を無理やり追い払ったところで、千花の口からふわあとあくびが出た。きっと月の優しい光が睡魔を誘うのだろう。

　そろそろ自分の部屋に戻ろうと頭では考えるのに、なぜか体を動かせない。べつに修矢の顔を眺めていたいというわけじゃない。そう否定しながら、重くなっていくまぶた。ベッドに肘を突いてぼんやりしているうちに、急速に眠りの波がやってくる。

　そして千花は生理現象に抗わずに、その場でゆっくりと目を閉じた。




　喉の渇きを覚えた修矢が目を開けたのは、朝まではまだ遠い午前一時のことだった。横になったまま目だけを動かしてみると、ベッドサイドに水が置かれていることに気づく。おそらく千花が持ってきてくれたのだろう。

　それを飲もうと体を起こしたところで、修矢はベッドに頭を突っ伏している千花を見つけた。

「千花？」

　こんなところでなにをしているのか。

「おい、千花」

　驚いて声をかけてみるが、目を覚ます気配は一向にない。手を伸ばして肩を揺すってみても、「ん……」という声が漏れるだけ。

　なにもかけずにこのまま寝ていたら風邪をひいてしまう。

「ったく、しょうがないな」

　修矢はまだ少しふらつく体で千花を抱き上げ、そのまま自分のベッドに寝かせた。

　布団をかけてやると、なにやらむにゃむにゃと口を動かしながら、千花は肩まですっぽりとそれをかぶった。

　その様子がなんだかおかしくて、修矢は思わず鼻をクスッと鳴らす。

「ほんと調子狂う」

　独り言をこぼし、修矢もその隣に横になった。

　修矢が千花を初めて弁当屋で見かけたのは三ヶ月ほど前のこと。病院の職員専用の食堂に飽き、たまには外食でもと思ってひとりで外へ出たときのことだった。

　風にひらりとはためくのぼりを見た修矢は、院内の連中がおいしい弁当屋だと言っていたことを思い出した。

　たまには弁当もいいかもしれない。そう考え、迷いもせずにその店のドアを開けた。

『いらっしゃいませ』

　耳に心地のいい軽やかな声とまぶしいほどの笑顔に出迎えられ、修矢は目眩に近い感覚に襲われた。

　大規模なオペを終えたばかりで、疲労していたせいもあるのかもしれない。なにしろ手術中は滅菌ガウンを着込み、無影灯の強烈な明かりに照らされ続けている。脱水症状にも近い状態だった。

　レジの前で修矢がメニュー表を眺めていると、『顔色が少し悪いように見えますが大丈夫ですか？』と千花に声をかけられた。見ず知らずの人間にそんな心配をされるとは思いもせず、修矢は面食らいながら小さく『ああ』とだけ返した。

　店内は昼時を過ぎていたせいか、ほかにお客の姿はない。

　メニュー表を見て迷っていると、千花があれこれと提案してくる。

『今日のおすすめはとれたてのアジを使ったアジフライ弁当です』だとか、『この煮物のじゃがいもは親戚の畑でとれたものなんです』だとか。無反応を貫く修矢に臆することなく、にこやかに話しかけてきた。

　さらに、千花は弁当を手渡してくれるときに、『おせっかいかもしれませんが、無理はしないでくださいね』と優しい笑みまで浮かべる。

　それが客商売だといえばそれまでだろう。どのお客にも平等に笑顔で接するのが基本。だが、修矢にはそれが新鮮に映った。

　ぶっきらぼうで無愛想。それは幼い頃から言われてきた修矢の代名詞だった。

　一歳違いの兄・一かず樹きは成績優秀で、比べられるのが常。学校の先生はもちろん、両親にも『お兄ちゃん、すごいね』と言われ続けて育ってきた。

　それらへの反発だったのか。自分では険しい表情をしているつもりはないが、いつも怒っているみたいだと周りから言われ、近寄りがたいと敬遠されてきた。

　今もそうだ。病院ではごく一部の人間しか修矢には近づかず、業務連絡以外に話すのはまれ。

　そんな修矢を怖がることなく、またためらうそぶりも見せず、千花はあれこれとかまってくる。

　いつだったか、修矢の指先にできた小さな切り傷を見つけた千花が、『絆創膏ならあります』と半ば強引にそれを貼ってくれたこともあった。雨の日のタオルと傘もそうだ。

　これまで修矢に近づいてきた女がいなかったわけではない。だが、しばらくすると、なにを考えているかわからないと言われ、たいていが離れていく。修矢自身も、それを追うほどに執着はなかった。

　ところが千花は、いくら無愛想にしようが変わらぬ優しい態度で接してくる。おかげで修矢は、日を追うごとに調子を崩されていった。最初はお節介に感じていたが、いつの間にか、千花に話しかけられるのを心待ちにする自分がいることに気づいた。

　かといって、自分から声をかけるほどの愛想は持ち合わせていない。長年にわたり無愛想でぶっきらぼうと言われ続けてきた呪縛なのか。柄にもなく淡い想いを抱きながら、修矢の心は戸惑いに揺れていた。

　久城家に千花との見合い話が舞い込んだのは、そんなときだった。

　これを逃す手はない。

　修矢はいつになく強引だった。特定の女を手に入れようと思ったのは初めてだ。

　最初こそ結婚に二の足を踏んでいた千花だったが、半ば丸め込むような形で話を進め、こうして同居まで持ち込んだ。

　そこまで必死になる自分に驚きが半分、困惑が半分。修矢は、自分がこんなことになるとは予想もしていなかった。

　千花との暮らしは新鮮なことだらけだ。〝いってらっしゃい〟で見送られ、〝おかえりなさい〟と出迎えられるくすぐったさは、いまだに慣れない。

　朝目覚めると、鮭にだし巻き玉子、ネギと豆腐の味噌汁という、これぞ日本の食卓といった朝食がダイニングテーブルに並ぶ。家政婦の作るしゃれたホテル風の朝食とはわけが違う。千花は手を変え品を変え、修矢のお腹を満たしてくれているのだ。

　誰かと一緒に料理を作るときが訪れるとも思っていなかった。しかもそれが楽しいときている。

　もちろん、それだけではない。笑ったり拗すねたり、くるくる変わる千花の表情は、修矢の冷めきっていた心を優しく溶かしていく。

　総合病院の院長である父と、大学教授の母。忙しいふたりは家を空けることも多く、兄の一樹とふたりだけの毎日があたり前だった。

　体調を崩して看病をされた記憶がなければ、千花のように心配して付き添ってくれた人もいない。風邪をひき、夜中にひとり目覚めたときの寂しさは、今でもよく覚えている。それが修矢にとっての家族の日常だったのだ。

　ベッドサイドで眠り込んだ千花を見つけたとき、その存在が修矢の中でひときわ大きくなったのを感じずにはいられなかった。

「……炊き……みごはん……します、か？　それともひじき……」

　隣で眠る千花が、突然しゃべりだす。

（炊き込みごはん？　ひじき？）

　はっきりとはしないが、そんな言葉が修矢の耳に届く。

「千花、どうした？」

　聞き返しても、返ってくるのは規則正しい寝息だけ。目を覚ました様子はない。

「……寝言か」

　しかも夢でまで弁当屋で働いているとは。

　修矢はおかしくなり、ふっと笑みを漏らした。

（っていうか反則だろ、これ）

　薄っすらと笑みを浮かべている寝顔が幸せそうで、修矢の胸に愛しさがあふれる。

　そんな顔を眺めていると、千花が不意に寝返りを打った。修矢の方に体が向いたため、一気にその距離が詰められる。不覚にも弾んだ鼓動が修矢を戸惑わせた。

　手を伸ばせば届く距離に千花がいる。

　修矢は、改めて意識したばかりの想いに翻弄された。

　――今すぐ抱いてしまいたい。

　触れようと思えば触れられる。だが、今はまだそれはできない。千花の気持ちが完全に修矢に向くまでは。

（なんの試練だよ……）

　その唇のやわらかさを知っている修矢は、膨らんでくる衝動を抑えることに必死になる。そのくせ千花に背を向けず、息をひそめてその寝顔を見つめ続けた。




　遥か遠くの方から、微かに悲鳴のようなものが聞こえた気がした。

　修矢が片方ずつまぶたを開いていくと、そこには驚いたように目を見開く千花の姿がある。今まさに飛び起きたばかり。自分の置かれた状況を前にして口に手をあて、なにか恐ろしいものでも見たかのようだった。

「しゅ、修矢さん……！　私どうしてここに……？」

　なにが起こっているのかまったくわからないのだろう。千花は目を白黒させて修矢に説明を求めていた。

「部屋に忍び込んできたのは千花の方だろう？」

　そう言いながら起き上がると、修矢は昨日に比べて格段に体が軽くなっていることに気づいた。これも千花の看病のおかげか。

「し、忍び込んだだなんて！　私はただ、修矢さんの様子を見に来ただけで」

「夜這いなら、俺が本調子のときにしてくれ」

　千花のあたふたした様子を見て、修矢は笑いたいのを懸命にこらえて毒を吐く。

「だから、そんなんじゃないんですっ」

　おろおろしつつ、千花は両手で軽くこぶしを握って振った。そんなふうに慌てた千花がまた、かわいくて仕方がない。

　修矢は今にも千花を抱きすくめそうになったが、すんでのところでなんとか耐えた。

「それじゃ、どんなつもりで？」

「心配したからに決まってるじゃないですか」

　頬を真っ赤にさせて猛烈に抗議する。千花は、そんな顔が修矢には逆効果だと知らないのだろう。

「そんなことを言うなら、もう修矢さんなんて知りませんっ」

　プイと顔を背けた千花がベッドを下りようとしたとき、修矢はその手を無意識に掴んだ。それにより体勢を崩した千花が、修矢の胸に向かい合う格好で倒れ込む。

　自分の胸にやわらかな感触を覚えたときに初めて、修矢は千花を引き留めたことに気づいた。

「悪かった」

　そう言うよりほかにない。千花を怒らせたことを素直に謝った。

「千花のことはつい、いじめたくなるらしい」

　千花の拗ねた顔を見たくなる。いい大人がずいぶんと屈折しているものだと、我ながら情けない思いもあった。

「ひどいです……！　私は修矢さんのおもちゃなんですか？」

　千花の声は微かに震えていた。きっと、修矢にいきなり抱きしめられて困惑しているのだろう。

（どうやら俺の恋愛スキルは小学生レベルらしい。好きな子をいじめて気持ちをわかってもらおうとするなんて、どれだけ幼稚なんだ）

　パジャマ越しに千花の鼓動が速く打っていることに気づき、修矢まで緊張してくる。

「目を覚ましたら千花がなにもかけずにベッドに突っ伏して寝ていたから、俺のベッドに寝かせた。それだけだ。それとも病人の俺に、千花を抱いたまま階段を下りろって？」

　またもや出てきた意地悪な言葉の数々。そんな言い方をしなくてもいいだろうにと思いながら、裏腹な口先はどうにも止まらない。

（……本当に情けないな、俺）

　そうじゃないだろうと頭でわかっていても、自制が利かない。

「……そ、そうですよね。そんなことは無理ですもんね。……ごめんなさい。言いすぎました」

　逆に、千花に謝らせてしまった。これでは千花の方が完全に大人だ。

　なんとか挽回する方法を、と考えてみるが、名案は思い浮かばない。その代わりに別の思いが修矢を突き動かす。

　千花を引き離し、戸惑いに揺れる大きな瞳を見つめる。どうしたらいいのかわからず、身動きができないといった感じのまなざしだった。

　一度目も二度目も、キスは不意打ち。千花にこうして予感を抱かせるのは初めてだ。

　頬に手を添えると、千花の体に緊張が走るのを感じる。息をのんだのもわかった。

　ゆっくりと、思わせぶりに顔を近づける。千花が嫌がればやめるつもりだった。

　あと数センチ。千花が目を閉じたのを見届けてから、修矢はそっと唇を重ねた。

　こわばった千花の体をほぐすように、優しく触れるだけのキスを続ける。そのうちにふっと千花から力が抜け、その手が修矢の胸付近のパジャマをギュッと掴んだ。

　それに気をよくした修矢は、少しずつキスを深めていく。

　優しく啄ついばみ、反応を確かめながら閉じられた唇を舌で慎重に割ると、それを受け入れるように千花は歯のガードを解いた。

　ゆっくりと絡ませる舌。千花の口から時折漏れる甘い吐息に修矢は理性が飛びかけたが、ぎりぎりのところでなんとかとどまった。

　ずっとこうしていたい。いっそのことそうしてしまおうか。

　そう感じる穏やかで長いキスを終え、千花をそっと引き離す。

　恥ずかしさからなのか、それとも自分からキスを受け入れた後悔からなのか、千花は真っ赤な顔をしてすばやくベッドから下りた。タタタッと駆けてドアノブを掴む。ところが、急いで部屋を出たかと思えば、ドアを薄く開き、その隙間から顔を半分だけ覗かせる。

「……体の方は……どうなんですか？」

　言葉を詰まらせながら聞いてくる。

「千花のおかげですっかり回復したらしい。ありがとう」

　キスの相乗効果か、修矢の口から素直に感謝の言葉が出てきた。

「そう、ですか。よかったです」

　そう言ってドアを閉めたかと思ったら、再び開ける。

「朝ご飯を作りますから、着替えたら下りてきてください」

　そう早口で言い、千花は今度こそ本当に階段を下りていった。

（……なんだよ今の）

　かわいくてたまらない。修矢は口もとに手をあてて呆然としながら、胸を高鳴らせたのだった。




　自分の部屋に戻った千花は、ドアを閉めたところでその場にへなへなと座り込んだ。

　眠っていたため意識がなかったとはいえ、修矢の隣でひと晩を明かしただけにとどまらず、朝から濃厚なキスまで。これまでのキスは触れるだけのライトなものだった。それが今のは……。

（ひぁーっ……！）

　思い出しただけで顔が熱くなる。両頬を押さえ、千花はふるふると頭を横に振った。

　いまだに胸は激しく脈を打つし、全身の血流がいつも以上に速い気がする。

　意地悪を言ってからかわれ、キスをされたにもかかわらず、千花には修矢を嫌だと思う気持ちがこれっぽっちもない。それどころか驚異的なスピードで打つ鼓動が、千花の胸を高鳴らせる。

　抱きしめられたとき、同じように修矢の胸も早鐘を打っているのが微かに千花に伝わってきた。それを感じたときにうれしさを覚えたのをはっきりと記憶している。

　戸惑いの中、千花は、修矢の存在が大きくなり始めていることを認める以外にないようだった。




　ほうれん草と玉子のふんわり焼きにじゃこ納豆。今朝は味噌汁の代わりに野菜とベーコンの和風トマトスープにしてみた。

　作った朝食をテーブルに並べていると、ワイシャツに着替えて身支度を整えた修矢がダイニングに現れた。手にしていたジャケットを椅子にかけ、「おはよう」と千花に声をかけてくる。

　さっきのキスと、自分の中に訪れた気持ちの変化のせいで、千花の目が泳いだ。修矢を妙に意識してしまう。

「……おはようございます」

　しっかりと修矢の顔も見られずに挨拶を返した。

「朝食の前にちょっといいか」

　修矢はそう断ってから、封筒をテーブルの上にすべらせる。いたって普通。さっきのキスは幻覚だったのかと思うような態度だ。

　キスの余韻がまだ残っている千花には、それがなんだか少し寂しい。

「俺は記入してある。あとは千花のサインだけだ」

　いったいなんだろうかと思いながら封筒の中に手を入れる。薄い用紙を引っ張り上げたところで、その正体が千花にもわかった。

　婚姻届だ。

　修矢のサインはもちろん、すでに証人の欄も埋められていた。ひとりが修矢の父親の名前で、もうひとりはなんと千花の父親である幸助のサインだった。

「いつの間に父から……？」

「昨日、シュプリームウエディングに行く前にわたせキッチンに寄ったんだ。結婚準備でバタバタしているから早めに用意しておいた方がいいだろうと思ってね」

「そうだったんですね」

　式の準備やらなにやらで忙しく、肝心の婚姻届にまで千花は気が回っていなかった。

　修矢がそんなことに気がついた驚きと、婚姻届を初めて目にした感動で千花が呆然としていると、修矢から万年筆を手渡された。

「今、ですか？」

「もちろん」

　いかにも修矢らしい。やると決めたら、とことん早くやる。

　千花は息を大きく吸い込み、ゆっくりと吐き出す。式本番でもないのに緊張するから不思議だ。

　万年筆のキャップをはずし、いざ婚姻届に立ち向かう。微かに手が震えているのが自分でもわかり、それがまた千花の気持ちを張りつめさせた。

「あの……、見ないでもらってもいいですか？」

　修矢が見ているから余計に手が震えるのだ。ところが修矢は視線を逸らす気はいっさいないらしい。

「緊張することはないだろう？　そんなのちゃちゃっと書けばいい」

「そんなのって！　ちゃちゃって！　そんなに軽いものじゃないですから」

　千花が思わず修矢を睨むと、修矢は鼻を軽く鳴らして、わずかに目もとを細めた。

「わかったから。とにかく書け」

　どうして上から目線なのだと憤ったが、ここで怒ってもまた鼻で軽くあしらわれるだけ。観念して書き始めた。

（それにしても、この紙切れたった一枚で結婚が決まっちゃうのよね……）

　そう考えるとペラッペラの紙が、ものすごく重いものに思えてくる。書き終えて折りたたみ、修矢に手渡すとき、大事なものを扱うように両手にのせて差し出した。

「書き終わりました」

　修矢は〝うむ〟と言った様子で軽くうなずくと、チェックするように一度開き、サーッと視線をすべらせる。そしてなにも間違いがないとわかると、それを再び丁寧に折りたたみ、封筒へしまった。

「後で俺が出しておく」

「よろしくお願いします」

　千花はテーブルにつくほど深く頭を下げたのだった。




「たまにはデートしませんか？」

　千花から修矢を誘ったのは、ふたりで式の打ち合わせを終えた、ある日曜日のことだった。婚姻届を書いた朝から約一週間が経過していた。

　見合いからここまで、毎日がハイスピード。思えば恋人らしいデートをしていない。

「デート？」

「そうです。そういえばしてないなーと思って」

　修矢は一瞬戸惑ったような表情を浮かべたが、「そうだな」と軽く口角を上げた。

「どこか行きたいところは？」

　修矢に聞かれて、「えっ」と言葉に詰まる。特別そういった場所があるわけではなく、ふと〝デート〟を思いついただけだったのだ。

　でも、そこで〝ありません〟と言ったら、せっかくその気になった修矢の気持ちが萎えてしまう。

　千花は大急ぎで頭の中の情報をかき集める。

（デートといったら、映画？　それともショッピング？　うーん、でも、どうせならもっと活動的な方がいいかな……。そうだ！）

　猛スピードで脳内検索を終えた千花が、修矢を隣から見上げる。

「遊園地はどうですか？」

「……遊園地？」

「デートと言ったら遊園地じゃないですか？」

　映画だと話すことができない。ショッピングは、婚約指輪を買ったときに似たような経験をしている。千花にとってほかに違うところといったら遊園地だった。

　数秒間考えるように視線を宙にさまよわせた修矢は、「よし、いいだろう」と千花を車の助手席に乗せた。

　時刻は午後四時。着く頃には日が落ちて、ライトアップされた遊園地はさぞかしロマンチックだろう。

　そんなことを考えながら助手席で千花がワクワクしていると、修矢の運転する車は首都高湾岸線から東関東自動車道へと抜けていく。

　千花の予想とは違う方向へ向かっているように思えた。

「修矢さん、どこへ行くんですか？」

「デートで遊園地といったら、あそこじゃないのか？」

「……もしかして、ワンダーランド？」

　まさかと思って尋ねると、修矢は「正解」とどこか誇らしげにうなずいた。

　たしかにデートコースの定番。いや、王者的な存在だろう。

　そもそも千花の中でイメージしていた『遊園地』とは、近場にあるもっと小規模なものだった。でも、まさかこの時間からそこへ行くとは思いもせず、千花は激しく瞬きを繰り返す。

「なんだ、気が乗らないのならやめるぞ」

「あ、いえっ、違うんです。ちょっとびっくりしたというか」

　修矢がそんな行動に出るとは思いもしなかった。もしかしたら、デートですら面倒だと断られることも千花の頭にはあったのだ。

　とはいえ、見合い当日に結婚まで決めるのだから、この修矢の行動にもうなずける。

　いずれにしても行き先がグレードアップしたような気がして、千花の心はますます弾んだ。

「ずいぶんとうれしそうだな」

「久しぶりだし、大好きなテーマパークなので」

　子どもの頃からの憧れの場所と呼んでもいいところだろう。

　この時間からだと、ライトアップどころかイルミネーションが素晴らしいのではないかと期待に大きく胸が膨らんだ。




　到着したワンダーランドは、日曜日というだけあって午後五時を過ぎてもたくさんの人であふれていた。

　入場ゲートから入ってすぐのところにあるショッピングアーケードは、土産物を買い求める人たちでごった返し、すんなりと前へ進めない。すれ違いざまに人と接触しながら千花が歩いていると、修矢が不意に千花の肩を抱き寄せた。

　ドキッとして横顔を見つめると、修矢が「危なっかしいから」とぶっきらぼうなひと言を返す。たとえそうだとしても、ちょっとした優しさを見せられた千花はどぎまぎする。左半身が修矢の体に密着するたびに、必要以上に胸を高鳴らせた。

　園内は予想通り美しいイルミネーションで彩られている。アーケードを抜けて人混みが和らいだあたりから手をつないだふたりは、目的の乗り物があるわけでもなく、黙ってゆっくりと歩いていた。園内の雰囲気に触れるだけでも楽しい。それがワンダーランドの最大の魅力にもなっている。

「ね！　あの人、モデルさんかな。かっこいいんだけど！」

　不意にそんな声が千花の耳に届く。声につられてそちらを見てみれば、ふたりの女性がこちらを見ていた。その視線の先にいるのはあきらかに修矢だ。

　デニムに白いシャツ、テーラードジャケットを羽織ったシンプルなコーディネートだが、スラッとした修矢が着ると洗練されて見えるから不思議だ。女性たちがモデルかと思うのも、千花にはよくわかった。

　そんな人の隣を歩く優越感と、自分は不釣り合いではないかという劣等感。そのふたつが千花の心で激しくせめぎ合う。

（……私ってば、やだな。せっかく楽しい場所に来てるのに）

　気を取りなおして修矢の手をギュッと握ると、わずかに握り返された。そんな些細なことが、この上なくうれしい。

「あ、あのカチューシャ、かわいい！」

　通りすがりにあったワゴンで千花が足を止める。そこには、メインキャラクターをあしらったカチューシャが売られていた。

　実は子どもの頃、千花はこれが欲しくて親にねだったが、買ってもらえなかった過去がある。大人になってからも何度か来たことはあるが、そのときも買わずじまい。

「どうですか？」

　カチューシャをつけ、修矢に見せる。

「……いいんじゃないか」

「その微妙な感想はなんですか」

　目を泳がせた修矢に千花が不満そうに返しながら、そのカチューシャを修矢にもつけようと自分からはずす。

「おいっ、よせ」

　修矢は抵抗したが、千花はその手を避けて無理やり頭につけた。

「あっ、かわいい」

　思わず手を叩く。険しい表情を浮かべた修矢と、かわいらしいカチューシャ。そのアンバランスさが、かえってマッチしていたのだ。

（ちょっと悔しいけど、かっこいい人って、なにをつけても似合うものなのかな）

　千花がニコニコしながら眺めていると、修矢は自分からそれをはずした。

「欲しいなら買ってやる」

「えっ」

　千花が驚いているうちに、修矢はワゴンにいたスタッフに「これください」と声をかけた。値札をはずすように頼んで、手に入れたそれを千花の頭に修矢がつける。

「俺はいらないからな」

　そう念押しして、千花の手を取り再び歩きだした。

「……修矢さん、ありがとう」

　うれしさが千花をくすぐったい気持ちにさせる。そんな千花の視線の先に、あるアトラクションがあった。

「修矢さん、あれに乗りませんか？」

　指を差しながら修矢の手を引っ張る。待ち時間もほぼなさそうだ。

「これ、私、好きなんです」

　いつ来ても、それほど待たずに乗れるのが魅力だが、ボートでゆっくりと水に揺られながら進むのがなんとも心地いい。

　スタッフのアテンドで、千花たちは一番うしろのシートに腰を下ろした。

　暗がりの中、緩やかなスピードでボートが進んでいく。

「修矢さんはその……、デートでよくここに来たんですか？」

　聞こうか聞くまいか迷った揚げ句、やはり聞くことにした。修矢が、〝デートの定番〟みたいな言い方をしたのが気になっていたからだ。楽しい雰囲気を壊すような真似とも思ったが、聞かずにはいられなかった。

「まぁ何度かは」

　答えの予想はついたくせに、千花の胸がチクンと痛む。

（……って、なに傷ついてるの！　修矢さんにこれまで彼女がいなかったわけはないだろうし、ここに来るのなんて、カップルなら普通なんだから。特別なことなんかじゃない）

　必死になる自分が、なんとも滑稽だ。

「と言っても、いきなり『つまらない』とか言いだされて、あまり楽しかった記憶はないな」

「……つまらないって、その女性がですか？」

　修矢が「ああ」とうなずく。

「ここがつまらないなんていったら、どこがおもしろいんでしょうね」

　アトラクションに乗っても楽しいし、歩いているだけでも楽しいし、食事だってできる。景色だって抜群なこの場所がつまらないとは。千花は目を瞬かせた。

「いや、俺といるのがつまらなかったんだろ」

「え？」

　千花は隣から修矢の顔を覗き込んだ。

「修矢さんといるのがつまらない人なんているんですか」

　ぶっきらぼうだし愛想もないが、そこがまた修矢の魅力でもある。時折見せられる優しさとのギャップに、千花は心を乱されていた。

「千花は楽しいか？」

「はい、とっても。これも買ってもらっちゃいましたし」

　そう言いながらカチューシャを指差す。

「千花は物で釣られるのか」

　決してそういうわけではないが、このカチューシャがうれしいのは事実だ。

　修矢は軽く鼻を鳴らして笑った。

「千花もここにはよく来たみたいだな」

「そうですね。子どもの頃から何度となく」

「……デートってやつでもか」

「東京に住んでいれば、修矢さんが言っていたように定番ですから」

　千花がそう答えると、突然修矢は黙り込んだ。なにか変なことを言っただろうか。

「修矢さん？　どうしたんですか？」

　顔を覗き込むと、一瞬だけ合った視線を修矢がすぐに逸らす。

　どことなく拗ねているように見えるのは、千花の願望が見せる幻覚か。

「……もしかして、ヤキモチやいてくれました？」

　そうだったらうれしい。

　期待を込めて千花が見つめると、修矢は「まさか」とため息交じりに返した。

「……ですよね」

　修矢がやくわけがないと、すぐに思いなおす。冷静なのはもちろん、修矢が千花にやく理由はない。

　修矢が病み上がりだった朝のキスのとき、ふたりの気持ちが通じ合ったような気がしたのは、千花の勘違いだったのだろう。心が寄り添っているのは、千花の方だけ。

（修矢さんは、いつになったら私を好きになってくれるかな……）

　千花が理想としている結婚までは、まだ遠い道のりのような気がしていた。

　どことなく寂しい思いを抱えながらボートに揺られる。そして、もう間もなく、このアトラクションも終わりというときだった。修矢にいきなり肩を抱き寄せられ、唇が重なる。

「んっ……！」

　突然のことに驚いて声を漏らすと、修矢は軽く千花の唇を吸い上げてから離れた。

「な、なんですか……」

「なにってキスだけど」

　挨拶も同然。それがどうかしたのかという言い方だ。

「こんなところで……！」

　一番うしろのシートとはいえ、ボートには人がたくさん乗っている。しかも、修矢が最後に立てたリップ音で、前列の人がチラッと千花たちに視線を投げかけてきた。

　千花が小声で抗議すると、修矢は「したくなったからした。それだけだ」と素知らぬふりをする。

「千花は俺のフィアンセ。悪いことをしているわけじゃないだろ」

　修矢が〝俺の〟という部分を強調したように聞こえたのは気のせいか。その言い方のせいで、千花の心臓は遅ればせながら速く打ち始めた。反応が悪いにもほどがある。

　ボートが出口に到着し、ギシギシという音を立てる。

「ほら、降りるぞ」

「あ、はい……」

　修矢は、突然のキスに動揺している千花の手を引き、ボートから降りた。

（なんだか、私ひとりがどぎまぎさせられている気がするんだけど……）

　それからもふたりはアトラクションに乗りつつゆったりと園内を歩き、レストランで夕食を取り、閉園間際までたっぷりと楽しんだのだった。










お見合いの真実




　次々に押し寄せる波のように、毎日がものすごい速さで流れていく。

　結婚式の打ち合わせに衣装合わせ。修矢と半分同居を始めた新居の整理もしなければならず、時間がいくらあっても足りない。

「千花、たまには病院にいる修矢さんにお弁当でも作って届けてあげたら？」

　昨夜、実家に寝泊まりしていた千花が起きてリビングに顔を出したところで、美幸が提案する。

　わたせキッチンは定休日。今日はこれからまたふたりの新居の整理をしに行く予定だが、少しくらいなら時間が取れそうだ。

「それいいかも」

　結婚式まであと十日。実家と行き来する同居生活は続いているが、修矢との関係に進展はない。キスもあれっきりだ。

　なんとなくふたりの間に同じ気持ちが存在しているように感じるときもあるが、夜、修矢が千花の部屋を訪ねることもなければ、一緒に寝ようと誘われることもない。

　結婚までは節度のある付き合いを続ける考えなのか、それとも修矢には千花を想う気持ちがそれほどないのか。千花には想像もつかなかった。

　そんなふうにまだ微妙な関係ならば、ふたりの時間は無理してでもつくった方がいいだろう。

　美幸の提案が千花を笑顔にさせる。

　そうと決まれば、朝食を食べたら早速準備に取りかかろう。

　千花は「いただきます」と手を合わせて、美幸が焼いてくれたトーストを頬張った。




　長く白い廊下の壁に、ポップな色合いで描かれたいくつもの風船の絵。それは無機質になりがちな病棟を明るい雰囲気にしている。

　久城総合病院の三号館、一階に位置する小児科病棟は広い中庭に面しており、どの病室にも大きな窓があり、開放的な空間だ。

　発育の途上にある子どもの体は、機能の変化も著しい。胎児医療の進歩や小児難病の成人化など、小児医療をライフサイクルの中でとらえなおす必要性が出てきた最近は、小児科の重要性が高まっている。

　久城総合病院ではその点を踏まえ、ほかの科と連携し時間軸に沿った患者中心の医療を進める病院として、国内では非常に高い評価を得ていた。

　修矢の勤務する科では、三人の小児外科医がそれぞれチームをつくり、昼夜を問わず二十四時間体制で診療にあたっている。

　修矢は医学部を卒業し研修医として付属の大学病院で二年間学んだ後、単身アメリカへ渡った。それは研修医時代に心臓疾患の子どもを救えなかった現場に居合わせたことが発端。より最先端技術のあるアメリカで腕を磨くためのものだった。

　帰国後は父親が院長を務めるこの病院で、主に心臓を専門とした小児外科医として働くようになって二年になる。

「久城さん！　久城さん！」

　小児科病棟の最深にある医局のドアが勢いよく開く。入ってきたのは修矢と同じ大学出身の神かん崎ざき誠まことだった。

　パーマのかかった神崎の栗色の髪が、ドアを閉めた拍子にふわりとなびく。

　同じ教授についていた三年後輩の神崎は、大学時代からなにかにつけて修矢の周りにちょろちょろと現れ、子犬のようにまとわりついてくる。小児外科医として久城総合病院へ来たのも、修矢がいたからだそうだ。

　この院内で修矢を慕う、珍しい人間のひとり。仕事に対しては真面目だが、調子のいいところが玉に瑕きずである。

「おい神崎、ここをどこだと思ってる？　いつまでも大学と同じノリでいいと思うな」

　少なくとも大騒ぎをする場所ではない。キャスター付きの椅子に座っていた修矢は、顔だけ神崎に向け軽く睨んだ。

「そうは言いますけどね、これが興奮せずにいられますか！」

　修矢の注意をものともせず、神崎は空いている椅子を引っ張り修矢の近くに腰を下ろす。二重まぶたの目をこれ以上ないほどに見開き、キャスターを勢いよくすべらせて修矢との距離を一気に詰めた。

「結婚するってどういうことですか！　本当なんですか？」

　ぐいと顔を近づけて修矢の顔を見つめる。神崎のまん丸の目に気圧されて、修矢は顔を遠ざけた。

　いったいどこで聞きつけてきたのか。犬並みの嗅覚のよさに修矢は感心した。

「さっき院長室の前を通りかかったら、そんな話が漏れ聞こえてきたんですよ」

「盗み聞きするとはいい度胸だ」

「そんなつもりはなかったんですけどね。〝久城〟〝結婚〟なんていうキーワードが聞こえたから、ついドアに耳を……」

　神崎はばつが悪そうに肩をすくめたが、すぐに気を持ちなおして「本当なんですね？」と修矢に詰め寄った。

「大騒ぎする話でもないだろ」

「騒ぎますって！　結婚するって話も聞いてないし」

「神崎には話していないんだから知らなくて当然だ」

　修矢は、神崎どころか病院内の人間にもまだ報告していない。

「なんですかそれー！　ひどいですよぉ。俺は久城さんのなんなんですかぁ」

「強いて言うなら同じ大学の後輩。それ以上でも以下でもない」

　事実関係だけを述べるに留めた。

「相変わらず冷たすぎますよ、久城さん」

　神崎は興奮していたかと思えば、今度は涙目になる。腕で顔をごしごしと拭い、泣いているアピールをした。

「神崎だけじゃない。病院関係者にもまだ話してないんだ」

「どうしてですか？　呼ばれる方だっていろいろと準備があるんですから、早く発表した方がいいです。俺もスーツを新調しないとならないし」

　通常の結婚式であればそうだろう。

「心配するな。神崎を呼ぶ予定はない」

「どうしてそんな意地悪を言うんですか」

「急だったから、親族だけで挙げるんだ」

　披露宴も、どちらかといえば食事会の延長のようなもの。正式なものを開くのなら、少し落ち着いてから開いてもいいのでは、という話になったのだ。

「だけど、そんな女性がいるのも俺に隠していたなんて水くさいですよ」

「わざわざ話すこともないだろ」

「わざわざ話すことですよ。久城さんの結婚なんですから」

〝わざわざ〟部分を強調する。医局にほかに誰もいないのをいいことに、神崎はとことん食い下がった。こうなる予想がついたから、誰にも報告せずにいたのだ。修矢は、もともと自分の話をするのも苦手な方だ。

「しかも、お相手はわたせキッチンの千花ちゃんだっていうじゃないですか」

「〝千花ちゃん〟？」

　妙な呼び方をされ、修矢の眉間に深く皺が寄る。自分でも驚くほど声のトーンが下がった。

　院内に彼女を知っている人が多くいるのはわかっている。だが、実際に神崎に千花をちゃん付けで呼ばれ、修矢は不愉快だった。

「あ、すみません。ってか、いつの間に付き合っていたんですか？」

「神崎には関係ないことだ」

　ちゃん付けの恨みを晴らすわけではないが、修矢が鋭く切り捨てる。

「関係ありますって。だって、千花ちゃん――あ、いえ、彼女は俺の癒しだったんですから」

　神崎によると、千花目あてでわたせキッチンにちょくちょく通っていたという。昼だけでなく夜にも弁当を買い、千花に『いつもありがとうございます』と常連認定をされて舞い上がっていたそうだ。その矢先の結婚話に卒倒しそうになったと。

「それは悪かったな」

「ほんとですよぉ」

　神崎は悔しげに唇を嚙みしめた。

「ほかの先生方ともよく話していたんです。彼女がかわいいって。花でいうならマーガレットかなぁ。ほんとにかわいらしい感じなんですよね。バラのような近寄りがたく気高い感じじゃなくて」

　修矢は、神崎のたとえがわからなくもなかった。

　千花を花で形容するなら、気品にあふれたバラやユリなどではなく、スイートピーやかすみ草といった可憐な花がぴったりだろう。

「名刺を渡して『体調が悪いときにはぜひ』って売り込みもしてたんですから」

「お前は小児外科医だろ」

　額を軽くコツンと小突くと、神崎は「イテッ」と大げさに痛がり苦笑いを浮かべる。

「そうですけど、ほかのやつらもこぞって渡してたんですよ。だから彼女の手もとには内科はもちろん、眼科に耳鼻咽喉科、整形外科といった具合に各科の名刺があるはずです」

　修矢が鋭い目を瞬かせる。院内で千花がそんなに人気を集めているとは知らなかったのだ。

「その彼女を久城さんがゲットしたと知ったら、みんなショックだろうなぁ。……とはいえ、久城さんには容姿も医師としての腕もかなわないやつばっかですけど。なんせ久城さんは、名だたる久城総合病院の次期院長ですからね」

　むずがゆくなることを神崎が言うのはいつもだが、千花に好意を寄せている人間がほかにもいたと聞き、修矢は複雑な気持ちだった。

　どこか近寄りがたく、相手との距離をとる修矢に対し、気軽に接してくるのは神崎くらいのもの。そんな修矢が千花の人気ぶりを知る術すべはなかったのだ。

「でも久城さん、彼女に対してまでそんな素っ気ない態度をしたらダメですからね？」

「……余計なお世話だ」

　修矢が憮然と返す。が、神崎の言うことが耳に痛いのもたしか。なにしろ修矢には身に覚えがあるのだ。

「女性にはあくまでも優しく。時代は溺愛ですよ、溺愛」

　修矢は、わかったような口を叩く神崎の頭を、今度はデスクに置いていたファイルで小突いた。

「イテッ」

　頭をかばう神崎にそのファイルを押しつけて立ち上がる。その話題は強制終了だ。

「ほら回診の時間だ」

「へーい」

　ぴょんと飛び上がるようにして立ち上がった神崎を従え、修矢は医局を後にした。




　大きな弁当箱を抱えて千花が久城総合病院へやって来たのは、昼まであともう少しという時間だった。

　巨大な白い建物のエントランスをくぐり、千花はそこで足を止める。

（私、どこへ行けばいいんだろう）

　この病院は千花が幼い頃から何度もお世話になっているところ。当然ながら来たことは何度もあるが、診察以外では初めて。しかも医師に直接会うとなると、どうしたらいいのかわからない。

　診察中であれば修矢は電話にも出られないだろうし、忙しい病院関係者にわざわざ声をかけるのもできれば避けたい。

（修矢さんは小児外科医だから、とりあえず小児科の方に行けばいいんだよね？）

　不安な気持ちになりながら、頭上の案内表示板を頼りに足をゆっくりと進めていく。混雑している総合受付の前を通り過ぎ、向かうは三号館。

　しばらく廊下を歩くと、急に病院の雰囲気ががらりと変わる。カラフルな風船の絵が壁に描かれ、とても明るい雰囲気だ。

　千花が子どものときもそうだったのかは記憶にないが、きっと幼児向けにそうしているのだろう。

　赤ちゃんの泣き声や子どもの声が聞こえたかと思えば、小児科の広い待合室に出た。子連れじゃない千花は場違いな感じだ。

（ここは小児内科……。外科ってどこだろう？）

　待合室も通り抜けキョロキョロしながら歩いていると、遠くに目あての修矢を発見した。初めて見る修矢の白衣姿は様になっていて、千花はドキッとさせられる。

「しゅ……」

　名前を呼んで足を速めようとしたところで、入院患者らしき病衣姿の子どもが修矢を「先生」と呼び止めた。七歳くらいの男の子だ。

　千花はその場で足を止め様子をうかがうことにした。

「ねぇ先生、僕、本当に治る？」

　そう言って不安そうに見上げた男の子の前に修矢がひざまずく。目線を合わせて男の子の肩に手を置いた。

　いつものように無愛想な感じで患者にも接するのかと想像していたが、そうでもなさそうだ。修矢が根は優しいことは千花も知っているが、意外な姿だった。

「大丈夫だ。先生が絶対に治す。そう約束しただろう？」

「うん、そうだけど……。それじゃ、またみんなと一緒に外で遊べるようになるんだよね？」

「ああ。走ってもジャンプしても、なにをしても平気。無敵だ」

　修矢の頼もしい言葉に男の子の顔から笑みがこぼれる。こぶしを握り、修矢は男の子とそれをコツンとぶつけ合った。

　同時に修矢の顔にも優しい笑みが浮かび、千花は目が釘づけになる。初めて見た、修矢のこぼれる笑顔だった。

（あんな顔、するんだ……）

　子どもに向ける無邪気な笑顔と優しい声色が、千花の心をくすぐる。秘密の宝物をこっそり見つけたような気がして、胸が高鳴った。

「手術がんばろうな」

　もう一度こぶしを突き合わせ、ひとりで病室へ帰る男の子を修矢が見送る。そうして再び歩き始めようとした修矢は、一歩足を出したところで千花に気づいた。

「……千花？」

「こんにちは、修矢さん」

　小走りで修矢に近づくと、千花の足音に合わせるかのように大きな弁当箱がカタカタと音を立てる。

「お弁当を作ってみたんです。お昼まだかなと思って」

　そう言って弁当箱を持ち上げると、修矢は戸惑うような表情を浮かべた。

（ひょっとして迷惑だったかも……）

「ごめんなさい、連絡もせずに勝手に来たりして」

　修矢の仕事は、病気の子どもが相手。忙しいのは十分知っていたはずなのに、頼まれもしないのに弁当を作るなんてとんだお節介だと、後悔に襲われる。

　十二時になったからといって、昼休憩に入れるとは限らないだろう。修矢と少しでも話せたらと思ってここへ来たが、それは千花のわがままだ。

「お仕事の邪魔でしたよね。すみません」

　すばやく頭を下げて、来た道を引き返そうとした千花の腕を修矢が掴む。

「待て。帰る気か？」

「お仕事が忙しそうですから」

「ちょうど昼飯に行こうと思っていたんだ」

　修矢は千花の腕を掴んだままいきなり歩き始めたかと思えば、千花から弁当箱を取り上げた。

「えっ、でも……」

「こっちにとっておきの場所がある」

　いつになく修矢の声が弾んでいるのは千花の気のせいか。でも、引き留めてもらえたのはうれしかった。

　千花が連れ出されたのは、小児科病棟の前にある中庭だった。敷きつめられた芝生の上に真っ赤なベンチがいくつか並び、動物を模したアルミ製のオブジェが、午後の光を浴びて艶めいていた。病院という閉塞した空間の中、開放感にあふれて気持ちがいい。

　その中のひとつのベンチに座った修矢が、隣のスペースをトンと叩く。そこへ座れということらしい。

「失礼します」

　なんとなくそう断ってから座り、千花は修矢との間に大きな弁当箱を置いた。

「ずいぶんとでかいな」

「そうなんです。あれもこれもと作っているうちにいっぱいになっちゃって」

　張りきりすぎたみたいで恥ずかしい。

（そういえば、こうして誰かにお弁当を作ってあげたのは初めてだよね）

　千花はそんなことにも気づいて照れくさかった。

　和食中心のメニューにした弁当は、両手の上にのるくらいの大きさの二段重。筑前煮にきんぴらごぼう。ヘルシーなものだけでは物足りないかと思い、定番のから揚げも入れてある。

　修矢は千花から割り箸を手渡されると、「いただきます」と真っ先にから揚げを頬張った。

（どうだろう……気に入ってもらえるかな……）

　同居するようになってから千花の手料理をいろいろと食べている修矢だが、弁当はまたちょっと違う気がして妙に緊張する。千花は両手を胸の前で組んで、修矢の反応をドキドキしながら待った。

　ゆっくりと咀嚼し終えた修矢が、千花の方を向く。

「うまい」

「よかったぁ」

　その言葉にホッと胸をなで下ろす。これで微妙な感想だったら、今日一日落ち込むところだった。弁当屋の娘なのに、ろくにおいしい弁当も作れないのかと修矢に思われたくない。

　自分が料理好きでよかったとつくづく思う。こうして修矢に食べてもらい、おいしいと言ってもらえるだけで幸せな気分だった。

　次々と弁当を口に運ぶ白衣姿の修矢を見て、ふと考える。修矢が医者を志したきっかけはなんだろうか。

　父親が院長として病院を経営していれば、ごく自然な流れなのかもしれないが。ひとつ年上の兄はまったく別の道を歩いているらしいから、そうとも限らないだろう。

「修矢さんは、どうしてお医者さんを目指そうと思ったんですか？」

　千花が唐突に切り出すと、修矢は「そうだな……」と言いながら記憶をたどるように空に視線を投げかけた。ほんの数秒そうしてから千花に目線が舞い戻る。

「小学生のときに公園の遊具から落ちて、足を五針縫う怪我をしたことがあるんだ」

「五針も？」

　痛々しい昔話を聞いて、千花が顔をしかめる。想像しただけで痛い。

「そのときに、ドクターのあまりにも手際のいい処置を見てかっこいいと思ったのが最初かもしれない」

　たしかに器用に処置をする医者がかっこいいのは間違いない。でも子どもなら痛さで泣き叫び、そんなことを思う余裕はないのでは？　なんとなく修矢らしい気がして千花は小さく笑った。

「なにかおかしなことを言ったか？」

　眉根を寄せた修矢が、不機嫌そうに千花を見る。

「ごめんなさい。修矢さんらしいなと思って」

　正直に答えた。子どもの頃からそんなに冷静だったのかと想像しておかしくなる。取り乱した修矢は想像できない。

「俺らしいってなんだ」

「怪我をしてるのにクールだから」

　クスクス笑う千花を修矢がおもしろくなさそうに睨む。

「悪かったな、クールで」

　修矢は憮然としながら筑前煮のしいたけを口に入れた。どことなく拗ねた横顔だ。

「でも、子どもが好きなんですね。さっき、患者の男の子にものすごく優しく接しているのを見ました」

　いつも見せる無愛想で素っ気ない態度はどこかに雲隠れ。まるでそんな姿はかりそめ。今まで千花が幻を見ていたんじゃないかと思うほどだった。

　きっと修矢はとても優しい人なのだろう。ただそれを表現するのが下手なだけ。

「子ども嫌いじゃ小児科医は務まらない」

「そうですよね。でも修矢さん、あんな笑顔するんだぁって見入っちゃいました」

「……盗み見とは悪趣味だな」

「またそうやって意地悪なことを言って」

　千花がクスクスと笑う。

　子どもに優しく接するところを見た後では、その毒舌は逆効果。照れ隠しにしか思えない。

　修矢はまんざらでもないように口の端をほんの少しだけ上げた。

（いつか私にも、あんな笑顔を向けてくれるといいんだけどな……）

　そんなことを考えながら、修矢が食べる様子を眺める。

　そうして修矢は、ひとり分にしては多い弁当を平らげた。見事に完食だ。修矢は「うまかった」と満足そうに、千花が持ってきたポットのお茶も飲み干した。

「ひとつ気になっていることがあるんですけど、聞いてもいいですか？」

「気になること？」

　修矢がいぶかしげな顔をする。

「修矢さんのお兄さんにまだお会いしていないんですが、ご挨拶はしなくても大丈夫ですか？」

　修矢が千花の両親にしたように千花も修矢の両親には挨拶に行ったが、彼にはまだ会っていない。たしか一樹といったか。

「今、日本にいないから」

「デザイン会社を経営していらっしゃるんですよね？　海外に会社があるんですか？」

「いや。視察も含めて長期間イタリアに行ってるだけ」

「そうなんですね」

　そうなると挨拶は結婚後になるのだろう。修矢の家族であれば結婚前に会っておきたかったが、それぞれ事情があるだろうから仕方がない。

「それじゃ、私はこれで。午後もがんばってくださいね」

　弁当箱の入ったバッグを持ち、千花が立ち上がる。

「この後の予定は？」

「いったん実家に帰って、それからマンションへ行こうと思っています」

　少しずつ運び込んでいる自分の荷物の整理もまだある。

「今夜はそれほど遅くならないうちに帰れると思う」

「わかりました」

　ふたりがちょうど立ち上がったタイミングで、年配の看護師が病棟から中庭に出てきた。

「久城先生、こちらにいらしたんですね。そろそろ午後の診察の準備をお願いします」

　その場で立ち止まり、大きな声を張り上げる。

　修矢は千花に「また後で」と軽く手を上げて、彼女の方へ走っていった。




　玄関から物音が聞こえたのは、千花がパウダールームにバスタオルを収納しているときのことだった。修矢が帰ったようだ。腕時計を見てみれば午後六時。今日はいつもより早く病院から解放されたみたいだ。

「おかえりなさい」

　パウダールームをいったんそのままにして玄関へ向かう。何度となくこうして玄関で出迎えているが、まだなんとなく照れくさい。修矢もそうなのか、いつも「ああ」と短く返すだけ。もう少しすれば、これがあたり前になるのかと考えると気恥ずかしい。

「部屋、結構片づいてきたな」

「今日は、あれからずっとがんばりましたから」

　そういえば休憩すらまともにしていなかった。持参したお茶も飲まずじまいだ。夕食の準備もまだ。

「すぐにご飯の支度をしますね。コーヒーでも入れますか？」

「いや、大丈夫。まだ作っていないなら、たまには外に出よう」

　修矢はブリーフケースをソファに置き、親指を玄関の方へ向けた。

　そういえば修矢と外で夕食を食べたのは、ワンダーランドに行ったときだけだ。

　すぐに準備をと思ってバッグを取りに行こうとすると、「その前に、千花」と修矢が呼び止める。

「取ってきたんだ」

　そう言って胸ポケットから修矢が取り出したのは、手のひらサイズの小さなケースだった。ＡＷとロゴの入ったベルベット素材のそれは、千花に中身の想像をたやすくさせる。

　エンジェル・ウィンストンのエンゲージリングだ。

「できたんですか？」

　修矢がケースを開けた途端、リングがまばゆい光を放つ。店で見たときよりもずっと美しい。

　千花は思わずパッと顔を輝かせるが、恐れ多すぎて受け取れない。

「ほら、手」

　修矢に貸せ、と手を取られ、ケースから取り出したリングがスルスルと千花の薬指をすべり、定位置でピタッと止まる。店で試しにつけたときは大きめだったが、さすがにジャストフィットだ。

「……すごく綺麗」

　手を高くかざしてみると、あたったライトが乱反射してキラキラと輝く。ずっと眺めていても飽きる気がしない。もうここからはずしたくない。

「修矢さん、ありがとうござ――」

　最後まで言い終える前に、千花の唇が修矢に塞がれる。同時に腰を引き寄せられ、修矢の腕に強く抱き込まれた。

　重なり合うだけのキスはほんの数秒。すぐに唇が解放され、修矢の艶めく視線が間近で絡む。薬指に輝く指輪のせいなのか、千花の胸は高鳴るいっぽう。

「今ので五回目」

　そうささやく修矢の吐息が唇にかかる。六回目のキスを予感させる空気が舞い降り、千花はゆっくりと目を閉じた。

　再び唇が重なる。啄むような優しいキスはいつしか深くなり、口腔内で舌が絡み合う。ひとつになろうと、舌が意思を持って動いているようだった。

　甘くて、熱くて、とろけそうになる。

　いったん唇を離した修矢が「千花」と甘くささやいたときだった。キスの余韻に包まれる中、部屋のインターフォンが鳴らされた。

　うっとりするような時間をいきなり断ち切られ、千花は一瞬どうすべきかわからなかった。

　修矢が首をひねりながらインターフォンに近づくところを見ると、来客の予定があったわけではなさそうだ。モニターをタップした修矢が、その場で絶句する。

　どうしたのかと思い千花がモニターを覗き込むと、そこには見知らぬ男性が映っていた。

『おい、修矢、早く開けてくれ』

　友達だろうか。その割に、修矢は浮かない顔をしている。大きなため息までつき、しぶしぶといった様子でセキュリティの解除をした。

「どなたですか？」

「……兄貴」

　修矢はボソッと答えながら髪をくしゃくしゃにしてかき上げた。

　仕事でイタリアに行っているという一樹が帰ってきたらしい。

　結婚前に挨拶が間に合ってよかった。これで式にも参列してもらえるだろう。心を弾ませる千花の前で、修矢はなぜか沈んだ顔つきだった。

「どうしたんですか？」

　そう尋ねたそばから、もう一度インターフォンが鳴る。一樹が部屋の前に到着したようだ。

　玄関へ向かおうとした千花の手を掴み、修矢が引き留める。

　どうして？と千花が疑問に思っているうちに、修矢はひとりで玄関へ向かった。

　すぐに大きな足音と賑やかな空気が、一緒にリビングへやってくる。手を前で組み、かしこまった状態でいる千花のところへ、いよいよ兄・一樹が登場した。

　修矢同様に背がスラッと高く、手足が長い。丸く穏やかではあるが、意思の強そうな目に通った鼻筋。全体的に柔和な印象のある整った顔立ちは、父親の血を受け継いでいるのだろう。切れ長の目でシャープな顔立ちの修矢は母親似だから、兄弟でそれぞれ分け合ったようだ。

「は、初めまして。千花です」

　お辞儀とともに挨拶をする。やはり家族を前にすると緊張してしまう。千花は頭を戻してから、修矢の斜めうしろに遠慮がちに立った。

「修矢、これはいったいどういうことなのか説明してもらおうか」

　一樹の口から出た第一声に千花は目を丸くした。

（どういうことって……？）

　どことなく不穏な空気が部屋に立ち込めた気がした。千花は、理解に苦しむことを口走った一樹を、瞬きを激しくさせて見つめる。

「俺が海外に行っている隙に――」

「兄貴、ちょっとこっち」

　言葉を遮るようにして慌てて腕を掴んだかと思えば、修矢は千花が使っている部屋の隣へ一樹を連れ込んだ。

　海外に行っている間に、なにかあったのだろうか。

　わけがわからないまま、千花はふたりが消えた部屋のドアを見つめるしかなかった。




　ドアを閉めたところで、修矢は一樹の腕を解放した。

「それで？　これはどういうことなのかな、修矢くん」

　言い方こそふざけているが、胸の前で腕を組み仁王立ちする一樹の目は笑っていなかった。

「……悪かった」

「まさか修矢がこんなことをするとはね。父さんも父さんだな。俺に最初に話を振っておいて」

　一樹はため息をつき、首をゆっくりと大きく横に振る。

　実は、千花と見合いをするのは修矢ではなく、一樹の予定だったのだ。

　特定の恋人をつくらずにいた一樹は、最初のうちこそ『結婚はまだしない』と拒絶していたが、偵察に行ったわたせキッチンで千花を気に入り、見合いを承諾。ところが、そのすぐ後に仕事で海外へ行くことになり、ひとまず見合いを先延ばしにしようとなった。

　一樹の見合い相手が千花だと知った修矢は両親に取り入り、一樹が海外へ旅立ったのを見計らって自分が千花の相手として見合いに臨んだ。

　あとは式を挙げてしまえば、一樹は手出しできなくなる。修矢が結婚式を早く済ませたい理由は、そこにあったのだ。

「日本に帰ってきてみれば、修矢が十日後に結婚するっていうじゃないか。しかも、相手は俺が見合いする予定だった千花さん。普通は、どういうこと？ってなるよね」

「……だろうね」

「それで、ここに乗り込んできたってわけ。さぁて、最初から順序立てて話してもらおうか」

　一樹はなにもない部屋のフローリングにあぐらをかいて座った。とことん話し合おうというつもりらしい。

　真一文字に口を引き結んでいた修矢もその前に腰を下ろし、観念して話し始めた。

「兄貴に彼女を渡したくなかった」

　一樹が急きょ長期にわたって日本を離れることになり、修矢は自分が一樹の代わりになることを思いつく。父である智弘に直談判し、なんとか見合いにこぎつけたのだ。

「いつも俺の陰に隠れていた修矢が、そんな大それた真似をするとはね」

　ひとつ年上の一樹は、幼い頃から努力せずともなんでもできる子どもだった。いや、もしかしたら陰で努力をしていたのかもしれないが、成績は常に学年トップ。運動神経も抜群で、中学高校と生徒会長を務めるほどの人望も兼ね備えていた。

　修矢がそんな兄の陰に隠れていたのは事実。修矢も成績は上位で運動神経もよかったが、兄に比べると若干劣る。おまけに寡黙な性質で、一樹のように前へ前へ出るタイプとは違っていた。久城総合病院の次期院長と言われながら育ってきた兄より、目立つことはなかった。

　それでも幼い頃から憧れてきた医師を目指し、兄の背中を追うようにして同じ医学部へ入学。ところが、一樹は大学を中退し、空間デザインを学ぶべく専門学校へ入りなおした。突然、まったく違う畑へ舵を切ったのだ。

　戸惑ったのは、ほかでもなく修矢だった。それまでは自分の意思だけで外科医を目指していたが、いきなり次期院長という期待を一身に背負うことになったのだから。

　それでも根が真面目な修矢は、その期待に応えようと必死になる。研修を終えて単身アメリカへ渡ったのは、最先端の医療技術を学ぶためではもちろんあるが、一樹を越えたいという対抗意識が根底にあった。

「飼い犬に手を嚙まれたような気持ちってこういうことをいうのかもしれないな」

「そういうつもりじゃなかったんだ」

　今回の一件は、一樹に対して一矢報いたいという気持ちがあったからではない。純粋に、千花を渡したくなかった。

「これでも俺、修矢をかわいがってきたつもりだからな」

　それは修矢も十分わかっていることだ。一樹に虐げられた経験は今まで一度もない。それどころか、いつも優しい兄でい続けてくれた。兄弟げんかですら記憶にないほどだ。だからこそ、今回のことは一樹に言えなかった。

「……ごめん。本当に悪かった」

　修矢は心から頭を下げた。

「本当に悪いと思ってる？」

「思ってる」

　今さらだが、一樹にひと言伝えるべきだったという後悔に襲われていた。

　結局は、問題を先延ばしにしただけだった。一生隠し通せるものではないのだから。

「それじゃ、今から俺と代わってくれないか？」

「……なに？」

　千花との結婚をということか。

　修矢の体がこわばる。慕ってきた兄の縁談を無断で横取りしたのは修矢の方。これまで一樹からなにかを強く求められたことは一度もなかった。

　その一樹が、目の前で千花を返してほしいと言っている。

　――だが。

　修矢が息を吸い込んだときだった。

「冗談だよ、冗談。そんな怖い顔すんなよ」

　一樹が破顔し、修矢の肩をトンと叩く。重い空気が一変するのを感じた。

「修矢がそこまでして彼女を欲しかったんだろう？　それなら〝嫌だ〟と即答くらいしろよ。ったく、お前はちっちゃいときから変わんないな。もっと自分の気持ちを出さなきゃダメだ」

「兄貴……」

　修矢の体から硬直が解けていく。

「お前のことだから、彼女にも言葉足らずなんだろうな」

「……余計なお世話だ」

　図星を突かれて修矢が顔をしかめる。だが、足りないといえば、そうなのかもしれない。結婚の意思は伝えてあるが、修矢は自分の気持ちをはっきりと千花に伝えていない。

「まぁたしかにそうだけど。かわいい弟が結婚するっていうんだ。兄としては心配なわけだ。なんなら今から俺が彼女に言ってやろうか？　修矢がどれだけ想っていたのかを」

「やめてくれ」

　それだけは勘弁願いたかった。自分の気持ちを代弁されるほど情けないことはない。

「それじゃ、ちゃんと言ってやれよ。そうでなくたって始まりが見合いなんだ。ひとつひとつ言葉で伝えなきゃ、通じ合えるものも通じ合えなくなるぞ」

「わかってるよ」

「いいや、お前はわかってない。約束しろ。必ず言葉で彼女に伝えて、幸せになること。いいな？　これが兄としてのはなむけの言葉だ」

　幼い頃から修矢のそばにいた一樹には、なにもかもお見通しらしい。そんなところを悔しく思いながらも、修矢は一樹の言葉をうれしく感じていた。

　言いたいことをすべて言い終えた一樹がさっと立ち上がり、手を伸ばして修矢も立たせる。

「がんばれよ」

　最後に一度、修矢の背中を強く叩いて一樹はドアを開けた。




　さんざん迷った揚げ句、千花はコーヒーを入れて部屋まで運ぼうと準備していた。

　突然現れた一樹のひと言が千花を混乱させ、しばらくの間はリビングで呆然としていたが、そうしていても始まらない。コーヒーを運ぶふりをして様子を見てこようと決意したのだ。

　ところが、ちょうどコーヒーをカップに入れ終えてトレーにのせたところで修矢たちが部屋から出てきた。さっきの不穏な空気はどこへいったのか、和やかなムードだ。

「千花さん、さっきはいきなり悪かったね。自己紹介もせずに驚いたでしょ」

「あ、いえ」

　人懐こい笑顔で一樹に言われ、千花が急いで首を横に振る。正直に白状すると、気は動転したが。

　千花がチラッと見た修矢はどこか疲れたような、それでいて安堵したような複雑な表情だった。

（いったいなにを話していたのかな……）

　気になったものの立ち入りすぎるのも気が引けて、千花はぐっとこらえた。

「兄の一樹です」

「千花です。よろしくお願いします。コーヒーでもいかがですか？」

　気を取りなおして自己紹介をしてからソファへ案内しようとすると、一樹は千花を手で制した。

「いや、用件は済んだから帰るよ」

「……そうですか」

「ふたりの邪魔はしたくないからさ」

「邪魔だなんて……」

　否定したそばからついさっきまで修矢としていたキスを思い出して、千花は鼓動が跳ねるのを感じた。

「千花さん、無愛想で扱いにくい弟だけど、こう見えて根は優しいやつだからさ。どうか見捨てないでやって。よろしくね」

「余計なことを言うなよ」

　一樹の言葉に修矢が横やりを入れる。一樹はそれを余裕の笑みで迎え撃った。

「はい、こちらこそどうぞよろしくお願いいたします」

　トレーをカウンターに置き、千花はあたふたと頭を下げた。

「あ、そうだ」

　玄関へ向かいかけたと思ったら、一樹が突然振り返る。

「修矢が千花さんになにか話があるそうだから、じっくり聞いてやって」

「おいっ、だからやめろって言ってんだろ」

「お前は俺がこうしてお膳立てしてやらなきゃ、昔っからダメなやつだったんだよ」

「相変わらずほんっとめんどくせー」

　いきなり言い合いが始まり、千花は間に挟まれておろおろするばかり。男同士のケンカを仲裁した経験はない。

「あ、あのっ、兄弟ゲンカは……！」

　両手にこぶしを握り、なんとか声をあげる。ところがそろって千花を見た顔は、どちらも怒りに任せた感じではなかった。

「あー心配しないで、千花さん。こんなのケンカのうちに入らないから」

　男同士のケンカとは殴り合い、取っ組み合いにでもなるのだろうか。

　千花が別の意味で不安そうにしていると、「あ、でも」と一樹が目線を斜め右上に向けた。

「俺たち、ケンカ自体したことないんだよね。どちらかというと仲はいい方だったから。こいつ、ひねくれてはいたけど、俺をやたらと慕ってきてさ。ちっちゃいときから〝お兄ちゃん、お兄ちゃん〟って俺の後を追いかけ回して」

「そんなことないだろ。兄貴が俺を手もとから離さなかったんだろうが」

「それはお前の記憶違いだな」

「いいや、それは兄貴の方だ」

　再び始まったふたりの攻防戦を、千花の「あの！」と発したひと言が止める。

　一瞬しんと静まった後、一樹と修矢は同時にぷっと噴き出した。

（あ、その顔……）

　修矢は、病院で子どもに笑いかけていたときとよく似た、いい笑顔をしていた。

　千花の胸がトクンと音を立てる。

　修矢のそんな顔をもっと見たい。そうやって笑う修矢のそばで、自分も笑っていたい。千花は、素直にそう感じた。

「さてと、それじゃ本当に帰るよ。千花さん、結婚式でまた会おう。ま、その前に俺に乗り換えるのも大歓迎」

　ふざける一樹の胸を修矢のこぶしがトンと押す。

「いい加減にしろ」

「へいへい。とにかくお幸せに。じゃあな」

　まるで台風のごとくその場の空気をかき回し、一樹は去った。部屋は再び落ち着きを取り戻したように静寂が下りる。

　せっかくコーヒーを入れたからと、千花はソファに修矢と並んで腰を下ろした。

「素敵なお兄さんですね」

「あれが？」

　憎まれ口を叩く修矢だが、本気で言っているわけではないのだろう。その目には笑みが滲んでいる。

　兄弟のいない千花にとって、たった今のふたりのやり取りはうらやましい光景だった。あんなふうに言い合っても、心の底から信頼しきっているのがわかる。友達とは違うなにかが感じられた。

　子どもの頃から兄弟が欲しいと両親にねだったものだが、大人になった今、千花はそのときよりも強烈に欲しいと思う。

「修矢さんとはタイプが正反対ですよね」

「俺は無愛想だけど、あっちは愛嬌があるって？」

「そんなことは言っていません」

　拗ねたように言う修矢を見て、千花がクスクス笑う。

　正反対だからこそ、互いに補い合ってうまくいくのかもしれない。

　修矢は不満そうにコーヒーに口をつけた。

「そういえば私になにか話があるって言っていましたけど、なんですか？」

　そう切りだすと、修矢はコーヒーに口をつけたまま千花にチラッと視線を投げかける。話そうかどうしようか迷っているようにも見えた。

（そこまで言いにくいの？　それなら、無理に聞きたくはないけど……）

　修矢はカップをテーブルに置き、意を決したような顔をして千花を見つめた。

「千花に隠していたことがある」

「……隠していたこと？」

　秘密めいた話の始まりが千花に緊張をもたらす。どんな告白をされるのかと、静かに、着実に鼓動が速まっていく。

（もしも結婚の決定を揺るがすほど重大だったらどうしよう……）

　千花が膝の上に置いた手を緊張に固く握ったとき、

「千花の見合いの相手は兄貴だったんだ」

　まったく想像もしていない告白をされた。

「……えっとそれはお兄さんが断って、代わりに修矢さんがってことですか？」

　千花の質問に修矢が首を横にひと振りする。

「兄貴はこの見合いを受けるつもりだった。でも、話が進んでいる最中に海外に行くことになって、いったん見合いは延期ということでうちの親との話はついていたんだ」

　一樹が断ったわけでないのなら、どうして修矢が見合いの席に来たのだろうか。

　話の先が読めなくて、千花は黙って修矢の言葉を待った。

「その相手が千花だと知った俺は、兄貴が海外に行って不在の間にその見合いを受けたいと両親に申し出た」

「えっ、どうしてですか？」

　たとえばこの結婚が政略的ななにかが絡んだ、急ぎのものならわかる。一樹がダメならば弟の修矢を、と。

　でも、そんなしがらみはなにひとつない。互いの両親が意気投合したことによる、ごくごく普通の見合いだったのだから。

「千花を兄貴に渡したくなかったから」

「……はい？」

　千花が聞き間違えたのか。それとも、修矢が言い間違えたのか。もしくは千花の聴覚が、修矢の言葉を別のものに変換したのか。

　そうとでも考えなければ、修矢はそんなことを言うはずがない。

「千花を好きだった」

　やっぱり千花の耳はどうかしたようだ。修矢が自分を好きだったなんて、ありえない事態だ。

　どの時点からなのかはわからないが、もしかしたらこれは夢なのではないか。一樹が訪れて、修矢とふたりで部屋に入ったきり出てこず、その間に千花は待ちくたびれて寝入ったのでは。そう考えれば、辻褄が合う。

「ちゃんと聞いてるか、千花」

「えっ、あ、はい」

　取り繕ってうなずいたが、思考回路は夢見の途中。ぜんまい仕掛けのようにゆっくりゆっくり回り、一向にらちが明かない。

「千花？」

　もう一度名前を呼ばれ、焦点の定まらない瞳で修矢を見る。

「……私、夢を見ているわけじゃないですよね？」

　千花が質問すると、修矢はあきれたように笑った。

「弁当屋で働いている千花に、いつの間にか惹かれていたんだ」

「私に？　修矢さんが？　嘘でしょ……」

　いつもつっけんどんで無愛想。いくら笑いかけようが表情をひとつも変えなかった修矢が、自分を好きでいたなど、信じられなくても当然だろう。

「だから、兄貴の見合いを横取りした」

　信じきれない千花だったが、そうだったのかと、いろいろと納得できる部分があることに気づく。

　修矢が早く結婚式を挙げたかったのは、一樹が帰国する前に既成事実をつくるため。相思相愛を求める千花に、『俺を好きになればいい』と言ったのも、千花が『私のことも好きになってくれるんですか？』と聞いた問いに答えなかったのも、すでに千花を好きだったから。

「どうして正直に打ち明けてくれなかったんですか？」

　話してくれていれば、修矢との距離はもっと早く縮まったかもしれない。結婚を急ぐ修矢に対して疑惑を抱かなかっただろう。

「見合いする前から好きだったなんて言えるか。しかも兄貴がするはずだった見合いなんだ。ストーカーかなにかと思われて終わりだろ」

「そんなことは……」

「絶対にないと言いきれるか？」

　修矢が眉間にたっぷりと皺を刻み込み、まるで脅すように聞き返す。

「……たぶん？」

「どうして疑問形なんだ」

「ごめんなさい。つい正直に」

　そこまで言って、ふたりは同時ににっこりと笑い合う。修矢は離れて座っていた距離を詰め、千花の肩を引き寄せた。

　高鳴る鼓動が千花の気分を高揚させていく。頬に添えられた修矢の手が、千花の顎をそっと持ち上げた。そっと重なり合い、離れる唇。

「これで二回オーバー。いい加減、俺に落ちろ」

　なんて俺様な言い方。そう思うくせに膨らむ想いは止められない。

「それならとっくに……」

　修矢に惹かれたのはいつからだったのだろう。今となっては千花にもわからない。

　言葉と裏腹に見せる優しさに気づかされ、隠し持った笑顔に胸がときめいた。

　その優しさをもっと感じたい。その笑顔をいつか自分にも向けてもらいたい。そう思ったとき、千花はすでに修矢に落ちていたのだろう。きっと、五回目のキスよりずっと前に。

「修矢さんが好き」

　千花の告白に修矢が困ったように笑う。

「……まいったな。うれしくてたまらない」

　千花を抱きしめる修矢の腕の力が強くなる。

　千花は目を閉じ、修矢の唇を待ちわびた。

　もしも一樹が海外へ行かず、千花の見合い相手として現れていたら？　それでもやはり修矢に惹かれ、いずれは心を通わせていただろう。千花には修矢との未来しか見えてこない。

　修矢より早く誰と出会っていたとしても、きっとこうして修矢と結ばれていたに違いない。確信に近いものが、千花の胸にはっきりと存在していた。

　再び重なった唇はこれまでと比べ物にならないほどに熱く、千花の気持ちを高ぶらせる。ゆっくりと動き回る修矢の舌づかいが、千花の唇から甘い吐息を漏らさせた。

　千花の右手には修矢の指先が絡められ、後頭部に深く差し込まれた修矢の右手が千花の髪をもてあそぶ。これまでにない修矢のキスに、千花は夢中になって応えた。










初めて結ばれた夜




　十一月になると、太陽が出ていても感じる温もりはほんのわずか。午後の日差しが燦々と降り注ぐオープンカフェで、千花はテーブルの下に置かれたヒーターに体を寄せた。

「千花の結婚式も明日か。いよいよ人妻になるんだね」

　ホットカフェラテを飲みながら、東子は感慨深げに頬杖を突いた。

「うん、なんだかまだ信じられない」

　見合いから二ヶ月弱。めまぐるしく過ぎていく時間の中、なんとか準備を重ねて明日の結婚式を迎えられる段階まできた。親族だけで行われる式だが、高校時代からの親友である東子には参列してもらうことになっている。

「だけど、ハイスペック狙いの私がまだ残っていて、結婚はしないって言っていた千花がハイスペックを射止めるなんて、なんの誤作動なの？」

「誤作動ってなに」

「だってそうじゃない？」

　クスクス笑う千花を見て、東子は唇を尖らせた。

　でも、東子が言うのはもっともなことだ。結婚はおろか、恋愛も一生できないと自分でも思っていたのだから。修矢に出会ったその日にそれを覆されるとは、誰が予想したか。千花自身が一番驚いている。

「それで、幸せな結婚はできそう？　少しはお互いに歩み寄れた？」

「あ、うん……」

　曖昧に返事をしながら千花がうつむく。ついこの前、修矢に打ち明けられた話を思い出して、千花の胸が高鳴った。思い出すたびにドキドキするからたまらない。

「なに、そのにやけた顔は」

「にやけた顔って、ちょっとひどいよ、東子」

　せめて幸せそうな顔と言ってほしい。

「だって、目尻も眉も、とにかく顔のパーツがみーんなダラーンと下がったよ」

「そんなことない」

　表情筋が緩んでいる自覚はあるが、そこまでだらしない顔だとは思いたくない。

「そんなことあるって。さては、なにかいいことでもあったな。もしかして〝した〟？」

　口もとに手をあて、東子がこそっとささやく。

「ちょ、ちょっと！」

〝した〟という部分だけ強調するのはやめてほしい。それがなにを指しているのか読み取った千花の頬が真っ赤に染まる。

「あら？　その反応だと図星？　好きになれるかなぁ、好きになってくれるかなぁ、なんて悩んでいたくせに、そういうことはちゃっかり済ませちゃってるの？」

「もう、しーっ！」

　唇の前に人さし指を立て、千花は「まだしてないから」と声をひそめて否定した。

「そうなの？」

「顔を真っ赤にしてるから、てっきりそうなのかと思ったわ」

　からかうような笑みを浮かべる。東子はソファの背もたれに体を預けて、長い足をゆったりと組み替えた。

　千花たちは最後の一線をまだ越えていない。

　修矢から打ち明け話をされた夜は、そのままの流れであわや……となりかけたが、彼が病院から呼び出されたのだ。気持ちを通い合わせた甘いキスの途中、呼び出しの連絡が入った。

　ガッカリしたのとホッとしたのと、千花の気持ちは半分半分だった。見合い結婚という、どちらかといえば古風な方法で結ばれるのなら、結婚初夜がふたりの初めての夜の方がいい。

「ともかく、千花が幸せなら私はそれでいいわ」

「東子……」

　さっきまでのふざけた表情が一変、東子が真顔になるから、千花はジーンとしてしまった。千花が失恋したとき、両親以上に心配してくれたのは、ほかでもなく東子だった。

「一生私のそばにいるって言われたときはどうしようかと思ったしね」

「そうだよね」

　千花が照れ笑いをする。そのときのことを思い出しても笑えるようになったのだから、大きな進歩だ。こんな日が訪れるとは、あのときの千花は思いもしなかった。

「幸せになりなさい」

「……うん、ありがとう、東子」

　傾きかけた日差しに目を細めながら、千花は東子と微笑み合った。




　都心の一等地に広がる一万坪の社。澄み渡る秋の空には真っ白な絵の具を落としたような雲が、いくつかぽっかりと浮かぶ。

　十一月十日。修矢と千花の結婚式が、友坂神社で執り行われようとしていた。

　天空高く響き渡る神楽の音色に先導され、厳粛な雰囲気の中、神前へ向かう参進の儀は、友坂神社の庭の池に架かる橋をゆっくりと進んでいく。

　経験したことのない厳かな空間の中で、千花は息苦しさを覚えた。胸いっぱいに息を吸い込んでも、酸素を取り込んでいる気がしない。白地の艶やかな緞どん子す地に生成り糸で施された相楽さがら刺し繍しゅうの白無垢姿のせいもあるかもしれないが、それだけではない。なによりも、これが千花自身の結婚式だからだろう。

　千花は前を向いたまま動かすことのできる目だけで、隣を歩く修矢を盗み見た。

　グレーと黒の紋付き袴はかま姿の修矢は、いつも以上に堂々として神々しくすらある。通った鼻筋は美しい傾斜を描き、意志の強そうな切れ長の目もとが真っすぐ前を見据える。糸を限界まで張りつめたような空気の中にも負けない凛としたオーラが、修矢にはあった。

　千花がこっそり見ていることに気づいたか。修矢がふと視線を千花へ向ける。そのまなざしにほんのわずかに笑みが浮かび、千花の鼓動がドクンと弾けた。

（私、本当にこの人と結婚するんだ……）

　結婚は一生しないと思ってきた千花には、今の状況は夢のようだった。




　三献の儀――杯を交わす儀式の後、新郎新婦である修矢と千花が神前に進み出る。誓詞奏上――誓いの言葉だ。

「私共は今日をよき日と選び、友坂大神の大前で結婚式を挙げました」

　低いながらもよく通る修矢の声が、神前の空気を震わせる。

「今後は信頼と愛情とをもって助け合い励まし合って、いい家庭を築いていきたいと存じます。なにとぞ幾久しくお守りください。ＸＸＸＸ年十一月十日。夫、久城修矢」

「妻、千花」

　修矢が誓詞に続いて名前を読み上げ、千花も後を続けた。

　読み終えた誓詞を左から丁寧に折りたたみ、ふたりそろって神前に供える。

　ピリッとしたムードの中、千花の気持ちは高鳴る鼓動と共に引き締まった。




　結婚式の後、簡単なパーティーを終えたふたりは、会場となったホテルの部屋へやって来た。千花にとって、人生初のスイートルームだ。

　何面にも連なった大きな窓は、東京の大パノラマを見下ろし、まるで天空に浮かんでいるような錯覚にとらわれる。それは、毛足の長いカーペットのせいもあるのかもしれない。足もとがふわふわして、雲の上でも歩いているかのようだ。

　広々としたマスターベッドルームにはスタイリッシュな天蓋つきのベッド。最高級の深縁の大理石でつくられたバスルームには広々としたジェットバスをはじめ、サウナやレインシャワーも完備されている。目に入るものすべてが、品格の漂う洗練されたインテリアだった。

「……すごい。こんなに素敵な部屋だったら眠るのがもったいなくて、明日の朝まで眠れないかも！」

　興奮する千花とは正反対に、修矢は落ち着き払った様子で微笑した。

「小学生の子どもか」

「修矢さん、ひどい」

　修矢はこういった部屋に慣れているのかもしれないが、千花は初めてなのだ。

「かわいいっていう意味だ」

「そうは聞こえませんでしたけど」

　意訳もいいところだと千花が唇を尖らせると、修矢は「嘘じゃないよ」と優しく微笑んだ。

　嘘かどうかはさておき、いよいよ神の前で誓い合い、修矢と晴れて夫婦となった事実が、今ここにある。千花は荷物をソファに置き、「修矢さん」と顔を上げる。

「ふつつかものですが、どうぞよろしくお願いします」

　両手を前でそろえ、丁寧に頭を下げた。

　今日から始まるふたりの人生を大切に生きていきたい。

　修矢の顔にやわらかい笑みが浮かぶ。それは今までになく優しい笑顔だった。

　トクンと弾んだ千花の鼓動。そっと引き寄せられてその腕に抱きしめられると、一気に心拍数が上がっていく。

「名実ともに、千花は俺の妻だ」

　修矢の声が、千花の鼓膜を優しく震わせる。それはいつもぶっきらぼうな修矢の、とびきり甘い声だった。

　顎を持ち上げられて重なった唇は、すぐに熱を帯びていく。慈しむように啄む軽いキスをされているだけで、千花は体中が痺しびれるような感覚だった。

　薄く開いた唇の隙間を縫って侵入してきた修矢の舌が、ゆっくりと千花の口腔内を動き回る。歯列をなぞっては絡まる舌。じっくりと時間をかけるキスに、千花の体から力が抜けていく。かろうじて立っている状態だった。

（もう無理……）

　そう思った瞬間、千花の体がふわりと浮く。修矢に抱き上げられたのだ。

「しゅ、修矢さん、待ってください、シャワーを……！」

　このままだとベッドへ直行される。結婚式では汗もかいたから、そんな状態で修矢と体を重ねるのはできれば避けたい。

　ところが修矢は、そんな千花の願いを聞き入れるつもりはないようだ。

「これ以上のお預けはなしだ」

　有無を言わせず千花をベッドへ連れ去った。

　強引で強気。それなのに甘い声色というギャップが、千花の心を激しく揺さぶる。それ以上、抵抗する意思は跡形もなく消え失せた。

　修矢は千花をベッドに座らせ、ワンピースのファスナーをゆっくりと気を持たせるように下げていく。

　待つつもりはないと言ったわりには焦らすような仕草に、千花の方がこらえきれなくなる。思わず手を出して自分で脱ごうとすると、修矢の手にやんわりと止められた。

　千花が下着姿になったところで、修矢もワイシャツを脱ぎ捨てる。ものの数秒であらわになった修矢の上半身に、千花はついみとれる。

　ほどよく引き締まった胸板は美しく隆起し、ウエストラインには腹筋が綺麗な筋を描いている。鍛え上げられているのは、見合い当日に抱き上げられたときにわかっていたが、ここまでだとは千花も想像していなかった。

　ゆっくりとベッドに倒され、修矢に組み敷かれる。今まで見たこともないような修矢の熱いまなざしに、千花の胸は焦がれるほどにうずく。しっとりと色気をはらんだ瞳に吸い込まれそうだった。

「千花」

　もはや名前を呼ばれるだけで、体の奥が痺れる。

「修矢さん」

　かろうじて呼び返したら、思いのほか声がかすれた。喉が渇きを訴えるように、修矢の愛を欲しているのかもしれない。

　両手はベッドに縫い留められるようにされ、指先が絡められる。これから訪れるふたりの時間を想像して胸が高鳴った。

　千花の指先につい力が入ったとき、修矢が再び千花の唇を塞いだ。

　さっきまでとは打って変わり、唇を強く吸われ、舌が激しく絡められる。呼吸すらする隙のない激しいキスに、千花は頭の中が真っ白になる。

　いつの間にか下着を脱がされ、千花は一糸まとわぬ姿になっていた。

　体中に降るキスの雨。全身を這う指先。千花の唇からは途切れることなく甘い吐息が漏れたのだった。




　どこか遠くでなにかの音が聞こえる。幸せの余韻に包まれる中、アラームのような電子音が、深い眠りについていた千花の鼓膜を震わせた。その音に少しずつ引き上げられるようにして、混濁していた意識がクリアになっていく。

　重いまぶたをゆっくり開いたところで、千花の目の前に修矢の顔があった。千花の体には、離れないようにと修矢の腕が回されている。

　ハッとしたのは、ほんの一瞬。昨日、自分たちが結婚式を挙げたことを千花はすぐに思い出した。体中にまだ熱が残っている。

　いったい何度抱き合っただろうか。一緒に果てては求め合い、間断なく体を重ね続けた。それこそ夕食も取らず、休む間もなくずっと。シャワーを浴びるときでさえ、キスは止められなかった。

　初めてのスイートルームで過ごす夜。千花はもったいなくて眠れないかもしれないと思っていたが、別の意味で眠れなかったのはいうまでもない。

　ふたりが眠ったのは、明け方近くのこと。カーテンの向こうからぼんやりとした薄い明かりが差し込んでいたのは、千花もなんとなく覚えている。

　遠くに聞こえていた電子音は、いつの間にかやんでいた。

（本当に綺麗な寝顔……）

　寝息を立てて眠る修矢の顔を眺めているうちに、千花は吸い寄せられるようにしてその唇にキスをした。その瞬間、修矢がゆっくりとまぶたを開ける。

「ごめんなさい、起こしちゃいました？」

　焦って謝る千花に修矢がニヤリと笑う。その次の瞬間、修矢は上体を起こして千花を組み敷いた。

「それじゃ足りない」

　そう言うなり、修矢が千花の唇を塞ぐ。昨夜の情事がフラッシュバックするような激しい口づけだった。

　抱き合っていたのは、ほんの数時間前。千花の体の奥に残っていた熱が、すぐにも目を覚ます。修矢に素肌をなでられ、千花の口から甘い声がこぼれては消えていく。

　そのとき不意に、さっき聞こえた電子音が再び千花の耳に届いた。

（もしかして、修矢さんのスマホ？）

　そう思った千花が唇を離してキスをやめる。

「修矢さん、電話じゃないですか？」

　修矢は動きを止めて耳を澄ました。

「……みたいだな」

　困ったような笑みを浮かべ、修矢がベッドから起きる。病院からの着信かもしれず、放ってはおけないのだろう。

　修矢は脱ぎ捨ててあったバスローブを素肌に羽織り、ベッドルームから出ていった。

　ゆっくりと体を起こした千花は、自分の体のあらゆるところに残された赤い痕に気づきカーッと顔を赤らめる。昨夜のことを思い返して恥ずかしくなり、修矢と同じようにバスローブを着て急いで隠した。

　修矢と結婚した実感が、改めて千花の胸にじわじわと湧いてくる。初めて結ばれて迎えた朝は、途方もなく幸せだった。こんなにも極上な気分になれるのは、相手が修矢だからなのだろう。誰でもいいというわけではない。

　しばらくしてベッドルームに戻ってきた修矢は、スーツに着替え身支度を整えた状態だった。

（やっぱり病院からの呼び出しだったのかな……）

　即座に嫌な予感を抱く。

「千花、悪い。病院へ行ってくる」

　やはりそうだったようだ。

　結婚式の翌日。今日くらいはふたりきりでゆっくり過ごせると思っていた千花は、つい顔を曇らせた。

　急きょ決まった挙式のため、新婚旅行は後回し。ふたりの生活が落ち着いたら行こうと決めており、修矢は明日から通常通りに仕事へ行くことになっていた。

　結婚式の余韻に浸っていられるのは、今日だけ。それができなくなった。

（……でも仕方ないよね。修矢さんはたくさんの人の命を救うべき人なんだから）

　慌てて気持ちを切り替え、千花は修矢に笑顔を向けた。

「わかりました」

「ごめん、千花。なるべく早く帰るようにする。ひとりでマンションに帰れるか？」

　いくら寂しいからといって、ここで首を横に振るわけにはいかない。

「大丈夫です。心配しないでください」

　毅然として答える。こんなことくらいで弱気になるわけにはいかない。自分は優秀な小児外科医の妻になったのだ。

「この埋め合わせは必ずするから」

　片膝を突いてベッドに身を乗り出し、修矢は千花に軽いキスを落とした。

「気をつけて行ってくださいね」

　精いっぱいの笑顔を浮かべる。

　部屋のドアまで行って修矢を見送り、千花は頭から熱いシャワーを浴びることにしたのだった。




　青空のもと、赤と白のストライプののぼりがそよ風にはためく。まるで〝おいで〟と手招きをしているようだ。

「ただいまー」

　わたせキッチンのドアを勢いよく開けた千花が大きな声で中へ入ると、厨房から幸助と美幸がそろって顔を覗かせた。

「ちょっと千花！　ただいまって帰ってくる場所が違うでしょ！」

「修矢くんはどうしたんだ」

　目が覚めた時間自体が遅かったため、身支度を整えてホテルを出たのはチェックアウトの十一時ぎりぎり。そこからタクシーで乗りつけたわたせキッチンは、ちょうどピーク時間を迎えようというときだった。

　店内には常連の男性客もいて、「千花ちゃん、結婚したんだって？　うちで息子が泣いていたよ」と冗談を交えながら「おめでとう」と祝福してくれた。

「修矢さん、病院から呼び出しがあったの」

「そうか。まぁ医者というのは忙しいものだろうからね」

　仕方ないというニュアンスを幸助が含める。それは千花も承知のうえだ。

「千花は昨日の疲れもあるだろうから、マンションでゆっくりしていたらどう？」

　美幸はそう言いながら厨房へ戻っていった。

　実は千花がここへ来たのは、思いがけず暇を持てあまし、店の手伝いでもしようかと思ったからだ。でも今日のわたせキッチンは、千花の手を必要としていない。これからの千花は修矢の妻として体調管理など忙しくなるだろうからと、アルバイトをひとり雇い入れたのである。

「千花さん、こんにちは」

　接客の合間を縫って、そのアルバイトである真ま奈な美みがふっくらした顔に笑みを浮かべる。千花が「こんにちは」と返すと、さらに「ご結婚おめでとうございます」と祝ってくれた。

　三十七歳の真奈美はこの近所に住む主婦で、ふたりの男の子の母親である。結婚して十年、働かずに子育てに専念してきたが、下の息子が小学生になりそろそろ働こうと思っていた矢先、わたせキッチンの求人を知ったという。

　全体的に丸みを帯びたふくよかな女性で、人あたりもいい。弁当屋にもってこいというか、とても安心感のある人だ。

「結婚式の翌日なのよ？　店のことは気にしないで、千花はマンションへ帰っておいしい手料理でも作って待っていたら？」

「そうだね」

　手が足りているのなら、店にいても仕方がない。

　千花は美幸の言うことに素直にうなずき、店を後にした。




「久城さん、結婚式の翌日だっていうのに呼び出してすみません！」

　医局に到着するなり、振り返った神崎が頭を下げる。

「いや、緊急事態だ。かまうな」

　修矢は軽く右手を上げ、荷物を置くとすばやく手術室へ向かう。その後を神崎が追った。

　今日の緊急オペの患者は、久城総合病院の産科にかかっていた妊婦が出産した新生児。胎児のときに左心低成形症候群という先天性の病気が見つかり、出産と同時に手術することが決まっていた。

　左心低成形症候群は、左側の心臓が極端に小さく、全身へ血液をうまく送り出すことができない病気である。

　当初、その妊婦は二週間後の分娩予定だった。ところが今朝、胎児の容態が不安定となったため、急きょ産科の医師によるカイザー――帝王切開での分娩となった。

　その新生児は、つい先ほど小児外科にある第三手術室に運び込まれたところ。修矢が執刀するのだ。

　手術着に着替え、全身を消毒した修矢が目を閉じる。ゆっくりとした呼吸を意識し、肺を伝って全身に酸素を送り込んでいく。術前に修矢が必ず行う儀式のようなものだった。

　手術室内に心電図をはじめとした機械音が響き、緊迫感に包まれる。

　ピンと張りつめた空気が、修矢の感覚を一気に研ぎ澄ましていく。全身から立ち上るオーラには、鬼気迫るものがあった。

　修矢の前には手術台に横たわる小さな体。すでに麻酔がかけられ、人工呼吸器が装着されている。

「脱血管」

　開胸を施した後、修矢の合図により、心臓内の血液がどんどん抜かれていく。

「ポンプオン」

　続いて人工心肺装置が作動。

　心臓は止められて三時間。それ以上は筋力が弱っていき、回復が難しくなる。一秒たりとも無駄にはできない。

「バイタルは？」

「安定してます」

　直径三センチほどの小さな心臓の血管と直径五ミリの人口血管を縫合していく。

　コンマ一ミリのミスが小さな心臓には命取り。神経を極限まで鋭敏にし、修矢は一つひとつの処置を確実に、迅速に行った。




　予定を五分ほどオーバーし手術室から修矢が出る。緊張で詰めていた息を大きく吐き出し、白衣を羽織った。

　ペタペタとスリッパの音を響かせながら長く白い廊下を歩いていると、神崎がうしろから追いかけてきた。

「久城さん、今回も見事な手術でしたね。いやぁ、ほんとにいろいろ勉強になることばかりで。後でもう一度録画した動画で確認させてもらいます」

　極度の緊張から解放されたばかりの修矢は、もう一度深呼吸をするかのように息を吐き出した後、「早く俺のところまで来い」と神崎の肩を叩く。

「なに言ってんですか。そんなすぐには無理ですって。だけど、必ず同じところまで行きますからね。待っていてください」

「楽しみにしてるぞ」

　修矢が微笑みを浮かべながら歩き始めると、神崎は「あれれ？」と顔を覗き込みながらついてきた。

「……なんだよ」

「なんか久城さん、感じが変わりましたね」

　ジロジロと見る神崎を修矢が軽く睨む。

「なにが変わったんだよ」

「なんでしょうねぇ。こう……雰囲気がやわらかくなったっていうか」

　神崎の言うことが、修矢にはまったくわからない。

「べつに俺はなにも変わってない」

「そうですかぁ？　いつもピリッとした空気をところかまわずまとっていたくせにー」

　早足の修矢に小走りでついていきながら、神崎は顎に手をあてて思案顔だ。そして、なにかを思いついたように手のひらをこぶしでトンとする。

「あ、わかった！　結婚したからだ」

　人差し指で修矢を指差し、ニヤニヤと笑った。

「結婚したからなんだっていうんだよ」

「そうかそうか。孤高の外科医、久城修矢もついに愛に目覚めたってやつですね」

　くだらないことを言い始めた神崎の頭を修矢がこぶしでコツンとやる。大きなため息つきだ。

「イテッ！　もぉ、なにすんですか。大事な脳細胞が今のでいくつ失われたと思ってますか？　もう毎度毎度たまんないですよ」

　修矢を恨めしげに見ながら、神崎は情けない表情を浮かべた。

（ほんとにコイツは……）

　修矢はあきれるばかりだ。

「そんなに素晴らしい脳細胞があるのだとしたら、とっくに優秀な外科医になってるんじゃないか？」

　そもそも、そんなに強く殴った覚えはない。神崎が大げさなだけなのだ。

「うわー、きたよ、久城さんのストレートパンチ。かわいい後輩に厳しすぎません？」

「誰がかわいい後輩だ」

「俺ですよ、俺。もう久城さん、勘弁してくださいよ」

　こっちこそ勘弁してもらいたいものだ。

　親鳥を追う雛鳥のようにピーチクパーチク騒ぐ神崎を引き連れ、修矢は医局へたどり着いた。

　白衣をロッカーにしまい、持ってきたブリーフケースを手に取る。

「それじゃ、今日はこれで帰る。術後のケアはいつものように神崎、主治医のお前に任せたぞ」

「はい、了解しましたぁ！」

　神崎は敬礼のように右手を頭に添えた。調子のいいだけの男に見られがちだが、神崎は外科医としてのスキルが高い。日頃から、修矢の執刀記録などで意欲的に勉強に励んでいるおかげだろう。

『素晴らしい脳細胞があれば、とっくに優秀な外科医になっているんじゃないか？』と修矢はからかったが、それは本心ではない。神崎は患者の家族からの信頼も厚く、その屈託のなさから本当の兄のように慕う患者も多くいる。

「それじゃ、お先」

「あ、久城さん、明日ですけど」

　背を向けた修矢を神崎が呼び止める。

「今日の代わりにお休みされてはどうですか？　久城さんがここに着く前に、ほかのみんなとも話してたんですよ。結婚式の翌日に呼ばれるのはかわいそうだからって」

「いや、大丈夫だ」

　今回はもともと、いつ執刀になってもおかしくない状況だったのだから。結婚式当日じゃなかっただけありがたいというもの。

「そういうわけにはいきませんよ。久城さんがそういう勤務態勢を取っていたら、下の者がみんな、休みを取りづらくなるじゃないですかぁ」

　修矢を悪者に見立てるのは、おそらく神崎の優しさなのだろう。そう言って、無理にでも休ませてあげようという気遣い。

　それに、神崎の言うことも一理ある。ただでさえ普段から過酷な労働環境下で働いている。みんなにも、休めるときにはきっちり休みを取らせたいという思いが修矢にもあった。

「わかった。それじゃそうさせてもらうよ。ただし、なにかあったら必ず連絡をよこすこと」

「了解です。千花さんと濃密な時間を過ごしてくださいね」

　神崎は最後だけ意味深にささやき、ニヤッと笑ってみせた。

　早く千花のもとへ帰ろう。

　修矢は神崎にもう一度手をひらりと上げ、医局を後にした。




　新婚生活初日。今夜は腕を振るって料理を作ろう。そう意気込んだ千花は、店からの帰り道にスーパーで買い込んできた食材をゆったりとしたキッチンカウンターに広げていた。

　とびきりおいしいと店員におすすめされたボトルワインも手に入れ、小さなホールケーキも買ってある。

（修矢さん、喜んでくれるかな……）

　心を弾ませながら、あれこれと準備していく。まさに新婚家庭そのものだ。

　いつもは〝これぞ家庭料理〟という素朴なものを作ることの多い千花だが、今夜だけはちょっとおしゃれに決めようと企んでいた。

　準備を始めて二時間が経過した頃だった。千花がオーブンを覗き込んでローストビーフの出来栄えを慎重に確認していると、不意にうしろから抱きすくめられた。

　四重のセキュリティが施されている部屋に、修矢以外の人間が入り込めるわけがない。そう頭でわかっていても、思わず「キャッ」と悲鳴をあげる。千花の心臓が大きく飛び跳ねた。

「悲鳴をあげることはないだろ」

　修矢はいつもの口調でそう言うが、ついこの前まで、帰ってきてすぐにこんなふうに抱きしめられたことはない。お互いにぎこちなく〝ただいま〟〝おかえり〟と挨拶を交わしていたのだから。突然態度を変えられれば、千花は戸惑うしかないだろう。

「いきなりでびっくりしちゃって」

　修矢は髪を緩くまとめた千花の首筋に顔を寄せた。

「ただいま」

　耳にかかる吐息が、千花の背筋を痺れさせる。

「お、おかえりなさい」

　なんとかそう返し、「どうかしたんですか？」と胸をドキドキと高鳴らせる。

「べつに」

　素っ気なく答えるわりに、修矢が千花の耳に軽く唇をあてるものだから、千花は小刻みに肩を揺らす。

「そう……なんですね」

「早く千花に会いたかっただけだ」

　低くかすれた声がたまらなくセクシーだった。

　修矢にそんなことを言われた記憶は一度もない。初めて聞く言葉に千花の胸は高鳴るいっぽう。ぶっきらぼうな言い方なのに、糖度は果てしなく高い。

　うれしいけれど恥ずかしい。照れているのを隠したくて、千花が慌てて話を振るけれど……。

「あのですね、ご、ご飯です。ご飯がちょうどできあがったんです。ローストビーフもおいしそうに――ひゃっ、んっ……」

　千花は最後まで言わせてもらえなかった。千花の体を反転させた修矢に、唇を奪われたのだ。

「あのっ……しゅう……ちょっ待っ……」

　顔を少し背けてなんとか言葉を発するが、すぐに修矢に捕獲されてしまう。頭と腰を引き寄せられ、身動きができなくなった。

　どんどん深くなるキスが次第に千花から理性を奪っていく。いつしか修矢の動きに合わせて舌を絡めた。




　ベッドにうつ伏せで脱力した千花を抱きしめながら、その肩先に修矢が軽くキスを落とす。

「悪い、こんなつもりじゃなかったんだ」

　ついさっきまで弾んでいた千花の呼吸は、少しずつ穏やかなものになっていく。千花の髪を優しくなでた修矢は、今度は頬に口づけた。

　キッチンでのキスだけでは飽き足らず、寝室に移動したふたりは、気づけばそこで二時間近くも甘い時間を過ごしていた。

「……ご飯、冷めちゃったじゃないですか」

　恨み言のわりに千花が笑顔になるのは、修矢に強く求められたことがうれしかったせい。いつもクールな修矢から、そんなふうにされるとは思いも寄らなかったからだ。

「千花が欲しくてたまらなかった。そう思わせる千花が悪い」

「なんですかそれ。私のせいだって言うんですか？」

　体を修矢に向けた千花の頬が膨らむ。

「そういうことだな。だから仕方がない」

「そんなっ」

　なんて横暴な！と思う千花だが、それよりもうれしさが勝る。

「温めるのは手伝うから許せ」

　そう言われなくともとっくに許しているが、千花は「キスもつけてくださいね」とねだった。










婚姻届の行方




　カラフルな風船が描かれた壁を横目に、呼び出しの館内放送が流れる中、千花は大きな弁当箱の入ったバッグを抱えて歩いていた。

　修矢と式を挙げてから二ヶ月が経過。結婚を機に甘い一面を見せるようになった修矢とは、とてもいい関係を築いている。見合いから始まったふたりは、まさに幸せの絶頂といえる時期にいた。

　弁当屋の仕事が休みの日は、千花はこうして病院にいる修矢のもとへ弁当を届けに来ている。初めて修矢に弁当を届けたあの中庭で、ふたりそろって食べるのが恒例だ。

「千花さんじゃないですか？」

　そう声をかけてきたのは、修矢と同じ小児外科に勤める医師、神崎だった。

　修矢と結婚する以前から、わたせキッチンにちょくちょく足を運んでくれたお客でもある。いつだったか『具合が悪いときにはぜひ』と名刺をくれたことがあった。

「こんにちは」

「今日も千花さん特製のお弁当ですか？」

「はい、そうなんです」

　そう言いながら、千花はバッグを持ち上げてみせる。

「くそうっ！　いいよなぁ、久城さんは。ほんとずるいんだからなぁ」

　なにがずるいのか千花にはわからないが、神崎がいつもこうして気取らずに話しかけてくれるおかげで、ここへも気楽に来られる。ありがたい存在だ。

　おそらく修矢の影響もあると思うが、千花は外科医に対して秀才で寡黙というイメージをもっていた。しかし神崎はそれとは真逆の印象だ。もちろん、頭がいいことには間違いないだろうが、気さくで話しやすい。

「よかったら神崎さんもご一緒にどうですか？　たくさん作ってきているので」

「うわっ、本当ですか？　うれしいなぁ！」

　神崎が飛び上がらんばかりに喜んでいると、

「神崎先生、私の目を盗んでこんなところで油を売るとはいい度胸ですね」

　いくらか野太い声が聞こえ、神崎と千花はそろってそちらへ顔を向ける。

　するとそこには、小児外科の看護師長である加か代よが腕組みをして仁王立ちしていた。

　五十代半ばの加代はふくよかな体型も手伝って、とても貫禄がある。きっちりとしたおだんごを後頭部につくっているせいで目がつり上がっているのも、威厳に拍車をかけているのだろう。

「うわっ、来たよ」

　加代は、神崎がボソッと漏らしたひと言も聞き逃さない。

「来たって、私のことですか？」

　大きな目でギロッと睨まれた神崎は、すくみ上るようにして「すみませんっ！　すぐに戻ります！」と大慌てで踵きびすを返す。

「千花さん、それじゃまた！」

　タタタと駆けだした神崎に、すかさず加代から戒めの言葉が飛ぶ。

「廊下は走らない！」

「は、はいっ！」

　神崎は急ブレーキで足を止め、まるで小学生のようにピッと背筋を伸ばして行進するかのように立ち去っていく。しかも右手と右足が同時に出ていた。

　千花は、そんな様子をクスクスと笑いながら見守る。本当に楽しい男だ。

「まったく、いつになったら落ち着いた医師になるでしょうかね」

　独り言のようにつぶやいた加代は、厳しい表情を解いてから千花に微笑みかけた。たった今見た光景が、まるで嘘のような穏やかな表情だ。

「主人がいつもお世話になっております」

　いつまで経ってもこの挨拶は照れくさくて、千花の頬をほんのりと赤く染める。

　加代は「こちらこそ」と言って頭を下げてよこした。

「それにしても久城先生の変わりようといったらないですね」

「……はい？」

　なんのことかと千花が首をかしげる。

「いつも険しい顔をして人を寄せつけようとしなかったのに、今じゃそんな影はみじんもありませんから」

「……そうなんですか？」

「まぁ患者さんに対しては、以前から優しく接していましたけどね」

　意地悪なことを言うのは別として、千花に対しても最初に会ったときとは比べものにならないほど笑顔が増えたのは事実。でもそれは、修矢が不器用なせいもあるだろう。うまく自分を表現できなかっただけ。修矢はもともと優しい人なのだ。

「きっと奥様のおかげでしょうね」

「いえっ、そのようなことは……」

　千花は慌てて首を横に振る。

　自分はなにもしていない。それを言うなら、千花の方こそ修矢のおかげで幸せを手に入れられたのだから。

〝奥様〟という呼ばれ方にも、まだ慣れない。そう呼ばれるたびにくすぐったくて、身をよじりたくなる。

「それじゃ私も仕事がまだ残っておりますので」

　加代は最後ににっこりと微笑んで、千花に頭を下げながら歩いていった。

（さてと、私も修矢さんのところに行かなくちゃ）

　加代を見送り、千花も再び足を進める。

　小児外科の受付を通り過ぎ、医局まであと少しというときだった。十数メートル先の通路を横切った修矢に気づいて足を踏みだした千花が、直後にピタッと止まる。

「しゅうや！」

　何度もそう呼びながら、五歳くらいの女の子が修矢に駆け寄ったのだ。

（患者さんかな？　でも、それなら先生って呼ぶよね……？）

　不思議に思いながら千花が見ていると、修矢は女の子に気づき、その場に膝を突いた。優しい笑顔で、肩まで伸びた髪に愛しそうに触れる。

　その瞬間、千花の心臓が微かに嫌な音を立てた。修矢が子どもに向ける穏やかなまなざしは見慣れている。でも、それはいつものものとはどことなく違って見えた。その違いがなんなのかは、はっきりとはわからない。ただ漠然とそう感じた。

　千花が言いようのない不安に駆られていると、その女の子の後をゆっくりと歩いてくる女性がいた。長い黒髪の長身。横顔からも美しさが際立つ女性は、しなやかな身のこなしで修矢と女の子に近づく。

「優ゆう奈な、病院を駆け回ったらダメよ。修矢さんを困らせないでね」

「はーい、ママ」

　女の子同様に修矢を名前で呼ぶ女性の登場に、千花はくらりと目眩を感じる。しかも、修矢は優奈という女の子だけではなく、母親と見られるその女性にもやわらかな笑みを向けた。患者の母親に向けるものとは思えないくらいに自然で、そしてどこか愛情に満ちていた。

「検査は終わったのか？」

　修矢のフレンドリーな口調からも、単なる患者の家族ではなさそうだ。

「ええ。たった今。優奈が『修矢のところに寄りたい』って言うものだから。忙しいところ、ごめんなさいね」

「いや、大丈夫だ」

　修矢とその女性が微笑み合う。そこにはまるで、ほかの者を寄せつけないような雰囲気があり、千花ですら近寄れない。

（……誰なの？　どういうこと？）

　千花には、目の前の状況がさっぱりわからない。

　そのときふと、修矢と交わしたなにげない会話を思い出した。自分の子どもには〝修矢〟と名前で呼ばせたい。たしか、修矢はそんなことを言っていた。

（まさか、あの女の子……修矢さんの子ども……？）

　とんでもない考えが千花の頭をよぎる。まさかそんなはずは……と、すぐに否定してみるが、三人の仲睦まじい様子はまさに家族の姿そのものだった。

　一気に加速する鼓動が、千花の胸を締めつける。全身から力が抜けて、今にもその場に座り込みたい気分だった。

　これ以上、三人のやり取りを見ていたくはない。千花は今歩いてきた通路をおぼつかない足取りで戻った。

　妻の立場なら、あの場で修矢に声をかけるべきだったのかもしれないと、ふと考える。でもそれができなかったのは、まだ千花たちの歴史が浅いから。修矢と千花は、始まってから四ヶ月弱。あの三人の雰囲気にはとてもかなわない。

　病院のエントランスを出ると、目の前で路線バスのドアが開いた。

　ここから早く立ち去りたい。そんな思いが千花をバスに乗らせた。一番うしろの窓際のシートに座り、窓の外を流れる景色をぼんやりと眺める。

　車内の電光掲示板に停留所の名前が表示されているが、それすら千花の目には入らない。マイクを通す運転手の声もまた、耳に入らなかった。バスがどこへ向かうのかも、千花自身がどうするのかも、なにもわからないままバスの揺れに身を任せる。

　何度となく再生される、さっきの三人の光景。それはいくら思い返してみても家族の光景でしかなかった。

（修矢さんの妻は私だよね……？　それじゃ、あの人は誰？）

　頭の中で問いかけても、誰も答えをくれなかった。

　千花は、なんとはなしにある停留所で降りる。するとそこは、立派な高層ビルが建ち並ぶオフィス街のようだった。スーツ姿のサラリーマンやキャリアウーマンがさっそうと歩く中、大きな弁当箱の入ったバッグを抱える千花は場違いのように思えた。

　呆然と立ちすくんでいる千花の肩にぶつかったサラリーマンが、「すみません」と言いながら通り過ぎていく。

　こんなところにいても気が滅入るだけ。タクシーをつかまえて、どこか別の場所へ連れていってもらおう。

　そう考えて、千花が車道でタクシーを探して首を伸ばしていると、

「千花ちゃん、だよね？」

　疑問形で声をかけてきた男性がいた。

　その声に振り向くと、そこには修矢の兄、一樹の姿があった。ネクタイこそつけているが、ネイビーのスリムなチノパンにベージュのジャケットという少しラフな格好だ。そうであってもおしゃれな印象を与えるのは、修矢に劣らない容姿のせいだろう。

「こんなところでどうしたんだ」

「あ、いえ……」

　なんと答えたらいいのかわからず、千花が口ごもる。

　一樹はしばらく目を瞬かせた後、「まぁいいや。こんなところに突っ立っていても仕方ないから行こう」と千花の腕を掴んだ。

「えっ、あの、どこに……？」

「いいからおいで。タクシーをつかまえようとしていたんだろ？　俺が送っていくよ」

「いえ、そういうわけには」

　まだお昼過ぎ。一樹はまだ仕事中だろう。

　ところが一樹は千花の言葉にも聞く耳を持たず、ずんずん歩みを進めるばかり。あるビルの中に入ると、エレベーターで地下へ向かった。

「ここ、俺の会社が入ってるビル。下に車を停めてあるから」

「ですが一樹さん、お仕事中ですよね？」

「社長ってのは自由が利くもの。心配する必要はない」

　でも、わざわざ送ってもらうのも気が引ける。

「私なら大丈夫ですから」

　そう言ってみるものの、まるで逃がさないというように強く掴んだ腕を離してくれる様子はまったくない。

「あの、一樹さん！」

「いいのいいの。ちょっと気分転換もしたいと思っていたところだから」

　そう言いながら、千花をスポーツタイプの真っ赤な高級車の助手席に押し込めた。

　エンジンがかかり、車がなめらかに走りだす。

「この車ね、世界の中でも〝女性の性的興奮を高めるエンジン音〟として有名なんだ」

　千花は、一樹が切り出した会話の内容に自分の耳を疑った。

「なんですかそれ」

　そんな能書きのついた音があるものなのか。まさか一樹は、それ狙いでこの車を買ったのだろうか。

　突然おかしなことを言いだした一樹に千花がクスッと笑う。

「お、笑った」

「え？　今のは嘘なんですか？」

「嘘じゃないよ。ストラディバリウスって知ってる？」

　たしかバイオリンの名器と言われているものだ。

　千花はコクンとうなずいた。

「この車の加速音とストラディバリウスの音には共通点があるんだよ」

「車とバイオリンに？」

　いったいなにがどう共通するのだろうか。関係があるようにはまったく思えない。

　一樹のひと言が一気に千花の興味を引いた。

「この車のエンジン音もストラディバリウスの音も、迫力があって創造力をかき立て、脳を活性化させる効果があるんだ。それが男女を問わず分泌される男性ホルモンの一種、テストステロンの値を引き上げる効果があるとかないとか」

「……男性ホルモンの一種の分泌が、どうして女性にも効果を？」

　素朴な疑問を一樹にぶつける。

「テストステロンは性衝動の原動力、とでもいえばいいのかな。女性でもそのホルモンの値が高いと性欲が強いと言われてる」

　そういえば、と千花が思い出す。一樹も医師を目指して医学部に在籍していたことがあった。ホルモンの働きなどについては詳しいのだろう。

　地下駐車場から幹線道路に出るところで車が一時停止する。

「で、どう？　千花ちゃんも興奮してきた？」

　運転席からいきなり顔を覗き込み、一樹がいたずらにニッと笑う。

「もうっ！　やめてください！」

「やめてくださいって、興味津々で聞いてきたのは千花ちゃんだろう？」

　クククと一樹が肩を震わせる。どうやら一樹も修矢と同じく、意地悪なところがあるらしい。

　千花は頬を赤くしながら助手席で小さくなった。

「さて、気持ちが解れたところで。その大きな荷物はなに？」

「あ、これは……お弁当です」

「弁当？　もしかして修矢に作ったの？」

　重い頭をうなだれるようにして千花がうなずく。

「そんな千花ちゃんが、どうしてあんなところに？　病院に行く道を間違えた？」

　軽やかな音を立てて笑う一樹に、千花はつい訴えるような目を向けた。

「……なに、もしかして修矢とケンカしたのか？」

　千花が押し黙ると、「図星か」と一樹はさらに笑った。

　きっと他愛のない夫婦ゲンカだと思っているのだろう。でも違う。痴話ゲンカとはわけが違うのだ。

（一樹さんなら、なにか知っているかもしれない。だって兄弟なんだから）

　千花はふとそう思った。

「一樹さん、ひとつ聞きたいことがあるんです」

「そんなに思いつめたような顔してどうした」

　チラッと横目で千花を見た一樹は、明るい調子で聞き返した。

「優奈ちゃん、ってご存知ですか？」

「……優奈？」

　思いきって尋ねると、一樹は一瞬考えてから名前をつぶやいた。

「そうです、優奈ちゃん。五歳くらいの女の子なんですが」

　一緒にいた母親と同じようにサラッとした綺麗な髪が印象的だった。

「……あぁ、優奈ちゃんね。それがどうした？」

　一樹の顔が曇ったように見えたのは気のせいか。千花の体が一気にこわばる。

「修矢さんと一緒にいるところを病院で見かけたんです。……とっても仲がよさそうでした」

〝とっても〟部分を強調する。仲良しというレベルでは言い表せない気がした。もっと深いつながりがある。千花にはそう思えてならなかった。

「そう……。それって女性も一緒じゃなかった？」

「……一緒でした。とても美人の」

　思い出しただけでズンと気持ちが沈み込む。千花では白旗を掲げる以外にないような女性だ。

「それは沙さ織おりちゃんだ」

「沙織、さん……」

「修矢の幼なじみ。俺たちの実家の隣に彼女の実家もあるんだ。小さい頃からよく一緒に遊んでたよ」

　幼なじみ。だからあんなに打ち解けた笑顔を向けたのか。それとも、そこに別の感情もあるからなのか。

　まるで鉛を口から含んだように、千花は体全体が重くなるのを感じた。

「『東とう都と製薬』の令嬢だよ」

「えっ……」

　付け加えられた一樹のひと言が、さらに千花にダメージを与える。脳天に強烈なパンチを食らったようだった。

　弁当屋の娘である千花とは、住む世界の違う人間だ。それは一流外科医の修矢に対しても同じく。製薬会社の令嬢ならば、久城総合病院とも強い結びつきがあるだろう。

　幼なじみのうえ、家同士のつながりもあるふたりの関係は、どうしたってひとつしか思い浮かばない。

「……優奈ちゃんは修矢さんの子どもなんですか？」

　千花はとうとう切り出した。自分の口から、そんなことを言いたくはなかった。

「や、やだなぁ千花ちゃん、なに言ってんだよ」

　一樹があきらかに狼狽する。肯定しているも同然だ。

「だって、そうなんですよね？　前に修矢さんが言っていたんです。自分の子どもには名前で呼ばせたいって。あんな小さな女の子が修矢さんを名前で呼び捨てにするって、ほかになにかありますか？　父親なんですよね？」

　一樹の動揺が伝染し、千花が次から次へと疑問をぶつける。頭の中はパニックだし、心はボロボロだ。

「まぁまぁ落ち着いてよ」

　どうしたら落ち着けるのか、逆に教えてほしい。千花は荒ぶる気持ちを持てあまし、どうしたらいいのか自分でもわからない。

　一樹が否定しないということは、優奈は修矢の子どもなのだろう。どういう事情があるのか知らないが、沙織との間にもうけたひとり娘。

（修矢さんは、どうしてそんなに大事なことを黙っていたの？　どうして教えてくれなかったの？）

　今にも千花の目に涙があふれそうになったとき、

「その弁当、俺がもらうよ」

　一樹が唐突に言いだした。気づけば車は、千花の見知らぬ公園に停められている。

「……お弁当を？」

　一樹は呆気にとられる千花の膝からバッグを取り上げ、中から弁当箱を出した。

「修矢に食べさせないのなら、べつに俺が食べたっていいだろう？　昼飯まだだったんだよね。おっ、うまそう」

　早速ふたを開けた一樹が声を弾ませる。すばやく割り箸を割ったかと思えば、「いただきます」と言ってポテトの肉巻きを頬張った。

「――ん！　うまい！　さすが弁当屋の娘だけあって料理上手だな」

〝弁当屋の娘〟。一樹のその言葉が心に深く突き刺さる。

　製薬会社の令嬢との格差は誰が見ても歴然。見合い話を聞かされたときに感じた〝分不相応〟の四文字が、千花の頭によみがえる。どう考えても、修矢にふさわしいのは沙織の方だ。

　一樹は誉め言葉を何度も口にしながら、次から次へと箸を動かす。そして、ものの十分と経たないうちに、ふたり分として作った弁当をすべて平らげた。

　この結婚は間違いだったのかもしれない。

　千花はふと、そんなことを考える。

　一流外科医とのギャップは、どうしたって千花には埋められない。妻になったからといって、均衡が取れるわけでもないのだ。

　沙織の素性を知り、千花は途方もない劣等感に苛まれる。いきなり目の前に突き出された現実をどう処理したらいいのかわからなかった。




　その夜、千花は今日見たことを修矢に聞こうとしては、何度となく言葉をのみ込んでいた。あの女性と女の子は修矢とどういう関係なのか。千花の考えているように、優奈はふたりの子どもなのか。修矢の口からはっきりと聞きたい反面、そうするのが怖い自分もいる。

（修矢さんが言葉に詰まったりしたら……）

　修矢の反応を見るのが怖い。それなら、このままなにも見なかったことにした方がいいのではないか。そうすれば、修矢と一緒にいられる。

（でも……本当にそれでいいのかな……）

　何度も同じことを考えては、また振り出しに戻ることの繰り返しだった。

「千花、ぼんやりしてどうかしたのか？」

　キッチンで夕食の後片づけをしていると、修矢に顔を覗き込まれた。そうされて初めて、千花はスポンジを泡立てたまま水を出しっぱなしにしてボーッとしていることに気づく。

「あ、いえ、なんでもっ」

　急いで頭を振り、取り繕ったように皿を洗い始めた。

「そういえば今日、昼に弁当持って病院に来るって言ってなかったか？」

「えっ、あ、それは……ちょっと都合が悪くなって」

　思わず目が泳いだが、横から千花を見ている修矢には気づかれずに済んだだろう。でも、そう答えたため、千花は修矢に今日のことを聞くきっかけを失ってしまった。

「そうか」

「……ごめんなさい」

　修矢が残念そうに言ったことだけが、千花にとって救いだった。少なくとも自分を待っていてくれたのだと思いたい。

「明日の休み、どこか行きたいところは？」

　キッチンカウンターにもたれて長い足をクロスさせながら、修矢が小首を傾ける。

　唐突に尋ねられ、すぐに場所が思い浮かばない。まったく別のことを考えていたから余計だ。

「えっと……、それなら食材が切れそうなのでスーパーに買い物に」

　映画やドライブという気分には、とてもなれなかった。そんな重い気持ちを払しょくするには、修矢に思いきって聞く方がいいのはわかっている。しかし頭ではそう理解できても、心はそう簡単に割りきれない。

「わかった。それじゃ、一緒に行こう」

　快くうなずいた修矢が、突然ニッと笑う。

「千花、泡ついてるぞ」

「え？　泡？」

　慌てたせいか、泡のついた手でさらに自分の顔に触れてしまった。

「おいおい、余計に泡つけてどうすんだよ」

　修矢が指先で千花の頬を拭いながら、クスクス笑う。

　それは、いつもの笑顔だった。普段の修矢となんら変わらない。もしも今日の光景を目撃していなければ、修矢が大きな秘密を抱えているとは知る由もなかっただろう。

「洗うの手伝おうか？」

「いえっ、大丈夫です。お風呂が沸いていますからどうぞ」

　仕事で疲れている修矢に手伝ってもらうわけにはいかない。

「じゃ、そうさせてもらおうかな」

　修矢は千花の頬に唇で軽く触れてから、バスルームへ向かった。

　その背中をなんとはなしに見送った千花の口からは、無意識にため息がひとつこぼれて消えた。

　翌日、千花は修矢とふたりで自宅から車で五分ほどのスーパーへやって来た。

　正月ムードがまだ完全には抜けきれていない一月中旬だが、早くも節分の恵方巻を案内する店内放送が流れている。週末ということもあり家族連れが多かった。

　せっかく修矢と一緒に出かけているのだ。気持ちを切り替えよう。今は、昨日見た光景は忘れよう。

　千花はそう決め、カートを押して歩く修矢から少し遅れてフルーツコーナーをゆっくりと進んでいく。

「千花、試食だって」

　振り返った修矢はそう言うなり、千花の口もとになにかを押しあてた。反射的に開いた口の中に柑橘系の香りと甘さが広がる。みかんだった。

「甘いだろ」

「はい、おいしいです」

「よし、買っていこう」

　ありふれた日常のワンシーンが、不安で凍えた千花の心にそっと光を灯す。

　修矢はみかんの詰まった袋をひとつ掴み、カートの中へ入れた。

（ほかにもなにか買っていこうかな）

　千花が売場にあるイチゴを手に取ったときだった。「修矢さんじゃない？」という声がして、その声の方に千花が顔を上げる。すると、少し離れたところから近づいてくる女性の姿が見えた。

　その瞬間、千花の胸の奥がキリリと痛みだす。昨日、千花が病院で見かけた女性、沙織だった。

　咄嗟に千花が見た修矢の顔には、優しい笑みが浮かぶ。

　やはりと思わざるをえなかった。そこに幼なじみ以上の感情があるように思えてならない。

「優奈は？」

　辺りに目をやりながら修矢が問いかける。

「家にいるわ。今日は父もいるから、優奈を離さないの」

　ふふふと上品に笑いながら、沙織の目がふと千花に注がれる。

「……もしかして、奥様？」

「あ、うん」

　唐突にふたりから視線を注がれた千花は、背筋を慌てて伸ばし頭を下げた。呆然とふたりを見ていたため、動きがぎくしゃくする。体のパーツがバラバラに動いている感覚だった。

「千花です……」

　かろうじて出した声は上ずったうえにかすれる。

「初めまして。竹たけ中なか沙織です」

　美しい笑顔の下に千花への複雑な想いを抱えているのではないかと勘繰って、態度がぎこちなくなる。目を合わせられない。

「俺の幼なじみなんだ」

「そう、なんですね」

　そう返しながら、千花は心の中で〝それだけじゃないんでしょう？〟と声にならない疑念をぶつける。なんとかいつものような笑顔をと思うが、口角をうまく上げられずに不自然な笑顔になった。

「ずっとお会いしたいと思っていたの。やっと会えたわ」

　沙織が余裕の笑みを浮かべられるのは、なににも代えられない娘が修矢との間にいるからだろう。戸籍上の妻は千花だが、沙織にかなう気がしない。

「……ありがとうございます」

　どうにか頭を下げたが、唇の端が震えた。

　なんてタイミングで会うのだろう。まるで、沙織の存在を思い知れと神様に言われているようだ。胸が苦しくてたまらない。

「じゃ、優奈が待ってるから」

　千花の態度がおかしかったせいか、沙織はそこで会話を切り上げた。いや、それ以前に、修矢と千花が一緒にいるところを見ていたくないのかもしれないと邪推する。

「そうだな。また」

〝また〟という再会を約束する言葉が、千花の頭の中でリフレインする。

（また三人で会うの？　……私には内緒にして）

　挨拶代わりとも思える些細な言葉にも敏感になる。

　修矢が軽く手を上げると、沙織も真っ白な手をひらりと振り返し、魚コーナーへ消えていった。

　きっと沙織には、なんて愛想のない女だと思われただろう。〝私の方が修矢には似合ってる〟とも。そう考え、千花は唇を嚙みしめた。

「千花、昨夜から様子がおかしいぞ」

　不意に修矢が心配そうな顔を千花に向ける。

　いっそのこと、今ここで聞こうか。そう思い、ゆっくりと切りだす。

「あの、修矢さん……」

　ところがそこから先が出てこない。重しがついたように、言葉は千花の胸のずっと奥深くに沈んだまま。代わりにその場を取り繕うだけのものが出てきた。

「……体調があまりよくなくて」

「そうだったのか。それならそうと、なんでもっと早く言わないんだ。俺だって医者だぞ？」

　修矢が「熱は？」と言いながら、千花の額に触れる。

「な、ないと思います。たいしたことはないですから」

　嘘をついた心苦しさまで加わり、心がにっちもさっちもいかなくなる。

「それじゃ、早いところ買い物を済ませて帰ろう」

「はい……」

　結局、聞けずじまい。

　修矢は千花の腰に手を添え、気遣いながら歩きだした。




　悶々としたまま数日が過ぎたある日の午後。千花は、リビングのソファに修矢のスマートフォンが置き去りになっているのを発見した。

「忘れていっちゃったんだ……。どうしよう、届けた方がいいかな」

　それを拾い上げながら、独り言をつぶやく。

　今夜は当直のため、修矢が家を出たのは午後四時。それからすでに一時間が経過している。とっくに病院には着いているだろうが、修矢からスマートフォンの所在を確かめる電話は今のところない。

　どうしたものかとそれを持ったまま、落ち着かない様子で部屋の中をウロウロし始める。

（晩ごはん用にお弁当を届けることになっているから、そのときでもいいよね）

　結局そんな結論に至り、スマートフォンをテーブルに置いたところで、画面が不意に明るくなる。なんとはなしに見ると、そこにＳＮＳの着信メッセージが表示された。発信者の〝沙織〟という文字に心臓がドクンと脈を打つ。

　そしてさらに、ほんの数行だけ見えたメッセージが、千花に大きな衝撃を与える。

【修矢さん！　私たちの結婚を父がようやく認めてくれたわ！】

　数秒して画面が暗くなると同時に千花は強烈な目眩を感じ、その場にうずくまった。

（……〝私たちの結婚〟ってなに？　修矢さんと沙織さん、ってこと……？）

　修矢がその相手だともとれる文面が、千花を激しく動揺させる。

　修矢は千花と結婚しているのだから、ほかの女性との結婚は無理な話。そうわかっているが、これまで感じてきた修矢と沙織のただならぬ様子が、千花の彼に対する疑惑をさらに深めていく。そこに優奈の存在も加わり、その結婚が修矢と沙織のものだと思わずにはいられない。千花は、どんどん大きくなる猜疑心に押しつぶされそうになった。

（やっぱり私たちの結婚は間違いだったの？　私は邪魔者？　修矢さんと離れなきゃならないの……？　そんなの嫌だよ）

　始まりは恋愛感情のない見合いだが、修矢への愛情をはっきりと自覚している千花にとって、別れはなによりもつらいこと。修矢と沙織の間にどんな事情があるのか知らないが、修矢からなにも言ってこないのなら、このまま目をつむってしまいたいと考えていた。

（沙織さんからのメッセージのことは忘れよう。……それしかない）

　見たくないものにふたをして、千花は部屋の掃除を始めた。体を動かしていなければ、どんどん深みにはまっていくだけ。

　すべての部屋に掃除機をかけ、フローリングシートで磨いていく。そうすれば、自分の薄汚れた心も晴れやかになるような気がしたから。

　そうしてひと通り掃除を終えた千花は、玄関に置き去りにしていた郵便物を選別し、自分宛のものを開封しようとレターオープナーを引き出しに取りに行った。ところがいつもしまってあるところにはなく、あちらこちらの引き出しをあさっていく。

（あれ？　どこにいったんだろう？　こっちかな……？）

　普段は開けない引き出しに手を入れたときだった。見覚えのある封筒が奥から出てくる。

　嫌な予感が千花の胸をかすめた。

　恐る恐る封筒の中に手を入れ、中に入っているものを取り出す。するとそれは、千花がまさに予想したものだった。

　婚姻届。

　すべての欄が埋められ、最後に千花がサインをした婚姻届だったのだ。

（嘘、どうしてこれがここに？）

　鼓動が加速度をつけて速まる。

　修矢が出しておくと言っていたはずだ。

（修矢さん、私に書かせた後に忘れちゃったの？）

　そう考えた直後、千花はそれを否定する。そうではない。意図的に出さずにいたのだろう。もしくは、この紙切れ一枚が修矢の中でそれほど重要なものじゃないため、簡単にその存在を忘れたか。そのどちらかなのだろう。

　沙織と優奈の存在が、千花の心を再び激しく乱した。

　千花は、修矢の正式な妻ではなかったのだ。

　婚姻届が手からひらりと足もとに落ちる。千花はふらつく足でマンションを飛び出した。

　この結婚は間違いだったのかもしれないと考えた自分が、おかしくて笑えてくる。

「結婚なんてしていなかったんだ。……私は修矢さんの妻でもなんでもなかったんじゃない」

　声が震え、笑いながらあふれる涙で視界が霞んだ。

　今になってみれば、大事な婚姻届をふたりで出しに行かなかったことも引っかかる。忙しい修矢が出すのではなく、比較的時間に余裕のある千花が出すのならまだしも。

　自分は昔から成長していない。相手の気持ちもわからず、鈍感なまま。正真正銘のぼんやり人間だ。修矢は別の方を向いていたのに、それに気づかずに四ヶ月も。

　娘がいながら、修矢が千花と結婚式を挙げた理由はわからない。ちょっとした気まぐれかもしれない。沙織とはなにか複雑な事情があり、結婚できずに何年も経ったのだろう。

　その結婚が今、現実のものになろうとしている。沙織のメッセージがそれを示唆していた。

　彼女に向けられる修矢の優しいまなざしは、愛しい人へのものだった。自分は愛されていると勘違いして、すっかり信じていた。元彼のときと同じだ。なにも変わっていない。

　行くあてもなくタクシーに乗り込む。行き先を尋ねられ、「誰も追いかけてこないくらい遠くにお願いします」と告げると、運転手は困ったような顔をした。

　どこに行ったらいいのだろう。とにかくここから遠くに。ひとまず適当に流してほしいとお願いし、ようやく車は走りだした。




　いつの間に眠っていたのか。運転手の「お客さん、お客さん」という呼びかけで千花が目を覚ます。一瞬、自分がどこでなにをしているのかわからなかった。

　心が疲れ果て、まるでシートの一部にでもなったかのように体が重い。

　修矢と楽しく笑う夢を見ていた気がする。ここがタクシーの中で、隣に修矢がいないばかりか、その修矢から逃げてきたことを思い出した。

「お客さん、いつまで走り続けますか？」

「あっ、ごめんなさい」

　腕時計を慌てて確認してみれば、タクシーに乗ってから、もうすでに二時間も経過していた。窓の外を流れる景色に見覚えはないが、都内で間違いはなさそうだ。

（どうしよう。……どこに行こう）

　午後七時過ぎ。この時間では東子はまだ仕事だ。

　そうして迷いながら窓の外に視線を投げかけた千花は、歩道を歩くふたりの人物に目を奪われた。沙織だったのだ。しかも、修矢に背格好の似た男性と腕を組んで歩いているではないか。

（……どういうことなの？）

　親しげに歩くふたりは、まさに恋人同士に見える。

（それじゃ修矢さんとは……？）

　考えれば考えるほどドツボにはまっていく。混乱した千花はタクシーの窓にへばりつき、遠くなっていくふたりを見えなくなるまで眺めた。

「お客さん、どうしますか？」

　もう一度運転手に尋ねられ、結局、実家の住所をおおまかに告げるしかなかった。

　約四十分後。タクシーを降りた千花が実家のマンションのドアを開けると、「千花？　千花なの？」と美幸が弾かれたように飛び出してきた。

　いったい何事かと千花が目を見張る。

「ちょっと千花、いったいどこをほっつき歩いていたのよ！」

「……なにかあったの？」

「なにかあったのじゃないでしょ！」

　ものすごい剣幕で美幸にまくしたてられ、千花が気圧される。そんな美幸は初めて見た。

「修矢さんが、千花と連絡が取れないって店に電話をよこしたのよ。自宅に電話をしても千花は出ないし、お弁当も届けにこないって。お母さんもあなたに電話したけど、全然出ないんだもの。事故にでも遭ったのかと思ったじゃない」

　千花はバッグをあさってスマートフォンを取り出した。いつの間にかマナーモードになっていたらしく、着信に気づかなかったようだ。

「ごめんなさい」

　スマートフォンを忘れた修矢は千花に直接電話がかけられず、病院から自宅とわたせキッチンに電話したのだろう。美幸からの着信だけが十件近く入っていた。

「修矢さんに、千花はここにいるって連絡しなくちゃ」

「待って！」

　エプロンのポケットからスマートフォンを取り出した美幸を慌てて引き留める。千花は急いで靴を脱いで上がり、美幸の手を掴んだ。

「……待ってって、なに言ってるのよ。修矢さん、心配してるじゃない」

　美幸は千花の抵抗も虚むなしく、修矢に電話をかけ始めた。

「渡瀬と申しますが、小児外科の久城先生はいらっしゃいますか？」

　直接医局へかけたのだろう。数秒の沈黙の後、美幸が話し始める。

「あ、修矢さん、千花、こっちに帰ってきたわ。……ええ。……はい、ちょっと待ってね」

　美幸がスマートフォンを千花に差し出す。

「修矢さんが、千花に代わってって」

　まだ混乱の中にいる千花は、修矢と話せるような精神状態ではなかったが、電話に出ないわけにもいかない。しぶしぶスマートフォンを受け取った。

「……もしもし」

『千花、無事でよかった』

　安堵したような修矢の声が鼓膜を震わせる。修矢の気持ちがどこにあるのかわからず、千花の胸は切なく締めつけられた。

「心配かけてごめんなさい。……お弁当も」

『なにかあったのか？』

　修矢に尋ねられ、ついさっき見た光景が千花の頭の中でフラッシュバックする。親密な雰囲気で寄り添う沙織と男性の姿は、あれから何度も千花の頭の中によみがえっている。

「修矢さん……」

　千花は、いっそのことすべてを言ってしまいたい思いに駆られた。もしかしたら修矢がひそかに想いを寄せている沙織には、別の男性の影があると。

　でも結局、千花はその先を続けられずに言葉をのみ込んだ。不用意に修矢を傷つけることはできない。

『千花？　どうした？』

　修矢が聞き返したそのとき、『久城先生』という看護師の声が、電話越しに千花の耳に届く。その後、修矢と看護師のやり取りが微かに聞こえた。

　忙しいところに千花の心配までさせ、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

『悪い、千花。緊急事態だ。明日、帰ったら話そう』

　千花が返事をするより早く通話が切られる。ぷつんと音を立てて、修矢と千花の関係まで断ち切られたような気分だった。

　ため息をつきながら美幸にスマートフォンを返す。

「とにかくこっちにいらっしゃい」

　美幸に言われ、千花はとぼとぼと後についてリビングへ入った。脱力したようにソファに腰を下ろす。

「急に姿をくらますなんて、いったいなにがあったの？」

　すぐに紅茶を入れてくれた美幸は、向かいに座り困ったような顔で千花を見つめた。

　修矢に隠し子がいるという重い話は、すんなり口にできるものでもない。しかも、その母親はわたせキッチンが逆立ちしてもかなわない、東都製薬の令嬢。さらに、その令嬢には別の男性の存在があるなどと。

　婚姻届が出されておらず、修矢と千花がいまだに本当の夫婦じゃないこともそうだ。

　そんな話を美幸にしたら、この場で卒倒するのではないか。

「……ねぇ、お母さん、私、全然ダメみたい。昔からなにも変わらない」

「なに、どうしたの？」

「鈍感なの。よく通知表に書かれたでしょう？　〝ぼんやりしていることが多い〟って。本当にそれ。今も変わらないぼんやり人間なの」

　人がなにを思っているのかも、なにを考え行動しているのかも、自分は気づかない。

　三年前の二股もそう。その集大成が今、千花の目の前にある修矢との結婚だ。

「そんなことないわよ。千花はぼんやりなんてしてないわ」

　千花が過去の失恋のことを絡めて言っていることに気づいたのか、美幸が必死になだめようとする。

　千花はその言葉に力なく笑うしかなかった。

「ごめん、私、帰るね」

　そう言うなり千花が立ち上がる。

「ちょっと、千花！　ちゃんと真っすぐ帰るのよ？」

　美幸もその場で腰を浮かせたが、無理に千花を追ったり引き留めたりはしなかった。










結婚から始めよう




　昨夜、自宅マンションへ帰った千花は、眠れないまま朝までベッドで過ごした。修矢のいないベッドはいつも以上に広く感じ、余計にひとりを実感する。

　ひと晩中ずっと同じことを考えては、ため息の連続。沙織の思惑も、修矢の気持ちも、いくら考えてもわからない。

（もしかして、修矢さんは沙織さんに騙されている……？）

　千花はふと、そんな疑惑を抱いた。修矢との結婚を匂わせておきながら、別の男性とも逢瀬を重ねているのではないか。

（もしもそうなのだとしたら、私は沙織さんを許せない……！）

　でも、沙織がその男性を選ぶのなら、当然ながら修矢との関係は解消せざるをえない。つまり、改めて千花との将来が期待できることになる。

（……私はどうしたらいいの？）

　ふたつの想いが千花の中でぐるぐると巡る。

　このままなにも見なかったことにして生きていくなんて、私にはできない。それで掴める幸せはないのだから。

　千花が望んでいるのは、相思相愛の結婚。そして、なによりも修矢の幸せなのだ。

　そうして遠く東の空が明るくなり始めた頃、千花はあるひとつの決断に達した。




　身支度を整え、フローリングに落ちたままになっていた婚姻届をテーブルに置き、マンションを出る。修矢が帰ってくる前に、千花にはどうしてもしておきたいことがあった。

　またここへ帰ってくるときにどんな結果になっているのか、今の千花には想像もつかない。でも、どういう結果になろうとも、はっきりさせなければ前には進めない。

　大通りでタクシーをつかまえ、行き先を告げる。目的地が近づくにつれ、千花の体は緊張でこわばっていく。先行きの見えない不安が、それを増幅させていた。

　レンガ造りの立派な豪邸の前でタクシーを降りる。修矢の実家だ。それを左手に見ながら、千花はさらに足を進めた。

　五十メートルほど歩き、隣家の前に着く。修矢の実家に劣らないオフホワイトの大きな邸宅は、沙織の自宅である。それは二メートルはあろうかという塀に囲まれ、見る者を圧倒する。千花は以前、一樹から沙織の自宅が隣にあると聞いていたことを思い出したのだ。

　沙織が現在もここに住んでいるのかは定かではないが、いなければ場所を教えてもらえばいいだろう。

　門扉に掲げられた名前が〝竹中〟であることを確認した千花は、深呼吸を一度してから震える指先でインターフォンを押した。

　時刻は午前九時前。沙織と面識はあるものの、訪問するにしては時間が早い気がしなくもない。でも、出遅れて外出されるよりはいいだろうと千花は思いなおした。

『はい……？』

　家政婦だろうか。少ししてから応答する声が聞こえてくる。声のトーンがいぶかしげなのは、モニターに映った千花の姿に見覚えがないためだろう。

「久城と申します」

『……久城様？　お隣の久城様でございますか？』

「あ、はい。修矢さんの……妻の千花と申します」

　妻と名乗ることにためらいがあり、つい間が空く。

『修矢様の奥様でいらっしゃいましたか。……どのようなご用件でございますか？』

　修矢の妻が、いったいなんの用事があるのかといったところだろう。不思議そうに聞き返された。

「あの……沙織さんはこちらにいらっしゃいますか？」

『沙織様でございますか。……ええ、はい、いらっしゃいますが……？』

「お会いできないかと思いまして……」

　少しの間の後、『少々お待ちくださいませ』と言って、インターフォンの通話は切れた。

　沙織は出てきてくれるだろうか。千花の訪問だと聞かされた沙織が、どんな反応を見せるのかまったく見当もつかない。

　待つこと数分。門扉がゆっくりと開き、そこから白いニットワンピースに身を包んだ沙織が顔を覗かせる。その姿を見るのは今日で三度目だが、気品のある美しさに千花は尻込みしそうになる。出てきた弱気な心を立てなおし、千花は顎を引いた。

「おはようございます。朝早くから申し訳ありません」

　沙織が口を開くより早く、千花は頭を下げる。

「あ、いえ……おはようございます。どうかされましたか？」

　千花が訪ねてくる理由が思いあたらないのか、沙織は美麗な微笑みを浮かべながら小首をかしげた。まさか、千花が優奈の一件を知っているとは思いもしないだろう。

「突然お伺いして申し訳ありません。少しお話しさせていただけないでしょうか……？」

「……私と？」

　千花が強くうなずくと、沙織は少し考えるそぶりを見せてから「中へどうぞ」と門扉を大きく開けた。




　沙織に通されたのは、ヨーロピアン調の家具で統一された豪華なリビングだった。高い天井からつるされたきらびやかなシャンデリアが、目にまぶしい。明るい色調のヘリンボーンの床は光り輝き、バルコニーにつながる大きな開口部からは広い庭が見渡せた。

　さきほどインターフォンで応答してくれた家政婦らしき女性が、美しいティーカップに入れた紅茶を運んでくれた。

「私に話って、いったいなにかしら」

　ここまで乗り込んできたのだ。今さら気おくれしていても始まらない。

　向かいに座った沙織へゆっくりと視線を合わせる。千花は第一に、沙織と一緒にいた男性は誰なのかを確かめたかった。

「昨日、街で沙織さんを見かけたんです」

「えっ、私を？」

　沙織が形のいい大きな目を丸くさせる。どこで見られたのだろうかと不思議そうだ。

「男性とご一緒でした」

　千花がそこまで言っても、沙織に動揺する様子はない。それどころか「そう」と言って、微笑みすら浮かべている。

（いったいどういうこと？　ごまかしきれると思ってる……？）

　沙織の反応が予想と違い、千花の方が戸惑う。

「……その男性は、沙織さんとはどのようなご関係なんですか？」

「どうしてそんなことを千花さんが？」

　沙織は、親しくもない千花から、一緒にいた男性との関係を聞かれる理由がわからないのだろう。それもこれも、優奈の出生の秘密が千花にばれていないと思うからにほかならない。

「修矢さんのことはどうするんですか？」

　修矢は、きっと沙織との結婚を望んでいる。優奈も含めた三人で生活していくことを。だからこそ、千花との婚姻届を出せずにいるのだ。

　もしも沙織が、昨日一緒にいた男性との未来を考えているのなら、傷つけずに修矢を解放してあげてほしい。

「どうするって、どういうこと？」

　沙織に質問で返された。あくまでも白を切り通すつもりなのだろうか。

　このままでは、千花と沙織との会話は平行線。千花は改めて意を決した。

「優奈ちゃんは……修矢さんとの間にできたお子さんなんですよね？」

「えっ……」

　沙織の目が点になる。どうしてそのことを千花が知っているのかと驚いているのだろう。

「私、久城総合病院で三人が一緒にいるところを見かけたんです。ものすごく仲がよさそうで、いかにも家族って雰囲気でした」

　何度思い出しても、千花は胸が苦しくなる。でも、ここでやめるわけにはいかない。

「そのときに、優奈ちゃんが修矢さんを名前で呼んでいるのを聞いてしまいました。修矢さんは以前、自分の子どもには〝修矢〟と名前で呼ばせたいって言っていたことがあるんです。だから――」

「ちょ、ちょっと待ってくれる？」

　取り乱しそうになったところで沙織に止められた。沙織が、激しく瞬きを繰り返す。よほど困惑しているのだろう。そんな場面まで見られていたのか、という焦りもあるのかもしれない。

「千花さん、なにか誤解してない？」

　誤解とはなんだろうか。千花の見たこと、知っていることに、なにか不備でもあったか。

「優奈は、修矢さんとの間にできた子どもじゃないわ」

「……えっ？」

　沙織の放った言葉が、千花の頭の中で輪唱のように響く。千花の掴んでいる事実と正反対のことを言われたせいか、解釈に時間がかかる。

　沙織の真っすぐな目は、嘘をついているようには見えない。

（優奈ちゃんは、修矢さんの隠し子じゃないの？　でも……）

　それならば、どうして一樹ははっきりと否定してくれなかったのか。千花の誤解を打ち消すどころか、隠し子だとにおわせるような言い方をしたのか。

「優奈の父親は、もうこの世にはいないの」

　思いも寄らないことだった。

「……亡くなられているんですか？」

　沙織は静かにまつ毛を伏せながらうなずいた。

（嘘、そんな……）

　予想もしていなかった事実を前にしてうろたえる千花に、沙織がそっと微笑む。

「司つかさっていってね、修矢さんの高校時代からの親友だったの」

　そこで千花は、修矢が親友は亡くなっていると言っていたことを思い出した。その彼が、優奈の父親だったのか。

「大学時代に修矢から紹介されて、お互いにひと目ぼれだったわ」

　遠い目をしながら沙織がポツリポツリと話しだす。

　すぐに付き合い始めたふたりだったが、司は二十六歳の若さで交通事故により急逝したという。沙織のお腹に子どもがいることがわかったのは、それから数ヶ月が経つ頃だったらしい。

　周囲の反対を押しきり、沙織はシングルマザーになることを決めた。そうして生まれた子どもには心臓に先天性の病気があり、移植が必要な状態だった。

　ところが日本では移植の目途が立たない。猶予の少ない沙織は、アメリカでの移植を決意。周囲の協力で莫大な医療費を準備し、渡航したそうだ。

　ちょうどその頃アメリカにいた修矢は親友の代わりに沙織を支え、二年という時間をかけて移植は無事成功。沙織と優奈の帰国とほぼ同時期に修矢もアメリカから帰国し、修矢は日本での優奈の主治医になったという。

　そこまでゆっくりとした調子で話した沙織は、いったん紅茶で喉を潤し、カップをテーブルに置いてから膝の上でそっと手を重ねた。

（そんな事情があったなんて……）

　沙織の話は、想像の範疇を大きく超えるものだった。千花は放心状態だ。

「千花さんを誤解させていたのなら、ごめんなさい」

「いえっ、私の方こそ申し訳ありませんでした」

　慌てて頭を下げる。三人の仲睦まじい様子を見て、勝手に誤解して、勝手に傷ついていた。修矢と離れることを恐れるあまり、事実確認に二の足を踏んだのは、ほかでもなく千花だ。沙織も優奈も、そして修矢も悪くない。

　今になって落ち着いて考えてみれば、幼なじみの沙織と大切な親友との間に生まれた優奈に、修矢が優しい笑顔を向けるのは当然だろう。

「……もうひとつお聞きしてもいいでしょうか？」

「ええ。なにかしら？」

「昨日、一緒に歩いていた方は……？」

　千花がそう尋ねると、沙織は少し照れたように笑った。頬もほんのりと赤く染まる。

「彼は私の恋人よ」

　それは千花が見た通り、感じたままの答えだった。

「あの……それじゃ、お父様に結婚を認めてもらえたというのは……」

「もちろん彼との結婚よ。……でも、どうしてそのことを？」

　沙織が疑問に思うのもあたり前だ。

「ごめんなさい。実は、修矢さんのスマホの画面に浮かんだ沙織さんからのメッセージを読んでしまって……」

「ああ、そういうことね」

　沙織がふふっと笑う。

「修矢さんと沙織さんの仲を疑っていたときに、そんなメッセージを読んで気が動転して。その後に沙織さんと別の男性が親しげに歩いているのを目撃したから、もうなにがなんだかわからなくなって」

「それで、ここまでいらして事実を確かめようとしたのね」

「はい……」

　千花は背中を小さく丸めて答えた。事の顛末が自分の早とちりから始まったのだと思うと、千花にしてみれば恥ずかしくてならない。だからといって、取り繕うのはもっと恥ずかしい。千花は自分の思いを正直に伝えることにした。

「私、修矢さんが沙織さんに騙されているんじゃないかって。もしもそうなら、傷つかないように修矢さんを解放してあげてくださいって頼みにここへ」

「そうだったの……」

　沙織は深くうなずきながら目を細めた。

「修矢さんを本当に愛しているのね」

　沙織の優しい口調に「はい」と答える。千花は、修矢を心から愛している。だから、こんなにも動揺して迷ったのだ。

「でも、安心して。修矢さんも同じように、あなたを愛しているわ」

「そうでしょうか……」

　そこまでの自信はもてず、千花がポツリとつぶやく。

「彼の口から女性の名前が出たのも、うれしそうに話をするのも、千花さんが初めてよ。あなたをとっても大切に思ってる。かわいくて仕方がないみたい」

　第三者、それも幼なじみの沙織から修矢の気持ちを聞かされ、千花の胸がうれしさに震える。まさかこんな展開を迎えるとは、ここへ来ると決意したときには想像もしていなかった。もっと険悪なムードで、それこそ修羅場になるのではないかと考えていたのだ。

（でもそれじゃ、出さずに置いてあった婚姻届はどういうことなんだろう……）

　ひとつの疑問は依然として残ったままだ。

「私のところへ来ることを彼には？」

　千花が首を横に振る。

「もちろん内緒です」

「そうよね、話せるわけがないわね」

　沙織が微笑する。

　沙織の前で取り乱したことを思い出して恥ずかしくてたまらない。

「今日は修矢さんを送り出してからここへ？」

「昨夜は当直だったので、そろそろ帰っている頃だと……」

　千花が腕時計を確認してから答えると、沙織は「そう」と微笑み返した。

（あっ、もしかしたら今頃、私の姿がマンションになくて心配しているかも……）

　また実家に電話をかけているかもしれない。急いでバッグから取り出したスマートフォンには案の定、修矢からの着信が何度も入っていた。マナーモードにしていたため、千花はまったく気づかなかった。

「千花さん、お茶を入れなおすから、もう少しお話ししない？」

「あ、はい……」

　正直言うと、早いところ帰って修矢に会いたい。しかし、押しかけてきた立場で沙織にそうとも言えず、千花は上げかけた腰を再び深く下ろした。

　家政婦を呼ぶのかと思いきや、沙織はすっかり冷めきった紅茶のカップを自分でトレーにのせる。

「ちょっと待っていらしてね」

　沙織がリビングから出ていくのを見計らい、千花は修矢に電話をかけた。ところが、何度かけなおしても通話中。一向につながらない。

（お母さんと電話してるのかな……。また大騒ぎになっていたらどうしよう）

　二日連続でなにも言わずに姿をくらませたら、今度こそ警察にでも通報されやしないか。

　そんなことを考えているうちに沙織が戻る。入れなおしてきたカップからは、フルーティーな香りがした。

「これね、この前お取り寄せしたの。ローズヒップティーはお嫌い？」

「あ、いえ……。ありがとうございます」

　おおらかに微笑みかける沙織と反対に、千花は心の中で焦りながら頭を下げる。

「あの、ちょっと電話をかけてもいいでしょうか？」

「電話って、修矢さんに？」

「はい」

　すべてが誤解だとわかった今、千花はとにかく早く修矢に会いたかった。まずは、自分がどこにいるのかを知らせたい。

　ところが沙織は、おっとりとした口調でゆっくりと小首をかしげる。

「修矢さんとはいつでもお話しできるんだから、後でもいいじゃない？　せっかくうちまでいらしてくれた千花さんと、私はもっとゆっくりお話がしたいわ」

　そう言われてしまえば、千花は〝でも……〟とは切り返せない。なにしろ大きな勘違いで沙織の自宅に乗り込んだうえ、とても失礼なことを言ってしまったから。「はい」と答える以外になかった。

「千花さんはわたせキッチンの娘さんなんですってね。私も何度か食べさせていただいたことがあるけど、おいしいわよね。たしか、修矢さんのお父様から『おいしいお弁当屋があるんだ』って教えてもらったのよ」

「ありがとうございます」

　お礼で返したものの、立派な屋敷に住む深窓の令嬢である沙織の口に合うものなのかと不安は残る。きっと社交辞令もあるだろう。

「修矢さんもすみに置けないわ。そのお弁当屋さんで千花さんを見初めるなんて。一樹さんからお見合いを横取りしたって聞いたときは、本当にびっくりしたのよ。修矢さんにそんな情熱的なところがあるなんて知らなかったから」

　千花自身も、その話を聞いたときには驚いたものだ。まさかそんな裏事情があるとは思いもしなかったから。

「修矢さんは、子どもの頃からあんな感じだったんですか？」

　一樹から少しだけ聞いた幼少期の話だと、いつも兄のうしろに隠れているような感じだと言っていたが。

「ぶっきらぼうで無愛想ってことでしょう？」

　沙織の言葉に千花は思わず笑みをこぼした。まさにそう言ったつもりだ。沙織とふたりでクスクスと笑い合う。

「一樹さんが目立ちすぎていた部分もあるんだけど、修矢さんは陰で地道に努力する控えめなタイプだったわ。女の子からモテたけど、自分から告白とか、そういったことは一度もないと思う。だから、千花さんのことを聞いたときに、あぁこれは相当本気なんだなってね」

　くすぐったいことを言われ、赤くなった千花の頬が緩む。幼少期から修矢の近くにいた沙織の言葉は、なによりも説得力があった。

　そんな話を聞かされ、修矢に会いたい気持ちが募っていく。

「あの、私そろそろ」

　帰りますと言いかけたそのとき、リビングのドアがノックされ、そこから家政婦が遠慮がちに顔を覗かせた。なにか言うかと思いきや、沙織に目配せでなにか合図のようなものを送る。

　沙織は軽く手を上げて家政婦に答えると、「千花さん、ちょっと待っててね」とリビングから出ていった。

（今のうちに修矢さんに電話をしておこう）

　そう思った千花が脇に置いていたスマートフォンを手に取ると同時に、リビングのドアが開けられた音にハッとする。沙織が戻ってきたのだと思いスマートフォンを置いて顔を上げると、そこから入ってきたのは沙織ではなく、なんと修矢だった。その顔がどこか苦しそうにゆがむ。

（どうして修矢さんがここに……？）

　修矢は、驚きと戸惑いで声も出せずに立ち上がった千花を抱き留めた。

「千花、ごめん」

　謝るのは千花の方なのに、なぜか修矢から先に謝られた。

「沙織から電話をもらったんだ」

「えっ、沙織さんから？」

　いつの間にそんなことを？と思ったが、おそらくお茶を入れなおすためにリビングを出たときだろう。修矢に電話が通じなかったのは、沙織と話していたからだ。

「全部聞いたよ。誤解させて悪かった」

「違うんです。私が早とちりして、勝手に勘違いしていただけなんです。……ごめんなさい」

「いや、俺が沙織のことをもっときちんと話しておくべきだったんだ。本当にごめん」

　何度も謝る修矢に、千花は首を横に振って答える。

「それからこれも……」

　修矢はそう言いながら、抱きしめていた千花をそっと引き離した。修矢がふたつに折りたたまれた紙を手にしていることに、千花はそこで気がついた。今朝、千花がリビングのテーブルに置き去りにした婚姻届だ。

「千花がこれを見たらショックを受けるってわかっていたのに」

「……ショックでした。夫婦じゃなかったんだって。沙織さんとの仲を誤解していたので、きっと家族は私じゃなく、沙織さんなんだって。だから婚姻届も出さずにいたんだって」

　今まで言えずにいたことを正直に打ち明ける。誤解だとわかった今でも、そのときのことを思い出すと絶望的な気分になる。

「本当にごめん。千花の様子がずっとおかしかったのは、そういうわけだったんだな。どうして出さずにいたのかも、千花に話しておくべきだったよ」

　なにか特別な理由があるというのだろうか。

「婚姻届は千花の誕生日に出したいと思っていたんだ」

「……私の誕生日に？　どうして？」

　二十七回目の千花の誕生日は一月二十三日。来週だ。

「ふたりのスタートにワンツースリーの数字の並びがぴったりだと、前から考えてた」

「私たちのスタート……」

「俺たちの始まりは幸先のいいスタートを切りたい」

　修矢はこれまでになく優しいとびきりの笑顔を浮かべた。

　助走であまりにも速く走りすぎて、気持ちは後追いの状態だった。

　そのスタートラインに、やっとふたりが立つ。

「千花、結婚から始めよう」

　見合いから今日までの序章。そして、今日から始まるふたりの本編。そこにはきっと、最高に素敵な未来が待っている。今の千花なら、自信をもってそう言える。

（幸せな結婚は、修矢さんとだから……）

　目を閉じた千花に修矢が口づけたところで、リビングのドアがノックされる。

　そうされて初めて、ふたりは自分たちが今どこにいるのかを思い出した。千花は弾かれたように修矢から離れた。

　恐る恐るといった感じに控えめに開かれたドアから、沙織がそっと顔を覗かせる。

「もう入っても大丈夫かしら？」

　沙織は、どこかいたずらっぽい顔で笑った。千花たちがどういう状況でいたのか知っているような顔だ。それがわかるだけに、千花は恥ずかしさに顔が熱くなった。

「沙織、いろいろ悪かった」

「本当にごめんなさい。それと、ありがとうございました」

　修矢の言葉の後に千花が続ける。

　修矢をこっそりここへ呼び、事情まで話してくれた沙織に、千花は感謝してもしきれない。半ば臨戦態勢で来たはずが、修矢との仲を取り持ってもらったのだから。

「べつにいいのよ。ほかでもない修矢さんと、その大切な女性なんですもの。その代わり、私の結婚式にはふたりそろって参列してくれるでしょう？」

「もちろんです！」

　元気よく返した千花を見て、修矢と沙織が同時に笑う。

「やっと笑顔になったわね」

「ほんとだな」

　修矢は沙織がいるのもかまわず、千花を引き寄せ強く抱きしめた。




　そこに足を踏み入れた途端、千花の口から深いため息が漏れる。

　四千五百坪の広大な敷地の中に静せい謐ひつな佇まいのヴィラが十棟だけ点在するリゾートは、都内から車で二時間のところにあり、上質なサービスを求めるお客に人気だという。鳥のさえずりが聞こえ、空気が澄んだ高原は、心からリフレッシュできそうだ。

　千花の誕生日である今日、一月二十三日、ふたりは区役所に婚姻届を出してからここへやって来た。もともと千花の誕生日と入籍を祝うつもりで修矢が予約したのだが、思いがけずふたりの距離をさらに縮める場所となりそうだ。

　失踪騒動で心配をかけた美幸と幸助にも、丸く収まったことをそろって報告。ふたりは、『あぁよかった』と大きく胸をなで下ろした。

　木のぬくもりがたっぷりのヴィラは一棟ずつが独立して建ち、四方には、少し離れたところに木製の低い塀が設けられている。それにより、閉塞感がなくプライバシーも十分に守られている。ヴィラの敷地内には岩で造られた大きな露天風呂もあり、乳白色のとろりとした温泉が絶えず湧き出ていた。

　部屋は全室スイートタイプ。ベッドルームにリビング、バスルームはもちろん、リビングにはゆったりとしたソファベッドが置かれ、星を観察するためだけの天窓付きの部屋まである。最高にラグジュアリーな空間で、どこを見ても千花からはため息が漏れた。

　夕暮れ時が迫ると、窓から見える庭にはキャンドルがいくつも灯され、美しい景色を映し出す。

　ヴィラのダイニングに運ばれてきたフレンチの夕食を取った後、ふたりは星を観察しようと、ソファベッドに並んで横になった。

　つないだ手のぬくもりが、千花の心を穏やかにさせる。

　空がよく見えるように部屋の明かりを極力落とすと、大きな天窓からは都会では決して見られない星が無数に見えた。

「すごく綺麗」

　普段、街の明かりに隠れて見えない空が、こんなにも美しい光を放っていることに感動してしまう。いくら眺めていても飽きる気がしない。

　千花はふと、修矢の視線を頬に感じた。

「千花、少し疲れたんじゃないか？」

　さっきの夕食で、あまり食が進んでいないことに修矢は気づいていたようだ。

「そんなことはないです。大丈夫ですよ」

　首を横に振ってから答える。ところがそうしたそばから胃のむかつきを覚え、千花はその場で起き上がった。

「どうしたんだ」

　修矢も驚いて体を起こす。

「……あ、いえ、なんでもないです」

　もよおした吐き気をなんとかやり過ごし、薄明りの中、修矢に微笑み返す。

「修矢さんがこんなに素敵なところに連れてきてくれたんですから、疲れるなんてことはないです」

　自分の誕生日と入籍が重なったうえ、最高のプレゼントまでされるとは千花も思っていなかった。なにしろ先週は、この世の終わりのような気持ちでいたのだから。

「新婚旅行もまだで悪いな」

「修矢さんが忙しいのはわかっていますから」

「この前のことも、本当にごめん」

「さっきから謝ってばっかり。修矢さんらしくないですよっ」

　いつもの修矢はぶっきらぼうで上から目線。態度が軟化したら調子が狂う。

「せめて婚姻届を今日出すつもりでいると言っておくべきだったな」

「もういいですから」

　ここへ来るまでの車の中でも修矢はそうだった。ずっと謝り通し。

　誤解は解けたのだから、その話はもうそれで終わりでいいのだ。

「でも、ひとつだけ聞いてもいいですか？」

　修矢が瞬きで〝どうぞ〟と答える。

「どうして一樹さんは、私が優奈ちゃんのことを聞いたときに曖昧な態度をしたんでしょうか。一樹さんが否定してくれれば、誤解せずに済んだのに」

　一樹のせいにするつもりは決してない。でも、かわいい弟の家庭に立ちそうな波風をわざわざ大きなものにしなくてもいいだろうにと、千花もつい恨めしくなる。

「ちょっとした仕返しのつもりだったらしい」

　修矢の思わぬひと言に、千花は「仕返し？」と聞き返した。

「俺が兄貴の見合い話を横取りして、留守中に式を挙げようと画策したことへの」

　そう言った修矢が、苦虫を嚙みつぶしたような顔をする。

　あの一樹がそんなことをするとは思いもしなかった。でもきっと一樹は、本当に些細ないたずらのつもりだったのだろう。千花の失踪などという大ごとになるとは想像しなかったはずだ。

「千花、これからはお互いに考えていることや思っていることは伝えていくようにしよう。とくに、兄貴に相談するのは勘弁してくれ」

　手を伸ばした修矢が千花の頬に触れる。

「それってヤキモチですか？」

　からかうような口調で千花が言うと、「だったら悪いか」と修矢は不満そうに目を細めた。

　全然悪くない。むしろ千花はうれしくてたまらないくらいだ。

「とにかく、千花も思っていることは全部俺に言うこと。いいな？」

「はい。疑問に思ったら、直接修矢さんに聞きます」

　聞かずにひとりで思い悩むのは、もうやめにしよう。

「さすがに今はないだろう？」

「そう、ですね……」

　千花は言葉を濁してうつむいた。

「なんだ、なにかあるのか？」

　修矢が不自然な千花を訝る。

「修矢さんに聞きたいことはありません。でも……」

「でも？」

「……内緒にしていることならあります」

　修矢には、もう少しはっきりしてから告げようと思っていた。でも、せっかくこんなところに連れてきてもらったのだから、いいタイミングではないか。

「内緒ってなんだよ」

　なんの告白をされるのか不安なのか、いつも冷静な修矢が焦ったように聞き返す。千花に向きなおり、目の奥を覗き込んだ。

「実は〝あれ〟がしばらくきていなくて……」

「……〝あれ〟？」

「毎月の、です」

　これまで生理不順になることはめったになかった。どれだけ遅れても三日が限度。それが今回は二週間遅れていた。

　おかしいと思っているうちに、今度は体調の悪さを感じるようになる。胃のあたりが常にムカムカして、食欲もあまりない。

「それってつまり……」

　呆然とささやくように言った修矢の顔が、期待に満ちたように輝き始める。

「でもまだ病院に行っていないのではっきり断言はできないんです。ただ、昨夜やってみた妊娠検査薬では陽性が――」

「そうなのか！」

　修矢が珍しく興奮気味に千花を遮る。もはや千花がまだわからないと言ったところで、修矢の耳には届かなそうだ。修矢は座ったまま、千花を優しく抱きしめた。

「……千花を手に入れたときの次にうれしい知らせだ」

　修矢の甘い声が耳に届く。なによりも千花との出会いを大切に思ってくれていることが伝わってきて、千花の胸がじんと熱くなった。

　不意に修矢がソファベッドから下り、その場にひざまずく。そして、千花のお腹に服の上からキスを落とした。

「俺たちのところに来てくれてありがとう」

　慈しむような修矢の口づけが、とても神聖なものに思える。

　祈りに近い感謝の言葉を発する修矢の声は、心なしか震えているように聞こえた。

　スタートラインに立った修矢と千花に舞い降りた、幸せな贈り物。それはふたりの絆をさらに強いものにしていく。

「千花もお腹の子どもも、全力で俺が守っていく。……愛してるよ、千花」

「私も修矢さんとこの子を精いっぱい愛していきます」

　お互いに宣言すると、星が降り注ぐ中、修矢は千花に優しく口づけた。
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番外編～抱えきれないほどのプレゼント




　大きな紙袋を肩から提げ、ベビー服専門店から千花がニコニコ顔で出てくる。

　修矢とふたりで婚姻届を提出してから二週間が経過。久城総合病院の産婦人科で診てもらったところ、千花は妊娠三ヶ月という診断だった。

　幸いにもつわりは軽く、千花は早速ベビー用品の買い物を始めたところだ。

「よいしょ」

　ひと声かけて、もう一度荷物を肩にかけなおしたときだった。

「あれ？　千花ちゃんじゃないか？」

　不意に呼び止められ、千花が振り向く。

　すると、十数メートル離れたところから走り寄ってくる一樹の姿が見えた。修矢に隠し子がいると誤解し、落ち込んでいたときに会った以来だ。

「こんにちは」

　千花が挨拶をすると、一樹がパッと顔を輝かせる。

「やっぱりそうか。こんなところで会うなんて奇遇だな。俺たち、意外と同じ運命の星のもとに生まれついているのかもしれないぞ？」

　一樹は相変わらずだ。

「それは思い過ごしだと思います」

「うーん、まぁ、それも一理あるかもな。俺、思い込みは激しい方なんだよね」

　そう言ってハハッと笑う。修矢は母親似で一樹は父親似だが、笑うとふたりはよく似ている。

「ずいぶんと重そうな荷物じゃないか。ほら、貸しな」

「えっ……」

　千花が呆気にとられているうちにベビー用品の入った紙袋を一樹に奪われ、一気に肩が軽くなる。

「大丈夫ですから！」

　そうは言ってみるが、一樹に聞き入れる様子はいっさいない。

「この後帰るんだろう？　近くに車があるから送るよ」

「いえ、私なら平気です」

　奪い返そうと手を伸ばすが、歩きだした一樹はひらりと身をかわして千花をよける。

「人の好意は素直に受けた方がいいぞー」

　そう言いながらずんずん足を進める一樹を千花は追うほかになかった。

（……ま、いっか。お願いしちゃおう）

　歩くこと二分。到着したコインパーキングには、輝きを放つ一樹の真っ赤な車があった。

　一樹は後部座席に荷物を積み、助手席のドアを開けて千花を乗せる。

　ここまで来た以上、送ってもらわないわけにもいかないだろう。荷物も重かったし、よかったと思うことにしよう。

　車がゆっくりと走りだす。一樹に言わせると、〝いいエンジン音を響かせて〟といったところか。そんな話を思い出した千花は、ふふっと笑みをこぼした。

「一樹さんは、どうしてあんなところにいたんですか？」

　今日は平日。一般的な会社なら仕事だろう。経営者の一樹ならば、それはあまり関係ないのかもしれないが。

「バレンタインデー用のイルミネーションの仕事があってね」

　バレンタインデーは一週間後に迫っている。

　一樹の会社は空間をプロデュースする会社だが、そういった仕事をいうのかと千花はひとり納得して何度もうなずいた。

「千花ちゃんに謝りたいと思ってたから、あそこで会えてよかったよ」

「なにを謝るんですか？」

　そう聞いてから、もしかしてあれかな？と千花が見当をつける。

「修矢に隠し子がいるんじゃないかって千花ちゃんが落ち込んでたとき、違うよって言ってあげなかったこと」

「それならもういいですから」

　誤解が解け、修矢とめでたく気持ちを通い合わせることができたのだから。過去をいつまでも考えていたところでらちが明かない。

「そう？　まぁ、ケンカは恋のスパイスっていうしね。ああいうすれ違いはあった方が恋も盛り上がるってもんだな」

　まるで自分の手柄のようだ。ほんの数秒前に眉尻を下げて申し訳なさそうにしていた一樹は、千花のひと言に気をよくして、すぐに気持ちを切り替えたようだった。




　マンションへ到着すると、一樹は部屋まで荷物を運んであげると言って、強引に地下駐車場に車を停めた。千花が大丈夫だと言っても、まったく聞く耳を持たない。

　一緒にエレベーターで上がり玄関のドアを開けると、奥から「千花？」と修矢の声が聞こえてきた。

　午後三時。千花は、そんな時間に修矢が帰っているとは思いもしなかった。

　スリッパの音を立てて玄関に出迎えにきた修矢は、一樹が一緒にいると知り、顔をしかめる。

「どうして兄貴がここに？」

「どうしてって、千花ちゃんと街で運命的な再会をしたからだよ」

　いつもの調子で一樹が茶化す。

　笑いを誘われた千花の隣で、修矢は「ったく……」とあきれていた。

「とにかく上がれば？」

「せっかくの弟からの誘いだし、じゃあ、お茶でも一杯よばれてから帰るとするか」

　一樹は意気揚々とリビングへ入っていった。

　兄弟間で温度差はあるが、なんだかんだ言ってふたりは仲がいい。言い合いをしていても安心感があるというか。それも、互いに信頼しているからこそなのだろう。

　お茶を入れようとキッチンへ行こうとするが、修矢は「座ってて」と千花の肩に優しく触れた。

「ありがとうございます。修矢さん、病院は大丈夫なんですか？」

「午後は休診」

「そうだったんですね」

　千花の妊娠がわかってからというもの、修矢の過保護ぶりは加速し、できる限り家のことをしてくれている。千花と同居する以前は家事代行サービスにすべてをお願いしていて、家事のいっさいを経験したことがなかったというのに、不慣れながらも料理まで手伝ってくれるのだ。

　千花は、修矢と結婚して本当によかったと心から思っていた。

「体の方は？」

「大丈夫です」

　そうして修矢は、一樹がいるにもかかわらず千花の髪にキスをひとつ落とした。

「しゅ、修矢さんってば……！」

　恥ずかしさに千花が思わず修矢の胸を押し返すと、「べつにかまわないだろ」と一向に気にする様子はない。それどころか、まるで一樹に見せつけるように千花の腰を引き寄せた。

「新婚ってのは独身には目の毒だな」

　ふたりのやり取りを眺めていた一樹が目の前で笑う。

　そこまでいちゃいちゃしたつもりはないが、一樹はなんとも言えないような複雑な表情だ。ところが、「早いところ退散するに限るな」と言いながらも、腰を上げる気はさらさらない様子。一樹は、ソファの背もたれにゆったりと体を預けた。

　修矢がカップを三つテーブルに置くと、一樹は「千花ちゃん、コーヒー苦手なの？」と千花の手もとを覗き込む。

　千花にはコーヒーではなく、ルイボスティなのだ。

「あ、いえ、コーヒーは今控えているんです」

「なんで？　……って、もしかして！」

　千花のひと言で即座にピンときたのか、一樹はハッとしたような表情をしてから、これ以上ないくらいに目を見開いた。

「おめでたか!?」

　察しがいい。声のトーンを上げ、目はおろか口まであんぐり開けている。すぐさま立ち上がり、大きな足音を立てて千花の隣にドンと腰を下ろす。

　千花が恥ずかしそうにうなずくと、「そうかそうか」と言ってお腹に手を伸ばしてきた。

　ところが、修矢によってすかさず一樹の手が払われる。

「イテッ」

「兄貴は調子に乗りすぎ」

　さすがに自分の妻のお腹をほかの男には触らせたくないのだろう。いくらその中の子どもが目あてだとしても。

「お前なぁ、兄に対してそんな態度はないだろう？」

「そういう兄貴こそ、弟の奥さんだからって千花に気安く触るな」

「まるで発情した雄ライオンじゃないか」

「うるせー」

　憮然としながら、修矢は一樹を睨んだ。

「……あの、私を間に挟んでケンカしないでもらえませんか？」

　ふたりの言い合いはケンカにすらなっていないのはわかっているが、両方から責められているようで、千花はなんとも居心地が悪い。

「あーごめんね、千花ちゃん。コイツが大人げないからさ」

　一樹は親指で修矢を指差しながら、苦笑いを浮かべた。

　たしかにそんなところはあるかもしれない。でも、修矢の手前、千花はどう答えたらいいのかわからず鷹揚な微笑みで返すしかない。

「兄貴が悪いんだろ」

「でもまぁ、千花ちゃんのことは本能的レベルで守りたいみたいだからさ。兄としては、弟がそんなふうに人を愛せてひと安心っていうかね」

「だから余計なことだって言ってるだろ。早いとこコーヒー飲んで帰れ」

　修矢に追い払われてもとの位置に戻った一樹は、「へいへい」と言いながら、熱いコーヒーをひと口すすると、千花ににっこりと微笑む。そして、ふぅふぅと息を吹きかけ冷ましながら飲み干すと、再び千花を見て微笑んだ。

「それじゃ、邪魔者は退散いたしますかね。俺もそろそろ本気で恋愛してみるか」

「あぁ、そうしたらいいよ」

　興味がないといった様子で修矢が適当にうなずく。

（そんなに邪険にしなくてもいいのに）

　そう思いつつ、千花はふたりのやり取りを微笑ましい顔で見ていた。

「ほんとつれない弟だよ。ま、こんなやつだけど、千花ちゃん、末永くよろしく頼むよ。見捨てないでやってくれ」

「はい」

　千花はそれに精いっぱい心を込めてうなずく。

　つれない。そんなところはなきにしもあらず。

　でも、千花が修矢を見捨てるなんてことは、一生ないと言いきれる。

　一樹は「とにかくおめでとう！」とありったけの笑顔を置き土産に、慌ただしく去っていった。

「……相変わらずだな、ほんとに」

　いきなり静かになった部屋で、修矢がポツリとつぶやいてから千花のお腹に触れる。

「まだ動かないか？」

「気が早すぎます。まだ三ヶ月ですよ？　修矢さん、一応お医者様ですよね？」

　千花がクスクスと笑う。

　あまりにも先走りすぎではないか。

「一応とはなんだ」

「だって、胎動は早い人で五ヶ月とか六ヶ月とか、もっと大きくならないと感じないみたいですよ。でも、順調に育っているみたいですから心配しないでくださいね」

「とにかくなにか異常を感じたら、すぐに俺に言ってくれ」

　過保護すぎるなと思いながらも、千花は「はい」と素直に返事をした。

　そこでふと、部屋の隅に置いてある大きな紙袋が目に入った。千花がついさっき買い物をした、有名なベビー用品のブランド名のロゴが入っている。千花が買ってきた荷物は反対側の壁際にあるから、それとは別だ。

「修矢さん、買い物してきたんですか？」

「あぁ、あれは帰りにちょっと寄ってきた」

「私もその店にさっきまでいたんです」

　修矢と入れ違いだったのだろうか。

　修矢は驚きながら「千花も？」と目を丸くする。そして、自分が買い込んだ紙袋を持ってきて、中から次々と戦利品を取り出していく。

　その中には千花と同じものも多数あり、千花はそのたびに「私もそれ買いました」と指を差す。

　新生児用の真っ白な肌着に、靴下からロンパース。かなり気は早いがファーストシューズまで同じものだ。

　気の合いすぎる趣味に、最後にはふたりで爆笑した。

「修矢さん、ありがとう」

　こんなにも自分を愛してくれること。

　こんなにもお腹の子どもを愛してくれること。

　千花はうれしくて胸がいっぱいになる。

「千花こそ、ありがとう」

　微笑んだ修矢は、千花にそっと唇を重ねた。

　その一週間後、ふたりのマンションにはベビーベッドやロッキングチェアに始まり、いろいろなおもちゃが詰め合わせになった、一樹からの大量のプレゼントが届いたのだった。
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足りない言葉に、とびきり甘いキスの雨




　修矢と千花が結婚式を挙げてから一年が経過。頬をなでる風が、間もなくやってくる冬を感じさせる十一月下旬のある昼下がり、マンションには修矢と千花のほかに、もうふたりの存在があった。

　千花は八月に、ふたりによく似た男児を無事出産。蒼そう介すけと名づけられ、すくすくと成長している。

　修矢はリビングのソファでキッチンから響く楽しげな声を聞きながら、ゆったりと読書をしていた。そのそばには、ロッキングチェアで眠る蒼介の姿がある。

「沙織さん、火加減には注意ですよ」

「わかったわ。えぇっと、このくらいかしら？」

　おっかなびっくりといった感じに沙織が千花に尋ねる。ピピッとクッキングヒーターの電子音が聞こえたかと思えば、「あっ！　逆です逆！　強すぎますっ」と慌てた千花の制する声が修矢の耳に届いた。

　結婚を来春に控えた沙織が、千花に料理を教わりにきているのだ。

　ふたりの様子におかしさをこらえながら、修矢は本のページをめくる。

　修矢の隠し子騒動が一件落着して以降、千花と沙織は急接近。千花は幼い頃から姉や妹がほしかったようで、沙織を姉のように慕っている。沙織も千花と同じくひとりっ子のため、妹ができたみたいだと喜色満面だ。

　沙織はこれまで料理をしたことがなく、結婚に向けて習得したいと千花に〝弟子入り〟している。ところが、沙織の料理の腕前は修矢と同等か、それ以下。包丁の持ち方に調理道具の使い方という基本中の基本から入っているため、なかなか先に進まない。週に一度、ふたりの住むマンションへやって来るのだが、どちらかと言えば、その後のティータイムで話に花を咲かせる方がメインになっている。

　修矢がキッチンの様子に耳を傾けつつ本を読んでいると、ふと蒼介が「ふえっ……」と声をあげ泣き始めた。そろそろミルクの時間だろう。

「腹減ったか？」

　本を閉じてテーブルに置いた修矢は、声をかけながら蒼介を抱き上げた。そのやわらかさと温もりが、修矢の胸に愛しさをあふれさせる。その感情のおもむくまま、修矢は泣いている頬に唇を寄せた。本当にかわいくてたまらない。

　泣き声を聞いてすぐさま駆けつけた千花が、「お腹が空いたかな？」と蒼介の顔を覗き込む。すっかり母親の顔だ。

「俺がミルクをあげるから大丈夫だぞ」

「ありがとう、修矢さん。よかったね、蒼介。パパがミルクをくれるって」

　蒼介の頬をひとなでし、千花は再びキッチンにいる沙織のもとへ戻った。

　修矢は泣いている蒼介を左腕で抱いたまま、キッチンカウンターでミルクの準備を始める。

「よしよし、すぐに作るからな。ちょっと待ってろよ」

　優しく腕を揺すりながら蒼介に声をかける修矢。それを見た沙織が、「修矢さんってば、ちゃんといいパパやってるのね」とからかう。

「当然だ」

　修矢は憮然として言い返した。

（俺が父親をやらなくて誰がやるっていうんだ）

　両親が忙しく、寂しい幼少期を過ごした修矢は、蒼介には同じ思いをさせたくないという気持ちが強い。休みの日はもちろん、夜間であっても蒼介が泣けばオムツの交換だってするのだ。

「沙織さん、修矢さんはとってもいいパパなんです。家事にも協力的だし」

　うれしそうに話す千花。沙織は驚いたように目を見張った。

「そうなの？　千花ちゃんをよっぽど愛してるのね」

「沙織さんってば！　やめてくださいよっ」

　沙織の隣で千花が恥ずかしそうにする。

　修矢は、ふふふといたずらっぽく笑う沙織を軽く睨んだ。千花を愛しているのは、蒼介の父親としての責任をもつの同じく当然だからだ。

　哺乳瓶にミルクの粉を入れ、お湯を注ぐ。水にさらして人肌に冷ましてから、修矢はリビングのソファへ戻った。

「待たせたな、蒼介」

　膝の上に抱えた蒼介の口に哺乳瓶を含ませると、ものすごい勢いでミルクを飲み始める。

（やっぱりかわいいな……）

　一瞬一瞬を見逃せない。なにをしていても、どんな表情でも、修矢の蒼介への愛情は募っていく。それと同時に、この小さな存在を全力で守らなければならない使命感も強くなっていた。




　それから約一時間後、〝料理教室〟で完成したビーフシチューが修矢に運ばれてきた。目の前では、沙織が不安そうにふたつの瞳を揺らしている。

「……どう？　おいしくできてる？」

　味見中の修矢の感想を今か今かと、両手を組んで待つ。その隣では千花が微笑みをたたえて蒼介を抱っこしていた。

「おいしいよ」

　千花が教えているのだからあたり前だと、修矢は心でつぶやく。

「本当!?　よかった」

　固唾をのんで見守っていた沙織が、修矢の言葉に飛び上がらんばかりに喜ぶ。千花に向かって小さくガッツポーズまでしてみせた。

（……まぁ、千花にはかなわないけどな）

　そのひと言はさすがにのみ込んだ。

「ところで修矢さん、千花ちゃんから聞いたわよ」

　いったいなんのことかと修矢が沙織を見る。

「病院の看護師から手作りクッキーをもらったんですって？」

「あーっ、沙織さん！　それは言わない約束じゃないですか！」

　思わず声をあげた千花にびっくりした蒼介が、ピクッと体を弾ませる。そして、目を覚ましたかと思えば、声の限りに泣き始めた。

「ごめんごめん。驚かせちゃったよね」

　千花は蒼介を抱っこしたままその場で立ち上がり、体を揺すってなだめ始める。

「ごめんね、千花ちゃん。でもね、こういうことははっきりとさせておいた方がいいのよ？　前もそうだったでしょう？」

　蒼介の泣き声が響き渡る中、沙織が千花に言い含める。彼女が言いたいのは、隠し子騒動のことだろう。千花が修矢に直接確かめなかったことが、誤解を大きくした一因だったから。

　沙織の言うことは決して間違っていない。聞きたいことがあるときは、互いに直接聞き合おうと、千花と修矢は約束したはずだ。

（そもそも俺には、やましいことはなにひとつないけどな）

　その場で必死に蒼介をあやしていた千花だったが、あまりにも泣きやまないためバルコニーへと抱いていった。

　もしや、両親のちょっとしたいざこざを敏感に感じ取ったか。

「クッキーは、もらったわけじゃない。気づいたらカバンに入ってたんだ」

　千花がバルコニーへ続く窓を閉めたのを見届けてから、修矢が話し始める。

　千花にも話したが、いったんは受け取りを拒んだものの、修矢が目を離した隙に勝手にブリーフケースの中に突っ込まれただけのこと。修矢は自宅に帰ってきて、中から出てきたクッキーにあぜんとしたのだ。

「千花ちゃんもそうは言っていたけどね」

「だろう？」

　自信満々に修矢が返す。

　修矢自身も、あの騒動のような思いは二度としたくない。修矢はふと、今年の一月にふたりの間に起こった一件を思い返した。

　あのときの修矢は、様子がおかしいと気づきながら、千花がなにかを思い悩んでいるとは考えもしなかった。当直から帰った朝、マンションに千花の姿がないうえ、出さずにいた婚姻届がテーブルにあるのを見たときに、初めて千花の失踪の原因を思い知ったのだ。

　千花を失うのではないかと、どれほど焦ったか。関係を疑った沙織の自宅にまで行くほどに千花が追いつめられていたと知り、自分の言葉足らずな面を改めて痛感させられた。

　あんな思いを千花には二度とさせない。そう誓ったのだ。

「病院関係者から聞いた話だと、結婚してからすごくモテるんですってね」

「誰が？」

「修矢さんよ」

　沙織に指を差されてまで言われたが、修矢には身に覚えがない。病院では常に患者のことが頭にあり、周囲の動向に気を配っている余裕はないのだ。

　ポカンとしている修矢を見て、沙織がふふっと笑う。

「修矢さんが、千花ちゃん以外の女性になんの興味もないのはわかってるわ。でも、今の千花ちゃんはとくに子育て中心の毎日で、精神的に余裕がない時期でもあるの。だから、修矢さんもその辺は気遣ってあげてほしいの」

「……たとえば？」

　具体的にどうしたらいいのかわからず、修矢が聞き返す。

「今まで以上に、気持ちをちゃんと伝えてあげて」

「それなら十分しているつもりだ」

　千花と出会う前ならともかくと、修矢は得意顔だ。

　ところが……。

「愛してるって、ちゃんと口で言ってる？」

「な、なんだよ」

　沙織から直球の言葉を聞き、柄にもなくつい照れる。

「なんだよじゃないのよ。言ってる？」

　おっとりとした口調なのに、やけに鋭い沙織の発言。

「い、言ってるって」

「本当に？」

　あまりの強い視線に修矢はたじろいだが、なんとか目を逸らさずにこらえた。

　沙織の芯の強さは、さすがにひとりで優奈を育ててきただけのことはある。

「修矢さんが考えている以上にって話よ。とにかく千花ちゃんを大事にしてね。私の大切な妹分なんですから」

　沙織は真顔でそう言うと、「さてと、そろそろ帰ろうかしら」と立ち上がった。

　千花に教わって作ったビーフシチューは今夜、沙織の両親と優奈に振る舞うらしい。

「千花ちゃんを泣かせたら承知しないわよ？」

「泣かせるわけがないだろ」

（誰よりも、なによりも大切な千花なんだ。……とか言いつつ、恋愛スキルに関しては小学生レベルだからな……。油断しないに越したことはないかもしれないな）

　沙織が帰り支度を始めたことに気づいたか、千花がバルコニーから戻る。蒼介も泣きやんだようだ。千花の腕の中でスヤスヤと寝息を立てている。

「沙織さん、もう帰るんですか？」

「ええ。優奈も待ってるしね。お料理、また教えてくれる？」

「もちろんです」

　任せてくださいとばかりに、千花が大きくうなずく。

「蒼介くんも、またね」

　起こさないように小さくささやき、沙織は蒼介の頭をそっとなでた。




　沙織を見送り、蒼介をベビーベッドへ寝かせると、ようやくふたりだけの時間が訪れる。

　ソファに並んで腰を下ろした。

「千花、クッキーのことだけど」

「あ、それならいいんです。つい沙織さんに愚痴ってしまっただけで……。修矢さんを疑っているわけじゃないので」

　千花はばつが悪そうにうつむいた。

　修矢がその肩を引き寄せると千花の香りが鼻腔をくすぐり、思わずさらに強く抱きしめた。

「俺は、千花しか見えてない」

「知ってます。クッキーは、ただのヤキモチで……」

「え？」

　千花は頬を赤く染め、恥ずかしそうに修矢から目を逸らした。

「私が足を踏み入れられない場所で、修矢さんを見ていられるその看護師さんに嫉妬しただけなんです」

　ぼそぼそと、今にも消え入りそうな声でつぶやく。耳まで真っ赤だ。

（なんだよそれ。かわいすぎるだろ……！）

　修矢はその場で押し倒したい衝動に駆られたが、余裕のない無様なところを千花に見せるわけにはいかないと耐える。息をゆっくりと吸い、平静を装った。

「でも千花、よく考えてみて。俺がこんなふうにして抱きしめるのも、甘い顔を見せるのも、千花にだけ。ほかの誰にも見せない姿だ」

「私に、だけ……」

　自分に言い聞かせるように千花が繰り返す。そして、ふわっとやわらかい笑みを浮かべ、修矢を見た。

「そうですよね！」

　さきほどまでの陰りはどこへやら。千花はうれしそうに目を細める。

　そんなふうにくるくると変化を見せる千花が、たまらなく愛おしい。

「こんなことをするのも、千花にだけ」

　修矢は艶やかな千花の唇にそっとキスをした。

　瞬間、千花がキョトンとする。ぱちくりと一度だけした瞬きの後、大まじめな顔を修矢に向ける。

「絶対にほかの人にはしないでくださいね」

　懇願するような千花の瞳が、ギリギリで保っていた修矢の理性を大きく揺さぶる。

「絶対にしない」

　そう答えた瞬間、千花から修矢に軽く口づけた。

「約束ですよ？」

　千花がはにかみながら離れる。

　もう我慢の限界だった。修矢の頭の中でプツンとなにかが弾ける。修矢は千花の腰を強く引き寄せ、奪うようにその唇に触れた。

　千花への愛しさが募り、心が震える。

「千花、愛してる……」

　きっと言葉では語り尽くせない。どんなものをもってしても、修矢の胸の内を表現できはしないだろう。

　いつか、蒼介にも教えよう。将来、蒼介に大切な人ができたとき、言葉だけでは言い表せない想いがあることを。でも、だからといって伝えなければ、相手には届かないということを。

「この先もずっと、千花だけを愛していくよ」

「修矢さん……うれしい。私も修矢さんだけを――」

　その先の言葉は、修矢の唇がのみ込んだ。

　潤んだ瞳を閉じた千花に、とびきり甘いキスの雨。

　ふたりの輝かしい未来はまだ始まったばかり。幸せな時をこれからもずっと刻んでいく。
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あとがき




　こんにちは。紅カオルです。このたびは、書籍八作目となる本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。




　今回は、初めてのドクターものです。普段はオフィスを舞台にすることが多いので、病気でお世話になる以外に関わりのない病院という世界は新鮮でした。

　どんな設定でもリサーチは重要。今回は十年前の自分自身の手術の様子を収めた動画が参考になりました。こんなところであの痛い体験が役に立つ日がくるとは……。当時の執刀医（作中にも登場した〝神の手〟と呼ばれるドクターでした）にも、『いい話のネタになるよ』と言われましたが、まさにその通り。なにごとも経験しておくものです。

　不器用で口下手なため、口を開けば俺様になる修矢は、書くのが楽しいヒーローでした。第一印象は最悪。でも、素顔を知っていくうちにどうしようもなく惹かれてしまう。そんなヒーローになっていたらうれしいです。

　次作は、修矢の兄・一樹をヒーローにしたお話を執筆しようと思っています（書籍化は別として）。修矢とは真逆のタイプで器用そうに見える彼もまた、素敵なヒーローになってくれる気がします。




　いつも申し上げていますが、書籍として本作を無事に世に送り出せたのは、たくさんの方々のお力添えがあってこそ。書き始めた当初からアドバイスをくださった編集の鶴嶋様、色気たっぷりなカバーイラストを描いてくださったえまる・じょん様、その他、関わってくださった皆様のおかげで、素敵な書籍が完成いたしました。本当にありがとうございます。

　最後に、読んでくださった皆様、いつも感謝の気持ちでいっぱいです。読者の皆様のおかげで、私の執筆が成り立っていると言っても過言ではありません。この場をお借りして、心からお礼申し上げます。また次の機会にお目にかかれることを楽しみにしております。本当にありがとうございました。
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この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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